
提 供 日 2024/11/12

タイトル 第１回県立高校の在り方に係る地域協議会（西遠地
区）の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3113

県立高校の在り方に係る地域協議会（西遠地区）を開催します

　

　教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の在り方について改めて検討し、令和６

年３月に「静岡県立高等学校の在り方に関する基本計画」（以下、「基本計画」）を策定しました。

　基本計画では、生徒個々に応じた主体的な学びや多様な学びの展開には、「地域（実社会）との連携＜地域の視点＞」を不可欠

としています。そこで、西遠地区の実態やニーズを踏まえた県立高校の役割や教育活動について地域住民と考えや思い等を共有

し、長期的な視点から県立高校の在り方を検討するため、第１回「県立高等学校の在り方に係る地域協議会（西遠地区）」を開催

します。

●日　時　令和６年11月18日（月）午後３時から午後５時まで

●場　所　クリエート浜松２階　ホール

　　　　　（浜松市中央区早馬町２－１）

●参加者　・浜松市副市長、湖西市長

　　　　　・西遠地区２市（浜松市、湖西市）教育長

　　　　　・PTA会長、産業界代表、高校同窓会長

　　　　　・県教育長　他

　　　　　（オブザーバー）

　　　　　・地区の中学校及び県立高等学校長

●内　容

（１）情報共有事項

　　・県立高等学校の在り方にかかる地域協議会の設立について

　　・西遠地区の現状

（２）協議事項

　　・西遠地区における今後の県立高等学校の在り方について（自由な意見交換）

　　・県立高校の在り方に関するアンケートの実施について

「有徳の人づくり」を進めています　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/11/12

タイトル 食品検査情報（第６報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（９月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店等から食品を抜き取り、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 が 確認 された

 食品 は 、 回収命令 など 行政処分 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年９月に検査を実施した340検体については、 行政処分 を 行 ったものがありませんでした 。

検査項目 対象食品
９月

検体数
９月

行政処分数

乳飲料、缶詰、魚肉練り製品等 56規格基準等検査
（微生物）   輸入清涼飲料水 8

0

乳飲料、菓子、魚肉練り製品等 51規格基準等検査
（添加物等） 　輸入缶詰、菓子、清涼飲料水等 23

0

乳飲料、発酵乳、菓子等 47
添加物等表示検査

　輸入缶詰、漬物、清涼飲料水等 21
0

残留農薬   輸入農産物（バナナ、ブロッコリー） 15 0
アレルゲン   缶詰、菓子 21 0

腸管出血性大腸菌、
腸炎ビブリオ等

魚肉練り製品、豆腐、そうざい、生食用生
鮮魚介類、輸入清涼飲料水等

60 0

動物用医薬品等
（食肉衛生検査所検査分）

豚肉、鶏肉   32 0

衛生規範を参考とするE.coli検
査

そうざい 6 0

合計 340 0



提 供 日 2024/11/12

タイトル 蚊に刺されないように注意しましょう！（「日本脳炎
患者」の患者発生について）

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症管理センター

TEL 055-928-7220

－危機管理情報－
蚊に刺されないように注意しましょう！

～県内で今年初の「日本脳炎」患者が確認されました～
１　要旨
　発熱、意識障害により、県西部保健所管内の医療機関に10月５日から入院している西部保健所管内在住の70歳代女性について、
抗体検査の結果、日本脳炎に感染していることが判明しました。
　患者は、発症前の期間に県外へは移動しておらず、県内で蚊に刺されたことにより感染したと推定されます。
　本県の日本脳炎患者は、昨年７年ぶりに１例確認されましたが、今年は初めての確認です。

２　日本脳炎について
（１）症状等

発症するのは100人～1,000人に１人
発症する場合は、潜伏期は６～16日間、数日間の高熱、頭痛、嘔吐等で発症し、続いて、意識障害等の神経症状発現
発症者の死亡率は20～40％で、小児や高齢者で死亡の危険性が高い
生存者の45～70％に精神神経学的後遺症が残る

（２）感染経路
ウイルスはブタの体内で増え、ブタから吸血した蚊（主にコガタアカイエカ）がヒトを刺すことで感染
コガタアカイエカは水田、沼地で主に発生し、日没後の活動が活発
ヒトからヒトへは感染しない
令和６年度、ブタの日本脳炎抗体保有状況調査（県実施）では、ブタ80頭のうち65頭（81.3％）で日本脳炎の抗体を確認
本県は全国的に見て日本脳炎に感染しているブタの割合が高い地域（別紙参照）

（３）治療
特異的な根治療法はなく、対症療法を行います。

（４）予防
　蚊の対策と、予防接種が予防の中心となります（次ページ、「４　県民の皆様へ」参照）。

３　日本脳炎の最近の患者数（人）令和６年は第44週まで（～11/3まで）の暫定値

年
平成28年
(2016年)

平成29年
(2017年)

平成30年
(2018年)

令和元年
(2019年)

令和２年
(2020年)

令和３年
(2021年)

令和４年
(2022年)

令和５年
(2023年)

令和６年
(2024年)

全国 11 3 0 9 5 3 5 4 6 
静岡県 1 0 0 0 0 0 0 1 0 

※本件を含んでいません。



４　県民の皆様へ

（１）蚊に刺されないようにしましょう
屋外で活動する際には、長袖・長ズボンを着用する、素足やサンダルを避けるなど、肌の露出を少なくしましょう。
虫よけ剤を使用しましょう。虫よけ剤は効果のある時間が限られていますので、長時間、屋外で活動する際には、こまめに使
用しましょう。
蚊が室内に入らないように、ドアや窓の開け閉めを減らし、網戸を使用しましょう。

（２）日本脳炎の予防接種を受けましょう
日本脳炎の予防接種は小児の定期接種として受けることができます。接種対象者は、来年の蚊が発生するシーズンまでに、お
早めの接種を御検討ください。定期接種に関する詳細は、各市町に御確認ください。（初回接種は生後６か月から可能です。
９～10歳までの期間に行う２期接種（※）も忘れないように接種しましょう。）

（３）蚊の発生を抑えましょう
蚊は、タイヤに溜まった水、鉢植えの皿など、少しの水が溜まる場所で発生します。屋外に雨水等が長時間溜まる物を置かな
いようにしましょう。
室内の花瓶の水などは、最低週１回は換えましょう。

（４）蚊が媒介する感染症の流行国への渡航について
日本脳炎は、東アジア及び南アジアのほとんどの国とオーストラリアでも発生が認められています。また、日本脳炎以外に
も、海外では蚊が媒介する感染症が流行している地域があります。海外の流行地へ渡航する際には蚊に刺されないよう十分に
気を付け、帰国後、発熱などの症状がある場合には、医療機関を受診してください。

※　積極的な勧奨差し控えなどの事情により接種機会を逃した方のうち、2007年４月１日までに生まれた方は、20歳になるまでの
間、公費での定期接種が可能です。詳しくは、お住まいの市町の予防接種担当部署に御相談ください。





提 供 日 2024/11/12

タイトル 【取材依頼】第８回小・中学校のための国際ロボット
競技会において優勝した加藤学園暁秀初等学校による
部長表敬訪問します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班　菅野

TEL 054-221-2937

第８回小・中学校のための国際ロボット競技会において優勝した加藤学園暁秀初等学校がスポーツ・文化観
光部長を表敬訪問します！

１　日　時　　　令和６年11月19日（火）　午後３時から３時30分まで

２　会　場　　　県庁東館11階　スポーツ・文化観光部長室

３　県側出席者　都築　直哉　スポーツ・文化観光部長
　　　　　　　　平塚　晴利　スポーツ・文化観光部長代理

４　訪問者　　　加藤学園暁秀初等学校　内山　敦夫　校長代行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中原　悟 　 教頭／ＩＣＴクラブ顧問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＣＴクラブ優勝チーム（６年生）５名

５　次　第　　　（１）県出席者紹介
　　　　　　　　（２）訪問者紹介
　　　　　　　　（３）校長代行あいさつ
　　　　　　　　（４）優勝報告（教頭／顧問）
　　　　　　　　（５）プレゼンテーション
　　　　　　　　（６）部長お祝いの言葉
　　　　　　　　（７）記念写真撮影

６　大会概要　　実施日：令和６年９月22日(日)
　　　　　　　　開催地：追手門学院大手前中高等学校（大阪市中央区）
　　　　　　　　参加数：決勝大会　８か国16チーム（日本３チーム）
                目  的：世界中の子供たちがロボットの製作・プログラミング技
　　　　　　　　　　　　術を競い合うことにより、ロボティクス技術への興味・
　　　　　　　　　　　　関心の向上を図る。
　　　　　　　　内　容：プログラミングによる自動走行ロボットカーを制作し、
　　　　　　　　　　　　指定された場所にブロックをどれだけ置けるのか、その
　　　　　　　　　　　　数を競い合うロボット競技。



提 供 日 2024/11/12

タイトル 【イベント案内】「大学サミット」「ヒガナンマル
シェ」など子どもから大人まで楽しめるイベント満
載！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学課大学・学術班

企画政策課企画班

TEL 054-221-3749

【 イ ベント 案内】 「 大学サミ ッ ト 」 「 ヒ ガナン マルシェ 」 など
子ども から 大人まで楽し めるイ ベント 満載！

本県の高等教育機関の魅力を広く発信するため、県内の大学生が中心となって大学サミット～しずおかの大学生一日体験～を初めて開催
します。
　イベント当日は、広場にて飲食販売やラジオ番組の公開収録を行うほか、会議室でも様々な催しを行い、東静岡の賑わいを創出します。

１ 　 概　 要
（１）日　時
　　　令和６年12月８日（日）10:00～16:00
（２）場　所
　　　静岡県コンベンションアーツセンター・グランシップ
（３）イベント

名　称 概　要

大学サミット
（会議）

（13:30～15:30）

○開催場所：会議ホール・風（傍聴可能）
○内容
＜テーマ＞

『人口減少社会における高等教育機関と地域の共創』
＜参加者＞

・県内高等教育機関、産業界、自治体　等

大学サミット
～しずおかの大学生一日

体験～ 
（10:00～16:00）

○開催場所：大ホール・海
○内容
＜ステージ企画＞

・学長と学生の交流事業
・学長リレープレゼン　等

＜ブース企画＞
・大学生個別相談会
・模擬授業
・ゼミ・研究室、学生団体等活動紹介・体験・展示　等

県大生が描く
ヒガナンの未来
（10:30～12:00）

○開催場所：1001-2会議室
○内容
＜発表＞

・市民から見た「東静岡」
　　平井 綾 氏（しずおか楽しみ大使）

・県有地利活用に係る研究成果発表
　　県立大学 経営情報学部 上原ゼミ
＜意見交換＞
　・東静岡のまちづくりについて

ヒガナンマルシェ
（11:00～16:00）

○開催場所：広場
○内容
＜飲食販売＞
　・キッチンカー等多数出店予定
　・飲食スペース（机、椅子、レジャーシート）あり
＜ラジオ公開収録＞13：00～14：00（予定）
　・ＳＢＳラジオ『鉄崎幹人のＷＡＳＡＢＩ』
＜ステージパフォーマンス＞14：15～14：45（予定）
　・Ｏｒａｎｇｅ Ｌｅａｆ

※当日は、同時開催イベントが多数あります。（詳細はチラシ参照）

higanan.pdfhiganan.pdf



提 供 日 2024/11/12

タイトル 東京2025デフリンピックボランティア募集開始！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

 東京2025 デフリンピック   大会 ボランティアの 募集 スタート ︕

2025年11⽉、⽇本初開催となる⽿のきこえない・きこえにくいアスリートの国際総合スポーツ⼤会「東京2025デフリンピック」が開催されます。静岡

県でも伊⾖市の⽇本サイクルスポーツセンターで⾃転⾞競技が⾏われます。

そしてこの度、⾃転⾞競技を含む⼤会ボランティアの募集が開始されます。

１ 募集概要

 ○募集期間︓2024年11⽉15⽇(⾦)〜2025年１⽉31⽇(⾦)

 ○募集⼈数︓⼤会全体で約3,000⼈

○応募要件︓2025年4⽉1⽇時点で満18歳以上かつ、活動期間中において、⽇本国籍⼜は⽇本に滞在する資格を有し、各種研修への参加が可能であること

      ※⼿話言語技能は必須要件ではありません。

 ○応募方法︓東京都ホームページから応募（下記ＵＲＬ・二次元バーコード参照）

 ○応募ページ︓https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/tokyoforward2025/deaflympics2025-volunteer/

        

２ ボランティア内容

 ○活動期間︓2025年11⽉10⽇(⽉)〜28⽇(⾦)のうち原則3⽇以上

（1⽇あたり5時間〜最⼤8時間程度）

○活動内容︓・選⼿、観客、関係者の案内及び誘導

      ・各会場での運営、広報、メディアのサポート

      ・⼿話言語を活かした各種業務のサポート

○活動場所︓競技会場（東京都・福島県・静岡県）、デフリンピックスクエア 等

 ○提供物品等︓・ボランティアウェア、ボランティア活動保険

        ・活動⽇における活動場所までの交通費相当として1,000円分

        ・活動時間に応じ、活動⽇における飲食費相当として1,000円分

        ※交通費・飲食費はプリペイドカード等による提供を予定しています。

３ 東京2025デフリンピックについて

・４年に１度開催されるきこえない、きこえにくい⼈のための国際総合スポーツ競技⼤会

・開催期間︓2025年11⽉15⽇〜26⽇（12⽇間）

・全21競技のうち、⾃転⾞競技（ロード・マウンテンバイク）の２競技が⽇本サイクルスポーツセンターにて開催されます。



提 供 日 2024/11/12

タイトル 令和６年度第３回デジタル戦略推進本部会議を開催し
ます

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

各部局におけるデジタル技術を使った取組を加速させるため、デジタル推進官（部長代理）等をメンバーとした令和６年度第３回デジタ
ル戦略推進本部会議を開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時
　　令和６年11月15日(金)　　午前10時00分から午前11時00分まで

２　会　場
　　県庁東館５階特別会議室

３　出席者
　　・増井副知事（CIO）
　　・デジタル戦略担当部長
　　・各部局デジタル推進官（各部局部長代理）　　等

４　内　容
　　・生成ＡＩの利用促進について
 　 ・職員のデジタルリテラシー向上について
　　・アナログ規制の見直しについて
　　・その他（部局からの報告等）



提 供 日 2024/11/13

タイトル 藤枝東高校の創立100周年記念式典が開催されます！

担　　当 教育委員会 藤枝東高等学校

連 絡 先 教頭　田中加奈子

TEL 054-641-1680

藤枝東高校の創立100周年記念式典が開催されます！

　藤枝東高校の創立100周年記念式典を以下のとおり開催します。当日は藤枝東高校の卒業生である東京大学薬学部教授 池谷裕二
氏を講師としてお招きし、記念講演も開催します。
　全校生徒・教職員に加え、県教育長をはじめ、教育関係者、同窓生、PTA等の来賓の方々にご出席いただきます。

１　日時
　　令和６年11月20日（水）13:15から16:40まで

２　会場
　　静岡県武道館
　　（藤枝市前島２丁目10－１）

３　参加者
　　全校生徒・教職員、来賓（教育関係者、同窓生、PTA等）

４　内容
　　第１部　記念式典（13:15～14:30)

　　第２部　記念講演（15:00～16:40)
　　　　　　講師：東京大学薬学部教授　池谷裕ニ氏
　　　　　　演題：『脳を使って生きる』

５　問合せ先
　　静岡県立藤枝東高等学校
　　教　頭　　田中加奈子
　　電　話　　054-641-1680
　　メール　　fujiedahigashi-h@edu.pref.shizuoka.jp

　　

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:fujiedahigashi-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/11/13

タイトル 新県立中央図書館建築工事に関する入札結果

担　　当 教育委員会 新図書館整備課

連 絡 先 施設整備班

TEL 054-221-3163

新県立中央図書館建築工事に関する入札結果

（要旨）
　新県立中央図書館の建築工事に関する入札を公告し、令和６年11月12日（火）午後３時をもって参加申請を締め切ったところ、
下記のとおり申請がなかったため「入札不調」（開札に至らなかった）となった。

記

１　入札不調となった状況
　　令和６年10月18日（金）　入札公告（電子入札システム・県公報）
　　　　　　10月21日（月）　入札参加申請受付開始
　　　　　　11月12日（火）　入札参加申請期限（午後３時）→申請なし（入札不調）

２　今後の対応
　(1) 県内外の大手ゼネコンにヒアリングし、不参加の理由等を分析する。
　(2) 建築工事と合わせて公告済の電気設備工事及び機械設備工事の入札を中止するとともに、再発注の準備を進める。

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会



提 供 日 2024/11/13

タイトル 富士山周辺道路（須走口、御殿場口、富士宮口）の冬
期閉鎖

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 維持舗装班

TEL 054-221-2752

富士山周辺道路（須走口、御殿場口、富士宮口）の冬期閉鎖

　富士山へ向かう県道３ルート（須走口、御殿場口、富士宮口）について、積雪や路面凍結の影響により安全な通行が困難とな
るため、 令和 ６ 年11 月19 日 （ 火 ） 午後 ２ 時 から 冬期閉鎖 （ 全面通行止 め ）とします。

　　

１　冬期閉鎖による全面通行止め区間

　○ 須走口

　・路線名：一般県道足柄停車場富士公園線（ふじあざみライン）

　・区　間：小山町須走（あざみライン入口）～須走口五合目（全長約11.5ｋｍ）

　〇 御殿場口

　・路線名：一般県道富士公園太郎坊線

　・区　間：御殿場市中畑（太郎坊入口）～御殿場口新五合目（全長約1.7ｋｍ）

　〇 富士宮口

　・路線名：一般県道富士公園太郎坊線（富士山スカイライン）

　・区　間：富士市大淵（富士宮口二合目）～富士宮口五合目（全長13.0ｋｍ）

２  冬季閉鎖日時

　　 令和 ６ 年11 月19 日 （ 火 ） 午後 ２ 時

３  その他

　・ 今後の天候（積雪、路面凍結等）の影響により、各区間の閉鎖を早める
　　 場合があります。

　・ 冬期閉鎖の解除は、例年、４月下旬を予定しています。

≪ 問合せ先 ≫

【冬期閉鎖全般について】

交通基盤部道路局道路保全課　TEL　054-221-2752　

【須走口、御殿場口について】

沼津土木事務所維持調査課　　TEL　055-920-2120

【富士宮口について】

富士土木事務所維持管理課　　TEL　0545-65-2237



提 供 日 2024/11/13

タイトル 漁業高等学園　遠洋航海実習及び出航式開催

担　　当 経済産業部 漁業高等学園

連 絡 先 教務班　杉本　泰司

TEL 054-627-0219

遠洋航海実習のため県立漁業高等学園の生徒がマリアナ海域へ出発

１　要　旨

　県立漁業高等学園では、遠洋漁業の現場を体験することで大型漁船の船員として必
要な技術を習得することを目的とした遠洋航海実習を行います。
　出発日の11月20日（水）に出航式を行います。生徒は関係者の見送りを受けなが
ら、カツオ漁場のマリアナ海域に向けて出発します。

２　出航式(雨天決行)

（１）　日　　時　　令和６年11月20日（水）午後２時00分～２時30分
　　　　　　　　　　（式典後、ただちに生徒が実習船に乗船、出発）
　　　　　　　　　　＊荒天により出航を延期する場合があります

（２）　会　　場　　焼津漁港　鮮魚解凍売場
　　　　　　　　　　（焼津漁港城之腰）

（３）　出 席 者　　本学園生徒第55期生 ５名並びに職員、生徒保護者
　　　　　　　　　　県立焼津水産高等学校の乗船者
　　　　　　　　　　（佐藤祥船長、天野聡機関長ほか18名、専攻科生徒11名）

　　　　　　　　　　　　来賓（後援会役員ほか）

３　実習概要

（１）　予定期間　　令和６年11月20日（水）から12月18日（水）
（２）　実習海域　　マリアナ海域のカツオ漁場
（３）　使用船舶　　県立焼津水産高等学校実習船「やいづ」
　　　　　　　　　　（平成21年６月竣工559トン）
（４）　実習内容　　カツオ一本釣り実習、操船訓練、機関メンテナンス、
　　　　　　　　　　航海・機関当直実習

 　（昨年度の様子）

　 　
　　　　　《 出 航 式 》　　　　　　　　　《 出 航 見 送 り 》

＜参考＞
　県立漁業高等学園は漁師になるための専門校です。生徒は、全寮制、１年間の修学
により、漁業就業に必要な知識と技術を身につけ、静岡県内の漁業会社等へ就職しま
す。



提 供 日 2024/11/13

タイトル 静岡県立工科短期大学校第２回選抜試験（令和７年度
入学生）の実施

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 静岡キャンパス　遠藤

TEL 054-345-2033

静岡県立工科短期大学校第２回選抜試験（令和７年度入学生）の実施

　グローバル化や科学技術の進展など、大きな変化に対応できる技術者の育成を目指す本校の令和７年度入学生（第５期生）の第２回選抜試験(学校長
推薦選抜、事業主推薦選抜、一般選抜）を実施します。詳細は本校ホームページ(https://scot.ac.jp/)をご覧ください。

１　日程

回 選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

第２回
学校長推薦選抜
事業主推薦選抜
一般選抜

令和６年
11月20日(水)～12月４日(水)

令和６年
12月14日(土)

令和６年
12月20日(金)

２　募集学科及び募集人員等
募　集　人　員

推薦選抜キャンパス名 学　科 定　員

学校長推薦選抜 事業主推薦選抜
一般選抜

機械・制御技術科 30名 21名程度

電気技術科 20名 ９名程度静岡キャンパス

建築設備科 20名 14名程度

機械・生産技術科 20名 10名程度

電子情報技術科 20名 10名程度沼津キャンパス

情報技術科 20名 ７名程度

３　試験科目　　数学Ｉ・面接　　　　　　　　　※ 推薦選抜 は 面接 のみ 実施

４　試験会場　　静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）

５　授業料等
受験料 入学金 授業料

18,000円 県内84,600円／県外219,900円 年額234,600円（※）

※全国の職業能力開発短期大学校等（平均約38万円）の中で一番安い授業料！

６　問合せ先　　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）

＜参考（次回予定）＞
回 選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

第３回 一般選抜
令和７年
１月15日(水)～１月29日(水)

令和７年
２月８日(土)

令和７年
２月14日(金)

https://scot.ac.jp/


提 供 日 2024/11/13

タイトル 職業能力開発関係　厚生労働大臣表彰　本県から１企
業、４人の方が表彰されます

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　三宅

TEL 054-221-2954

職業能⼒開発関係　厚⽣労働⼤⾂表彰
〜本県から１企業、４⼈の⽅が表彰されます〜

　厚⽣労働省は、職業能⼒開発の推進を図るため、「⼈材開発促進⽉間」の11⽉に、認定職業訓練の推進や技能検定の実施に多大な貢献が
あった個⼈や事業所・団体を対象に表彰しています。
　本年度は、本県から１企業、４⼈の方が表彰されます。

○表彰の概要
　厚⽣労働大臣が、 認定職業訓練及 び 技能検定 の 推進 についてその 業績 が 極 めて 優良 で 他 の 模範 になると 認 められる 事業所 、 団体又 は 功労
 者及び技能振興の推進についてその業績が極めて優良で他の模範となると認められる事業所又は団体を表彰することにより、それらの⼀層の推
進と技能水準の向上に資することを目的とする。

○本県受賞者（詳細は別紙のとおり）
表彰区分 氏名又は事業所名（役職名）

認定職業
訓練関係 功労者 　⼤石　静夫（おおいし　しずお）

（浜松市浜北高等技能開発校　講師）
事業所 　株式会社⼩林製作所

　勝又　彰紀（かつまた　しょうき）
（元　住電装プラテック株式会社　成形工場技師）
　後藤　錠一（ごとう　じょういち）
（元　⽇⽴建機株式会社富⼠営業所　サービス営業主任）

技能検定
関係 功労者

　堀川　良⼈（ほりかわ　よしと）
（株式会社静岡コーキング工業　代表取締役）

○表彰式
⽇時︓令和６年11⽉20⽇（水）午後１時30分〜２時45分
場所︓明治記念館「富⼠の間」

○取材に関する連絡先
  　職業能⼒開発課　ものづくり⼈材班　三宅　　電話︓054-221-2954

別紙

○認定職業訓練関係（功労者）
氏名 年齢 住所 主要経歴 事績

おおいし　しずお
⼤石　静夫 76 浜松市

浜名区
浜松市浜北高等技能開発校　講師
（元　株式会社フジヤマ　顧問）

　昭和60年から現在まで39年にわたり、
造園科の教科講師として訓練⽣の指導育
成に精励している。

○技能検定関係（事業所）
事業所名 住所 事績

株式会社⼩
林製作所 富⼠市 　職業能⼒開発における技能検定制度に理解を⽰し、⻑年にわたり、技能検定

の推進と技能検定実施運営に協⼒し、多数の技能⼠を輩出している。

○技能検定関係（功労者）
氏名 年齢 住所 主要経歴 事績

かつまた　しょうき
73 裾野市 元　住電装プラテック株式会社

　プラスチック成形職種の技能検定委員と
して、平成16年から現在まで技能検定の



勝又　彰紀 成形工場技師 実施・普及に努め、技能⼠の育成や業界
の発展に寄与している。

ごとう　じょういち
後藤　錠一 76 富⼠市 元　⽇⽴建機株式会社富⼠営業所

サービス営業主任

　建設機械整備職種技能検定委員として
24年間従事し、厳正公平円滑な試験の
実施に努め、建設機械業界の技能検定の
普及浸透に貢献している。

ほりかわ　よしと
堀川　良⼈ 55 静岡市

駿河区
株式会社静岡コーキング工業
代表取締役

　平成16年度から現在まで、防水施工職
種の技能検定委員として、技能検定の取
得推進と、組合員・社員・防水工事に携わ
る作業員の技術レベル向上に貢献してい
る。

※年齢は令和６年11⽉20⽇時点



提 供 日 2024/11/13

タイトル 【医療的ケア児等支援】当事者家族向けセミナー

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 知的障害福祉班

TEL 054-221-2366

医療的ケア児等当事者家族セミナーを開催します。
『障害のある子どもへの口腔ケア』

1　概要
　　  県では、医療的ケア児等に対する支援事業の一環として、医療的ケア児者
    や重症心身障害児者の御家族向け支援のため、口腔ケアを学べる「医療的ケ
    ア児等当事者家族セミナー」を開催します。

２　日時
　　令和６年12月７日（土）13：00～15：30

３　場所
　　浜松市口腔保健医療センター（歯の健康センター）
　　浜松市中央区鴨江２丁目11-２

４　対象
　　医療的ケア児者・重症心身障害児者の家族
　　医療・教育・保育・福祉に関わる方

５　内容
 (1)　講演「医療的ケアが必要な方の口の健康について」
　　　講師/伊藤　梓先生
　　　　　（浜松市口腔保健医療センター）

 (2)　歯科衛生士によるワークショップ「口腔ケアの基本と工夫」
　　　講師/浜松市口腔保健医療センター歯科衛生士

 (3)　行政説明「静岡県の障害児者歯科事情」
　　　講師/静岡県健康福祉部障害福祉課

 (4)　保護者交流会

６　問合せ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課知的障害福祉班
　　電話番号　054-221-2366　　
　　※セミナー当日 株式会社東海道シグマ　セミナー担当　本杉　080-6955-6964

　　　※取材を御希望される場合は、11月29日（金）までに、障害福祉課宛にお問い合わせください。



提 供 日 2024/11/13

タイトル ヘルプマーク周知フォーラムを開催します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 障害者政策班

TEL 054-221-3599

ヘルプマーク周知フォーラムを開催します！

（要　旨）
　　県では、外見では分からなくても、援助や配慮を必要としている人のためにつくられた「ヘルプマーク」を周知するフォーラムを毎回開催し
ています。
　今回は、静岡県健康福祉部 感染症管理センターの後藤センター長に登壇いただき、全国心臓病の子どもを守る会静岡県支部大石裕香さ
ん、ラジオパーソナリティしなっちさんと医療に携わる視点からヘルプマークを知ることの大切さについてお話しいただきます。

（概要）
１　日　時
　令和６年11月27日（水）　14:00～15:00

２　場　所
　障害者働く幸せ創出センター　会議室（静岡市葵区呉服町2-1-5　 ５風来館4階）

３　内　容
　（１）県取組説明
　（２）鼎談　「ヘルプマークについて知ろう！」
　　　　登壇者　後藤　幹生氏（静岡県健康福祉部感染症管理センター長）
　　　　　　　　　 大石　裕香氏（全国心臓病の子どもを守る会静岡県支部事務局）
　　　　　　　　　 しなっち氏（ラジオパーソナリティ）
　　
４　申　込
　NPO法人オールしずおかベストコミュニティホームページに掲載しておりますURL（
https://www.all-shizuoka.or.jp/seminarlist/anyone/kouen/1992578/）よりお申込みいただけます。
また、事前申込みをしていなくてもどなたでも参加できます。（参加費無料）

５　その他
　　主催：静岡県
　　運営・問合せ先：ＮＰＯ法人オールしずおかベストコミュニティ
　　電話：054-251-3515 ＦＡＸ：054-251-3516
　
　【ヘルプマークとは？】
内部障害や難病など援助や配慮を必要としていることが外見からは分からない人が、周囲の人に配慮を必要としていることを知らせることで、
援助が得やすくなるよう考案されたマークです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　      

https://www.all-shizuoka.or.jp/seminarlist/anyone/kouen/1992578/


提 供 日 2024/11/13

タイトル 「第１６回児童虐待防止静岡の集い」の開催

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054-221-3760

「第１６回児童虐待防止静岡の集い」の開催

　11月のこども家庭庁「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」（平成16年度から令和４年度まで、厚生労働省「児童虐待防止推進
月間」として実施）の期間中に、静岡県内の児童福祉関係団体で構成する実行委員会が、児童虐待防止について県民に広く理解と関心を
得るために、官民共同で「第16回児童虐待防止静岡の集い」を開催します。
　今年度は講演会に加え、街頭キャンペーンとして、実行委員会関係者がゆるキャラたちと、JR静岡駅にて児童虐待防止啓発チラシ及びグッ
ズの配布を行います。

１　街頭キャンペーン・講演会　

○日 　時　令和６年１１月１６日（土）　１１：００～１１：３０、１３：００～１５：４５
○概 　要

時間 場所 内容

１１：００
～

１１：３０

JR静岡駅在来線
改札前コンコース

＜街頭キャンペーン＞
○参加者・ゆるキャラ

実行委員会関係者、出世大名家康くん、
出世法師直虎ちゃん、ふじっぴー、ちゃっぴー

１３：００ 静岡市民
文化会館中ホール ＜開場＞

１３：３０
～

１５：１５
〃

＜開会式＞
石川　実行委員長　
森　　　副知事　　　主催者挨拶
＜講演会＞
○講師：荒巻　仁　氏
　(NPO法人パパジャングル　理事長　他)
○演題：　「笑育～いい親ではなく笑う親になろう～」

２　注意点

○街頭キャンペーンを取材いただく場合は前日の11月15日（金）16時までに下記まで御連絡ください。
　　  　 御連絡先：JR東海　静岡広報室

○講演会を取材いただく場合は、当日、講演会終了後に、記事掲載内容について、
　 荒巻講師に直接御確認をお願いいたします。

３　主催　第16回児童虐待防止静岡の集い実行委員会
　　
　　静岡県児童養護施設協議会（主催者代表）、静岡県、静岡市、浜松市
　　静岡県社会福祉協議会、静岡県乳児院協議会
　　静岡県母子生活支援施設協議会、静岡県児童家庭支援センター協議会
　　静岡県里親連合会、静岡市里親会、浜松市里親会
　　静岡市里親家庭支援センター、静岡県保育連合会
　　静岡県民生委員児童委員協議会、静岡市民生委員児童委員協議会
　　浜松市民生委員児童委員協議会、静岡県知的障害者福祉協会

４　連絡先

　　静岡県健康福祉部こども未来局こども家庭課(054-221-3760)
　　児童虐待防止静岡の集い実行委員会事務局
　　児童養護施設わこう(053-486-0141)

５　参考

○「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」の趣旨
　　　 社会全般にわたり、児童虐待問題に対する深い関心と理解を得ることを目的に 、
      平成16年度から令和４年度まで厚生労働省が児童虐待防止法施行月の11月を、
　　　「児童虐待防止推進月間」として実施していた取り組みについて、こども家庭庁では、
　　　「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」として引継ぎ、集中的な広報・啓発活動を実施しています。

○今年度の「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」標語　
　　 　「１８９（いちはやく）　気づいてあげて　そのサイン」　



提 供 日 2024/11/13

タイトル 企業と人権セミナー「カスタマーハラスメント対策」
聴講者を募集します！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局地域福祉課

連 絡 先 人権同和対策室

TEL 054-221-2303

　　　企業と人権セミナー

　　『カスタマーハラスメント対策　
　　　　　～実践的に学ぶ、事前準備と発生時の対応～』
　　　聴講者を募集します！

１　趣　旨
　企業と人権セミナーは、県内の中小企業等に対して、ＣＳＲ（企業の社会的責任）としての人権尊重の理念を普及させ、人権尊重意識の涵養を図ること
を目的として開催しています。
　今年度のセミナーでは、公益社団法人消費者関連専門家会議　専務理事の齊木　茂人（さいき　しげと）氏から、カスタマーハラスメントを正しく理解
し、安心して働ける環境をつくるために、何を準備し、発生時にどう対応すべきか、最新のトピックを交えて実践的にお話しいただきます。

２　概　要
（１）開催方法　アーカイブ配信（事前収録したセミナーを期間限定でYouTubeに公開）

（２）配信期間　　令和６年12月６日（金）９時00分～12月26日（木）16時00分

（３）演　　題　「カスタマーハラスメント対策　～実践的に学ぶ、事前準備と発生時の対応～」

（４）講　　師　　齊木　茂人（さいき　しげと）氏
　　　　　　　　　（公益社団法人消費者関連専門家会議　専務理事）
                  ※静岡労働局（ハローワーク静岡）による「公正な採用選考について」の説明
　　　　　　　　　　を同時配信します。

（５）主　　催　　経済産業省関東経済産業局（実施　静岡県）

（６）対　　象　　県内企業・団体の代表者、人事・労務管理担当者、研修担当者、
                　テーマに関心のある県民の方など

（７）定　　員　　上限なし（要事前申込、聴講無料）

（８）申 込 み　　以下のいずれかの方法でお申し込みください。【申込期限：12月３日（火）】
　　　　　　　　　　　　・専用フォーム
　　　　　　　　　　　　　　https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=13586
　　　　　　　　　　　　・メール：jinken@pref.shizuoka.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　なお、受講申込用紙は、静岡県人権啓発センターホームページで
　　　　　　　　　ダウンロードできます。
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/jinkencenter/1002889/1002893/1056970 .html

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=13586
mailto:jinken@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/jinkencenter/1002889/1002893/1056970.html


提 供 日 2024/11/13

タイトル 世界遺産ＰＲイベントの開催（プレ葉ウォーク浜北）

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先

TEL 054-221-3746

世界遺産ＰＲイベントの開催（プレ葉ウォーク浜北）

～クイズラリーに参加してオリジナル世界遺産グッズをプレゼント～

　県西部地域の方に向けて、本県の２つの世界遺産である「富士山」と「明治日本の産業革命遺産　韮山反射炉」について更に関心を持って
いただけるよう、プレ葉ウォーク浜北にてＰＲイベントを開催します！

【概要】
１ 日時
　　令和６年11月16日（土）10時～16時
                                                                    
２ 場所

プレ葉ウォーク浜北（浜松市浜名区貴布祢1200）
店内催事スペース（２階センターコート）

３ 内容
２つの世界遺産を紹介したパネルを見ながらクイズに答えて、オリジナル世界遺産グッズの抽選に参加出来ます。
○景　品：ステンレスボトル、富士山ポータブルバッグ等
※ 参加者全員に参加賞としてボールペンを差し上げます。
※ 会場には、静岡県イメージキャラクター「ふじっぴー」と韮山反射炉ＰＲキャラクター「てつざえもん」も登場します。

４ 主催者
県富士山世界遺産課、伊豆の国市文化財課

５ その他
(1)富士山寄附金の受付について
　県では、富士山の環境保全や価値の発信を図ることを目的に、本イベント会場において「富士山寄附金」を受け付けます。
　当日、富士山寄附金を1,000円以上納めていただいた方には、その場で富士ヒノキを使用した木札ストラップを差し上げます。

(2)当日の取材について
取材いただける場合は、11 月15 日 （ 金 ）17 時 までに、静岡県富士山世界遺産課交流・継承班（054-221-3746、当日連絡先
090-1564-4737）まで御連絡ください。



提 供 日 2024/11/13

タイトル Jアラートの全国一斉情報伝達試験（第３回）を実施し
ます

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施します

１ 要旨
有事情報や気象情報を住民に伝達する体制を万全なものとするため、 全国瞬時警報 システム （J アラート ） の 全国一斉情報伝

 達試験 を 行 います 。
県及び県内全35市町は、試験情報の受信確認を行い、 市町 はJ アラートで 受信 した 試験情報 を 防災行政無線等 で 住民 へ 情報伝

 達 する 試験 を 実施 します 。

２ 実施日時
令和６年11月20日（水）午前11時00分

３ 試験内容
(1)　試験情報の受信確認（県及び県内全35市町が実施）
　　 内閣官房からJアラート端末へ配信された試験情報の受信状況を確認
(2)　住民への情報伝達（県内全35市町が実施）
 　　受信した試験情報を下表の情報伝達手段を用いて住民へ伝達

情報伝達手段 実施機関
同報系防災行政無線又は

そのほかの無線
(屋外スピーカー、戸別受信機等)

県内全35市町

FM放送を活用した同報系システム
（屋内受信機）

静岡市、熱海市、伊東市

ケーブルテレビ網を活用した
情報伝達システム

（屋内受信機）
伊東市

登録制メール配信

沼津市、三島市、伊東市、富士市、磐田市、
焼津市、掛川市、御殿場市、袋井市、
下田市、湖西市、御前崎市、伊豆の国市、
南伊豆町、函南町、小山町

SNS（LINE)
三島市、伊東市、富士市、磐田市、焼津市、
湖西市、御前崎市、伊豆の国市、函南町、
清水町、吉田町

SNS（Facebook） 伊東市、湖西市
SNS（X（旧Twitter）） 伊東市、湖西市、御前崎市

テレビ・プッシュシステムによる情報伝達 伊東市
防災アプリの活用 沼津市、伊東市、富士市、御前崎市

館内放送 三島市、牧之原市、南伊豆町、函南町
ホームページ 伊東市、掛川市、下田市、湖西市、御前崎市、南伊豆町、松崎町
防災ラジオ 函南町、吉田町

～防災行政無線の放送内容例～

 「 チャイム 」＋「 これは 、J アラートのテストです 。」× ３ 回
 ＋「 こちらは ○○ です 。」＋「 チャイム 」

※市町によって放送内容が異なります。なお、○○には市町名等が入ります。

４　注意事項等
　(1)　携帯電話への緊急速報メール（エリアメール）の配信は行われません。
　(2)　登録制メールでは、各市町が事前に用意した試験情報を配信します。
　(3)　当日の気象状況等により、試験が中止される場合があります。



提 供 日 2024/11/13

タイトル JICA海外協力隊が、任地国への赴任にあたり地域外交
担当部長を表敬訪問します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班

TEL 054-221-3316

JICA海外協⼒隊が、任地国への赴任にあたり

地域外交担当部⻑を表敬訪問します

１ 要 旨
本県から、JICA海外協⼒隊として、11⽉以降に任地国へ派遣される静岡県関係者10⼈が赴任に先⽴ち、松村地域外交担当部⻑を表敬訪問します。

２ 概 要
 （１）⽇ 時︓令和６年11⽉19⽇（⽕）10時30分〜11時00分
 （２）場 所︓県庁別館９階 特別第⼆会議室
 （３）訪問者︓JICA海外協⼒隊1０⼈
 （４）対応者︓松村地域外交担当部⻑ほか
 （５）⽴合者︓ＪＩＣＡ中部センター次⻑ 宮本 義弘 ⽒ ほか

【訪問者一覧】    

出身地 氏名(漢字) 氏名（カナ） 職種 派遣国名

湖⻄市 松本 向生 マツモト コウキ 環境教育 パプアニューギニア

静岡市 ⻘⽊ 久乃 アオキ ヒサノ 看護師 ラオス

静岡市 北川 野々子 キタガワ ノノコ コミュニティ開発 ウガンダ

島田市 岩本 都希 イワモト ツキ 体育 ブータン

浜松市 野末 百絵 ノズエ モモエ 理学療法⼠ ベトナム

浜松市 佐野 浩子 サノ ヒロコ コンピュータ技術 マーシャル

浜松市 伊藤 嘉昭 イトウ ヨシアキ 環境教育 チリ

富⼠市 ⻫藤 淳美 サイトウ アツミ ⽇本語教育 タイ

富⼠宮市 鈴⽊ ⾥奈 スズキ リナ 小学校教育 ブータン

焼津市 杉村 洋美 スギムラ ヒロミ 看護師 ラオス

※ＪＩＣＡ海外協⼒隊…独⽴⾏政法⼈国際交流機構（ＪＩＣＡ）が、開発途上国からの要請に基づき、「⾃身が持つ知識や技術、経験を活かして開発途上国
の⼈々の役に⽴ちたい」という思いの⼈を、現地に派遣し、現地の⼈々とともに生活をしながら途上国の課題解決に取り組む活動をしています。



提 供 日 2024/11/14

タイトル 清水南高等学校の芸術科演劇専攻生が、「第二多目的
室」完成記念公演を行います！

担　　当 教育委員会 清水南高等学校

連 絡 先 教頭　湯川淑子

TEL 054-334-0431

清水南高等学校の芸術科演劇専攻生が、
「第二多目的室」完成記念公演を行います！

　令和６年４月、清水南高校芸術科に県内初となる「演劇専攻」が設置されました。芸術や表現、体育の授業や練習の場として体
育館２階を改修し、この度、「第二多目的室」が完成しました。新施設の完成を記念して、芸術科演劇専攻生による公演を行いま
す。

１　日時
　　令和６年11月21日（木）16:30から17:40まで
　　（16:15開場、16:30開演、17:40終演）

２　会　場
　　清水南高等学校　第二多目的室 (静岡市清水区折戸三丁目２番１号)

３　演　目
　　『しんしゃく源氏物語』
　　榊原政常 作（晩成書房『高校演劇戯曲選６』より）

４　その他
　　取材いただける場合には、事前に御連絡ください。

５　お問合せ先
　　静岡県立清水南高等学校
　　電　話　054-334-0431
　　担　当　教頭　湯川　淑子

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/11/14

タイトル 静岡県議会議員補欠選挙に係る当選証書の付与

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 大場

TEL 054-221-2050

　静岡県議会議員補欠選挙に係る当選証書の付与を下記のとおり行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

静岡県議会議員補欠選挙（湖西市）
（１）日時
　　　令和6年11月18日（月）午後2時から
（２）場所
　　　湖西市役所2階市長公室
　　　（湖西市吉美3268）
（３）付与者
　　　湖西市選挙管理委員会
　　　　西川　睦弘（にしかわ　むつひろ）委員長



提 供 日 2024/11/14

タイトル 新議員説明会の開催

担　　当 議会事務局 総務課

連 絡 先 総務班　髙橋

TEL 054-221-2552

(要旨）
  県議会議員補欠選挙で新たに当選した議員を対象に、県議会概要説明会を開催する。
  なお、説明会の冒頭に議員記章の交付を行う。

（概要）
　１　日時　　令和６年１１月１９日（火）　午後１時３０分から
　　
　２　場所　　県庁本館４階 特別会議室

　３　対象者　湖西市選出議員１名

　４　内容　　県議会の概要説明等



提 供 日 2024/11/14

タイトル 2024年度 患者・家族集中勉強会「がん薬物療法と副作
用対策２編」の開催（募集依頼）

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

2024年度 患者・家族集中勉強会
「がん薬物療法と副作用対策２編」の開催について（募集依頼）

【要旨】
静岡がんセンターでは、毎年、患者さんとご家族を対象にした集中勉強会を開催しています。この勉強会は、患者さんとご家族が、「今」まさに直面し

ている問題について正しい知識を持ち、病気に立ち向かっていただけるように、各分野の専門家がお手伝いすることを目的に行うものです。これまで、肺

がん、胃がん、乳がん、放射線治療などをテーマに開催してきました。がん医療が日進月歩で発展している中、常に最新の情報を提供するとともに、患者

さんやご家族が生活する上でがんの進行や治療に伴う困難なことについても、どのような工夫ができるかというノウハウをお伝えしていくことが、「患者

さんと家族を徹底支援する」という当院の理念に則した役割の一つと考えています。今年度は「がん薬物療法と副作用対策」をテーマに、抗がん治療に負

けない、がんと上手につきあうための知識を身につけていただく機会として全2回の勉強会を開催しています。今回、第2回目では、食事の工夫や口腔ケ

ア、スキンケアや運動など、ご自身でも行なえるセルフケアの方法などを中心に学ぶことができます。なお、新型コロナウイルスなどの感染状況により勉

強会の開催を中止する可能性があります。最終のご案内はホームページでお知らせします。

【開催概要】
１　主　催　：　静岡県立静岡がんセンター

２　日　時　：　2024年12月５日（木）　13：25～15：50（予定）

３　会　場　：　静岡県立静岡がんセンター研究所　しおさいホール（定員150名：先着順）

４　参加費　：　無料

５　対象者　：　抗がん剤治療を受ける、もしくは治療中の患者さんとご家族　など

６　内　容　：　がん薬物療法と運動/抗がん剤治療と口腔粘膜炎・口腔乾燥/抗がん剤治療の副作用症状と食事の工夫/抗がん剤治療の皮膚障害とス

キンケア/自宅療養中に注意すること

７　お申し込み・問い合わせ

　　　　　○事前申込制　申し込まれた時点で受付完了となります。

　　　　　○申し込み方法　下記のいずれかの方法で参加者名と連絡先（住所・電話番号）を明示して事前にお申し込みください。

(1) 静岡がんセンター病院内の窓口（あすなろ図書館、患者サロン、よろず相談）

(2) FAXまたははがき

・FAX番号　０５５－９８９－５５５７

・はがき　　〒411-8777　駿東郡長泉町下長窪1007

県立静岡がんセンター内　疾病管理センター　集中勉強会係

　　　　　 　　(3) ホームページ内の申し込み入力フォームから

○締め切り　2024年11月29日（金）17時（必着）または定員数に到達した時点

８　ホームページ　：https://www.scchr.jp/seminar/2024shuchubenkyoukai 2.html

　　 ９　ご質問について：申し込みと併せて事前に受付けます（11月22日まで）

https://www.scchr.jp/seminar/2024shuchubenkyoukai2.html


提 供 日 2024/11/14

タイトル 【取材のお願い】「バスの乗り方教室」を実施します

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-3186

【取材のお願い】

「バスの乗り方教室」を実施します

　　11月27日（水）、下記小学校で児童を対象とした「バスの乗り方教室（雨天の場合、中止）」を実施します。
「バスの乗り方教室」では、12月７日（土）・８日（日）に実施する「小学生バス無料デー」についても、御案内します。

　取材を希望される場合は、 前日 の11 月26 日 （ 火 ） 午後 ５ 時 までに、下記連絡先まで御連絡をお願いします。

学校名 内容 連絡先
安倍口小学校
（静岡市葵区
安倍口新田
50）

日時：2024年11月27日（水）
○10：35～11：05バス教室
小学２年生（約30人）を対象に、実際のバス

車両を使用したバスの乗り方教室を実施
講師：しずてつジャストライン
運行企画部営業推進課、鳥坂営業所職員

○11:05～11:10バス無料デー案内
　バス無料デーの利用を案内
　対応者：県地域交通課職員

054-296-0005
（安倍口小学校）

※雨天中止の判断は、前日の午後６時までに行います。

【小学生バス無料デー概要】
◆県内全ての小学生が無料でバスに乗れるバス無料デーを２ 日間限定で実施します。小学生を対象にした全県規模の無料デー実施
は全国初の取組です。
◆この取組は、路線バスの利用者が減少する中、地域の移動手段である路線バスを維持していくために、小学生やその家族にバス
に乗ってもらうことで「 乗っ て残す」 意識を啓発します。
◆バス無料デーと合わせ、県内各地で特典やサービスが受けら れるイ ベント を開催します。

　※「小学生バス無料デー」については、同日付けでプレスリリースを行います。



提 供 日 2024/11/14

タイトル 【全国初】12月７、８日に県内小学生を対象とした全
県規模のバス無料デーを実施します

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-3186

～12月７、８日は、バスに乗って出かけよう～

県内小学生を対象に、バス無料デーを実施します！

◆県内全ての小学生が無料でバスに乗れるバス無料デーを２ 日間限定で実施します。小学生を対象にした全県規模の無料デー実施
は全国初の取組です。
◆この取組は、路線バスの利用者が減少する中、地域の移動手段である路線バスを維持していくために、小学生やその家族にバス
に乗ってもらうことで「 乗っ て残す」 意識を啓発します。
◆バス無料デーと合わせ、県内各地で特典やサービスが受けら れるイ ベント を開催します。

１ 　 対象者
　　静岡県内の学校に通う小学生（約173,000人）

（国公立、私立小学校、特別支援学校小学部、外国人学校の全児童）
　　※県全体の小学生を対象としたバス無料デーの規模としては全国初

２ 　 利用方法
　　運賃を支払う代わりにリーフレットをバス運転士に提示
　　※リーフレットは、11月15日以降、学校を通じて各家庭に配布

３ 　 対象路線
　　静岡県内を運行する路線バス・静岡県内のコミュニティバス

４ 　 対象外路線
土日運休路線、高速道路を走行する路線、空港アクセス線、県境をまたぐ路線の静岡県外の走行区間　など
※詳しくは静岡県バス協会のホームページで御確認ください

　　https://www.shizuoka-bus-kyokai.or.jp/

５ 　 タ イ アッ プイ ベント など
（ １ ） 県内各地で、 バス無料デーと 合わせたイ ベント を開催
（例）バスを御利用の小学生はリーフレットの提示でノベルティグッズや、施設で使えるクーポン券のプレゼントなど
※タイアップイベント一覧URL
　https://www.shizuoka-bus-kyokai.or.jp/_pdf/4_happy_tie-up.pdf

（ ２ ） 温暖化対策アプリ 『 ク ルポ』 脱炭素アク ショ ンでポイ ント が10倍に
12月７日（土）・８日（日）に対象路線のバスに乗ると、脱炭素アクションの『公共交通を利用する』として10Pポイント

獲得できます。（１日１回限り・通常１Pが10倍にアップ！）この機会にぜひアプリをダウンロードし、「親子でバスに乗る
＝脱炭素アクション」にチャレンジしてみてください。

　　 クルポアプリのダウンロードはこちらから⇒（ht t ps://f-cc.net/cool-po/）
（ ３ ） アンケート の回答で静岡ブルーレヴズのホスト ゲームに御招待

　　　　バスに乗って、アンケートに回答いただいた方の中から、抽選で50組100名様
　　　を静岡ブルーレヴズのホストゲームに御招待します。
　 　 　 　 〈 アンケート 回答・ 応募期間〉
　　　　　令和６年12月７日～22日
　　　 　 〈 応募方法〉
　　　　　アンケート回答フォームに最後までお答えいただくと、抽選応募フォームが
　　　　表示されます。応募を希望する方は、抽選応募フォームから御応募ください。

６ 　 主催、 協力
（ １ ） 主催
　　　ハッピーライドin静岡プロジェクト実行委員会
　　　事務局　静岡県交通基盤部地域交通課（054-221-3186）
　　　　　　　静岡県バス協会（054-255-9281）
（ ２ ） 構成団体
　　　国、県、市町、（一社）静岡県バス協会、しずてつジャストライン(株)、
　　　遠州鉄道(株)、(株)東海バス、伊豆箱根バス(株)、富士急静岡バス(株)、
　　　富士急シティバス(株)、富士急モビリティ(株)、富士急バス(株)、
　　　秋葉バスサービス(株)、山梨交通(株)、(株)大鉄アドバンス、
　　　日本平自動車（株）
（ ３ ） 協力団体
　　　静岡鉄道(株)、県地球温暖化防止活動推進センター、
　　　（一社）静岡県自動車会議所、ほか16団体
（ ４ ） 特別協賛

　静岡ブルーレヴズ(株)

https://www.shizuoka-bus-kyokai.or.jp/
https://www.shizuoka-bus-kyokai.or.jp/_pdf/4_happy_tie-up.pdf


〈イベントPRロゴマーク〉

※静岡鉄道(株)、遠州鉄道(株)も同日にプレスリリースを実施しています。

2024muryodaytiup.pdf2024muryodaytiup.pdf



提 供 日 2024/11/14

タイトル 令和６年度交通基盤部技術発表会の開催

担　　当 交通基盤部 建設経済局技術調査課

連 絡 先 技術支援第１班（建設技術監理センター駐在）

TEL 054-268-5003

「令和６年度交通基盤部技術発表会」を開催します。

　県交通基盤部では、土木技術者の技術力向上、コスト意識向上、業務改善の取組み意識の向上、プレゼンテーション能力の向上
などを目的とした「令和６年度交通基盤部技術発表会」を開催します。
　発表会では、各出先事務所から選抜された事例の発表に加え、土木技術職員が日々の業務を行うに当たり参考となる話題を題材
とした特別講演を行います。

１　日　時
　令和６年11月21日（木）10時00分～16時25分（受付開始：９時30分）

２　場　所
　しずぎんホール ユーフォニア（静岡市葵区追手町１番13号 アゴラ静岡８階）

３　参加者
　県職員、市町職員、建設業者、コンサルタント業者など約250人を予定

４　内　容
発表件

数 概　要

技術発表 ９

各出先事務所で開催された技術発表会において優秀事例として選抜された９組による技術発表を行い、最優秀賞
１組、優秀賞２組を選出する。
最優秀者は、国土交通省中部地方整備局の管内事業研究発表会で静岡県代表として発表を行う。

・敷地川堤防の緊急復旧工事～鋼矢板二重式仮締切の実施～
・建設現場のサマータイム導入　　　　　ほか７件

特別講演 ２
・浜当目トンネルでひび割れ発生～被害状況と発生メカニズムの調査～
・災害復旧支援派遣から学ぶ　地震被害と復旧復興の課題

※プログラムは添付資料をご確認ください。

５　参加費　　無料（事前申込制）

６　主　催　　静岡県交通基盤部

７　共　催　　静岡県建設技術協会

８　取材について
　前日までの取材については、建設技術監理センターにご連絡ください。
　　担当：建設技術監理センター 技術支援第１班（054-268-5003）
　当日の取材については、受付にお申し出ください。



提 供 日 2024/11/14

タイトル 重要病害虫「アリモドキゾウムシ」緊急防除の解除

担　　当 経済産業部 農業局食と農の振興課

連 絡 先 農産環境班

TEL 054-221-2689

重要病害虫「アリモドキゾウムシ」緊急防除の解除

１　要　旨

国の重要病害虫に指定されている「アリモドキゾウムシ」が、令和４年10月に浜松市の一部地域で確認されたため、令和５年３月より緊急防除が

開始され、根絶に向けた取組を行ってきた。

この結果、直近一年間で捕獲されなかったことから、11 月12 日 、 国 は 有識者 の 意見 を 踏 まえ 、 緊急防除 を 解除 する 方針 を 決定した。11月末日に

官報をもって、正式に解除される見込みである。

２　これまでの経緯

　・令和４年10月 　　　重要病害虫「アリモドキゾウムシ」確認

　・令和５年 ３月 　　　緊急防除が開始

　・令和５月11月 　　　捕獲確認（１年間の緊急防除継続）

　・令和６年11月 ７日　現地調査（令和５年11月以降、捕獲なし）

　・ 令和 ６ 年11 月12 日 　 アリモドキゾウムシ 対策検討会議 （ 緊急防除 の 解除方針決定 、 農水省 ホームページにて 公表 ）

３　今後の対応

ただちに静岡県浜松市アリモドキゾウムシ防除対策協議会を開催し、国の方針を情報共有するとともに、地域住民や近隣スーパー等への説明

について、協議する。

　・令和６年11月20日　静岡県浜松市アリモドキゾウムシ防除対策協議会

　・令和６月11月21日　販売店個別訪問（近隣スーパー等へ解除に関する説明）

　・ 令和 ６ 月11 月末日 　  官報掲載 、 正式解除 、 生産者向 けに 広報

　・令和７年５月～　　　侵入警戒調査により再侵入を予防（月１回、50カ所のトラップ調査）



提 供 日 2024/11/14

タイトル 令和６年　年末一時金要求・妥結状況（第１報　11月
５日現在）

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班

TEL 054-221-2338

令和６年　年末一時金要求・妥結状況（第１報　11月５日現在）

～妥結額831,220円で前年同期（801,461円）を上回る～

１　概況（第１報　11月５日現在）
　　県内の調査対象民間労働組合500組合のうち、164組合から有効回答があり、そのうち、年末一時金の要求を行った組合は162組合であった。
　　これら162組合の平均要求額は、加重平均で835,410円、支給月数で2.67か月であった。
　　また、162組合のうち、11月５日までに妥結した141組合の平均妥結額は、加重平均で831,220円、支給月数で2.65か月であった。

２　前年同期との比較（加重平均）
　(1) 平均要求額
　　　年末一時金の要求を確認できた162組合の平均要求額を、前年同期（186組合、808,576円、2.70か月）と比較すると、金額で26,834円上回り、支給月

数は0.03か月下回った。
　(2) 平均妥結額
　　　年末一時金の要求を確認できた162組合のうち、11月５日までに妥結した141組合の平均妥結額を前年同期（162組合、801,461円、2.65か月）と比較

すると、金額で29,759円上回り支給月数は同月であった。

３　業種別妥結状況
　　回答数の多かった「製造業」と「卸売業、小売業」の妥結状況をみると、「製造業」では平均妥結額が881,028円（2.75か月）で、前年同期（829,671円、

2.71か月）を上回った。
　　また、「卸売業、小売業」については、平均妥結額が480,064円（1.75か月）で、前年同期（568,399円、2.11か月）を下回った。

４　企業規模別妥結状況
　　従業員規模別に妥結状況をみると、「300人以上」では848,228円(2.71か月)、「299人以下」では645,368円(2.35か月)であり、「300人以上」の方が金額

で202,860円、支給月数で0.36か月上回った。



提 供 日 2024/11/14

タイトル 【取材依頼】全国公設試験研究機関初の取組～ＣＮＦ
等微細化セルロースのサンプルを提供します～

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

全国公設試験研究機関初の取組
～ ＣＮＦ等微細化セルロースのサンプルを提供します ～

１　要旨
県富士工業技術支援センターは、ＣＮＦ等の微細化セルロースに関する産学官連携の拠点として、事業者との共同研究や技術支援

を実施しています。
この度、同センターが有する技術により製造したセルロースファイバーを、ＣＮＦ等を活用した製品開発に取り組む事業者に対して、試

作用素材サンプルとして無償で提供します。これは、 公設試験研究機関 として 全国初 の 取組です。

２　概要

目　　的

カーボンニュートラルにも対応する植物由来の新素材として注目される微細化セルロースの素材サンプルを、希望する事業者に提供する

より、事業者が自ら行う試作品開発を支援する。

本取組を通じ、本県産業の幅広い分野における微細化セルロース関連製品の社会実装を促進し、循環型経済への転換に貢献する。

実施機関 静岡県工業技術研究所富士工業技術支援センター（富士市大渕2590の１）

　取組内容
微細化セルロース分散液のサンプル及びその製造条件に係る情報を無償で提供する（別添資料「サンプルの概要」参照）。

※同センターの設備を利用して実施する事業者が自ら実施する、微細化セルロース素材の試作並びに製造・活用方法等に係る技術相談に
応する。

　支援体制 本サンプルの試用についての技術的なアドバイス等を行う上で、微細化セルロース研究において学術界を牽引する学識経験者の協力を
がら、富士市、静岡大学及び富士工業技術支援センターの３機関が連携して支援する（別添資料「支援体制」参照）。

※ＣＮＦ：木材などから得られる繊維をナノレベルまで微細化した、植物を原料とするバイオマス素材。軽量かつ高い強度を持つなど高機能
素材として様々な製品への応用が期待されている。

３　問い合わせ先
　　富士工業技術支援センター（担当：ＣＮＦ科　山下）

　　　電話番号：0545-35-5190



提 供 日 2024/11/14

タイトル 令和６年度第１回静岡県周産期・小児医療協議会を開
催します。

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 地域医療班

TEL 054-221-2348

令和６年度第１回静岡県周産期・小児医療協議会を開催します。

　県では、周産期医療体制及び小児医療体制の整備運営について協議するため、静岡県周産期・小児医療協議会を設置しており、本年度
第１回目の協議会を開催します。

１　開催日時
　　 令和６年11月21日（木）　午後６時30分～午後７時30分

２　会場
　　 Web形式（Zoom）
　　 ※傍聴を希望される場合は、地域医療課までお問合せください。

３　議題
　 　第９次保健医療計画の進捗状況　など

４　協議会の構成
　　 会長　齋藤　昌一（一般社団法人静岡県医師会　副会長）
　　 委員　医療関係者、行政関係者等16名



提 供 日 2024/11/14

タイトル 【静岡から世界へ!!】ふじのくに海外留学応援フェア
2024を開催します!

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

【 静岡から 世界へ! ! 】 ふじ のく に海外留学応援フ ェ ア2024を 開催し ます!

留学に興味がある高校生や大学生、その保護者などを対象に、大使館等による個別相談会を実
施します。留学の計画がある方はもちろん、将来留学したいと思っている方やその保護者の方に
とって、情報を収集する絶好の機会です。是非お気軽に御参加ください。

 ※ 当日 は 、「 大学 サミ ッ ト  」 など 、 同時開催 イベントが 多数 あります 。（ 詳細 はチラシ 参照 ）

１ 　 概　 要
（１）日　時
　　　令和６年12月８日（日）10:00～16:00　 ※ 申込不要 ・ 参加無料
（２）場　所
　　　静岡県コンベンションアーツセンター・グランシップ
（３）対　象
　　　高校生・大学生向け　※保護者等どなたでも参加可能

（４）内　容　
プログラム 開催場所

大使館等による個別相談
留学経験者との交流コーナー

大ホール海・１階　ホワイエ

大使館等によるミニセミナー 大ホール海・３階　ホワイエ

（５）参加機関　（※）はオンライン参加
ア　大使館等

オーストラリア大使館商務部・ビクトリア州政府、カナダ大使館、中華人民共和国駐日本国大使館、
フランス政府留学局・日本支局、フィリピン大使館、神奈川韓国綜合教育院、在名古屋米国領事館、
ドイツ学術交流会(※)、ブリティッシュ・カウンシル(※)、台北駐日経済文化代表処(※)

イ　留学関係機関
（独）日本学生支援機構（JASSO）、（公財）AFS日本協会、
（一社）日本ワーキング・ホリデー協会、（公社）日本国際生活体験協会（EIL）

（６）主　催
静岡県、静岡県教育委員会、（公社）ふじのくに地域・大学コンソーシアム

２ 　 問合せ
スポーツ・文化観光部総合教育局大学課：054-221-3749
教育委員会教育政策課　　　　　　　　：054-221-3674 
 ※ 取材 を 希望 される 場合 は 、12 月 ６ 日 （ 金 ） までに 御連絡 ください 。  



提 供 日 2024/11/14

タイトル 来夏に向け、静岡県安全快適な富士登山推進会議を開
催します。

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-211-3747

令和６年度第２回静岡県安全快適な富士登山推進会議を開催します。

〈要旨〉
来夏の富士登山規制に向け、「静岡県安全快適な富士登山推進会議」の令和６年度第２回会議を開催します。

〈会議概要〉
１日時
　令和６年11月21日（木）14時から（90分程度）
　　※オンライン併用により開催します

２場所
　プラサヴェルデコンベンションホールＢ（静岡県沼津市大手町1-1-4）

３出席者
　山小屋組合、登山ガイド団体、交通事業者、警察、消防、市町、国、県等

４内容
　来夏に向けた富士登山規制について

５その他
　取材を希望される社は、事前に富士山世界遺産課（054-221-3747）まで御連絡ください。



提 供 日 2024/11/14

タイトル 校歌という郷土文学in沼津初開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

『校歌』という郷土文学に焦点を当てたイベントを沼津市芹沢光治良記念館にて

初開催！

 伊豆文学賞をはじめとした文学振興を行っている伊豆文学フェスティバル実行委員会が、今年度、県内文学館を拠点としたモデル事業を

初展開しています。

 このモデル事業に参加する一般社団法人伊豆文士村は、伊豆半島の文学をより広く深く知ってもらうため発足し、「校歌」に焦点を当てた

文学イベントを初めて開催します。

 伊豆を代表する作家、井上靖や芹沢光治良をはじめ、長泉町出身の新進気鋭詩人、水沢なお氏が作詞した校歌などに焦点を当てた行

事です。

１　日　時　

　　パネル展示：令和６年11月６日（水）～24日（日）9:00～16:30

 　 対談・合唱：令和６年11月24日（日）13:30～15:00

２　場　所  

沼津市芹沢光治良記念館２F市民ギャラリー（沼津市我入道蔓陀ヶ原517-1）

３　内　容 

   パネル展示：伊豆半島にある小中高校の学校校歌から何校かを抜粋し、成立の背景・作者の思いなどを歌詞と共に紹介。

沼津市立香貫小学校（作詞作曲：芹沢光治良）

伊東市立伊東小学校（作詞：太田正雄(木下杢太郎)）

伊豆市立天城中学校（作詞：井上靖）

伊豆伊東高等学校　（作詞：水沢なお）等

  対談：第１部「香貫小学校校歌と芹沢光治良」

トークセッション

釼持　直樹氏（沼津市芹沢光治良記念館　学芸員）

神田　航平氏（一般社団法人伊豆文士村　理事）

   合唱：第２部「校歌を歌い継ぐ」

伊東市少年少女合唱団・OGカノンによる校歌斉唱

沼津市立香貫小学校校歌

伊東市立伊東小学校校歌

熱海市立初島小中学校校歌

伊豆市立天城中学校校歌

静岡県立沼津東高等学校校歌

静岡県立伊豆伊東高等学校校歌

４　入館料　大人100円（高校生以上）小人50円

５　申　込　不要（直接会場にお越しください。）

６　問合せ先

　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６　静岡県文化政策課内

　　伊豆文学フェスティバル実行委員会TEL：054-221-3109　FAX：054-221-2827　

　　メール：izufes@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:izufes@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/14

タイトル 参加者募集！12/7（土）に富士市内で海岸清掃イベン
トを開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-2426

参加者募集！12/7（土）に富士市内で海岸清掃イベントを開催します

～美しく豊かな海を次世代に引き継ぐために～

１　目的・趣旨

プラスチックごみの海への流出を防ぐため、県が展開する海洋プラスチックごみ防止「６Ｒ県民運動」の一環として、海岸清掃イベントを民

間団体と共同で開催します。

　

２　概　要

（１）日　時

令和６年12月７日（土）午前９時～10時40分　

（２）場　所

集合場所：富士マリンプール（富士市田中新田275-９）

清掃場所：富士市田中新田付近の海岸（富士マリンプールから徒歩数分）

（３）主催等

主催：静岡県、（一財）セブン-イレブン記念財団

協力：山梨県、富士市、認定NPO法人富士山クラブ

（４）参加者  

県民運動に賛同する県民、企業、団体関係者　200人程度（事前申込制、先着順）

行政関係（県くらし・環境部部長代理、環境局長　ほか）

（５）スケジュール（予定）

８：30　受付開始

９：00　開会式

９：25　環境教育・清掃開始（海岸でのごみ拾い）

10：25　清掃終了、記念撮影

10：30　閉会式

10：40　解散

（６）申込方法

・専用の応募フォームよりお申込ください。（参加費無料）

応募フォーム：https://forms.gle/EwP2tvoLLqHZi1sNA
・申込期限　令和６年12月４日（水）

（７）その他

・悪天候の場合は中止とし、前日の午後４時までにウェブサイト等でお知らせします。

　https://r-kurashi.jp/shizuokaken_6R/report/6rseisouevent20241207.html

３　取材対応

当日取材していただける場合は、12月６日（金）午後３時までに県廃棄物リサイクル課まで御連絡ください。【054-221-2426】

https://forms.gle/EwP2tvoLLqHZi1sNA
https://r-kurashi.jp/shizuokaken_6R/report/6rseisouevent20241207.html


提 供 日 2024/11/14

タイトル 令和６年度こどもみらいテレワーク対応リフォーム補
助金３期募集を実施します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3080

令和６年度こどもみらいテレワーク対応リフォーム補助金

　３期募集を新設します！

　県では、仕事と子育ての両立ができる職住一体の住環境の整備を推進するため、子育て世帯及び若者夫婦世帯を対象に、テレワークス

ペースの新設、省エネ化、家事の負担軽減などを目的とした住宅リフォームを行う方へ補助を実施しています。

　12月16日（月）に２期募集を終了しますが、予算の範囲内において、新たに３期募集を実施します。

子育て世帯及び若者夫婦世帯の方は、お早めに本制度の活用を御検討ください。

１　３期募集の概要

募集期間：令和７年１月８日(水)から令和７年２月14日(金)
　　　　　　　申請受付は先着順。予算が無くなり次第、終了します。

  ※令和７年２月28日(金)までに事業完了することが条件となります。

実績報告の報告期限：令和７年３月14日(金)まで

２　補助対象者・制度概要

補助対象者 ・子育て世帯（18歳未満の子を有する世帯）
・若者夫婦世帯（夫婦のいずれかが39歳以下の世帯）

制度概要

＜対象事業＞

(1)テレワークスペースを確保するためのリフォーム【必須】
（机の作り付け、間仕切り壁等の新設）

(2)子育てライフ対応リフォーム
（省エネ化、家事負担軽減のための設備等）

＜補助額＞

補助率：１／２
上限額：250千円（ (1)100千円、(2)150千円 ）

　詳細は、県ホームページを参照願います。

  URL：https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015915.html

３　申請・問合せ窓口

　　静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課

 　 TEL：054-221-3084、E-mail：sumai@pref.shizuoka.lg.jp

　　　参加者募集告知　　・　　催事等の当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果の公表

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015915.html
mailto:sumai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/14

タイトル 【当日の取材依頼】防犯まちづくり講座を開催しま
す！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054‐221‐3715

【当日の取材依頼】　防犯まちづくりに関する知識・技能を学ぶ　防犯まちづくり講
座を開催します!

　　県では、県民が防犯まちづくりに関する知識・技能を学び、安全で安心なまちづくりに活かしていただくため、防犯まちづく
り活動に取り組んでいる方や興味・関心がある方などを対象に「防犯まちづくり講座」を開催します。

　１　日　時：令和６年11月23日（土）
　午後２時00分から午後４時15分まで（受付：午後１時30分から）

　２　場　所：静岡県男女共同参画センターあざれあ　４階第１研修室
　（所在地：静岡市駿河区馬渕１－17－１）

　３　講　師：武田　信彦氏（市民防犯インストラクター）

　４　内　容：
　（１）講演「防犯ボランティアが育む！地域と子どもたちの安全！」
　　　　　　　～防犯活動の意義と効果、大きな可能性とは～
　（２）実技「見守りのコツ、身を守るコツ、防犯指導のコツ」
　　　　　　　～簡単な体操や動きで防犯力アップ～

　５　定　員：40名（先着順）

　６　参加費：無料

　７　その他：中止する場合は、当日10時までにくらし交通安全課ホームページで公表します。
　　　　　　　（URL）https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/bosaikotsh/bohanmachizukuri/index.html

bouhankouzatirashi.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/bosaikotsh/bohanmachizukuri/index.html


提 供 日 2024/11/14

タイトル みんなで守ろう、子どもの生命（いのち）
「幼児を交通事故から守るための指導者研修会」を開
催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

みんなで守ろう、子どもの生命（いのち）

「幼児を交通事故から守るための指導者研修会」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を開催します！

　県では、幼児を交通事故から守るため、幼児の保護者や保育士等の幼児交通安全指導者及び交通安全ボランティアを対象とした
交通安全研修会を開催します。

　県交通安全協会、日本自動車連盟（ＪＡＦ）の協力のもと、幼児に対する具体的指導方法やチャイルドシート着用方法などの講
習を通じ、指導能力の向上を図ります。

１　開催計画

２　参加者（募集済）　
(1)　幼児交通安全指導者

県内の幼児の保護者、幼稚園・こども園・保育所の教諭及び保育士等
(2)　市町交通安全母の会等の会員
(3)　市町交通安全担当課の職員

３　内容
(1)　幼児の交通事故状況等に関する交通講話（県くらし交通安全課）
(2)　幼児の交通安全実践指導（県交通安全協会交通安全指導員）
(3)　チャイルドシート着用についての実践指導（ＪＡＦ静岡支部）



提 供 日 2024/11/14

タイトル 静岡県特別職報酬等審議会の答申及び意見

担　　当 経営管理部 人事課

連 絡 先 給与班

TEL 054-221-2946

１　要旨
　　静岡県特別職報酬等審議会は、特別職職員の給料・報酬、期末手当及び退職手
　当の額について、答申及び意見を提出する。

２　日時
　令和６年11月19日（火）午前10時から午前10時15分まで

３　会場
　県庁東館５階　森副知事室

４　出席者
　会長　三枝　幸文（学校法人新静岡学園理事）
　会長職務代理者　増田　恭子（静岡県商店街振興組合連合会理事長）



提 供 日 2024/11/14

タイトル 浜岡４号機適合性確認審査の状況についての知事コメ
ント

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 神村

TEL 054-221-2729



【知事コメント】

今般、中部電力が公表した浜岡原子力発電所３、４号機の原子炉設置変更許可申請における設計方針の変更は、基準地震動及び基準
津波の審査が終了したことを踏まえたものであるが、今後、原子力規制委員会において、設計変更を含むプラント施設の審査や敷地の地質・
地質構造の審査が続くものと認識している。

　原子力発電所は安全の確保が何よりも重要であり、中部電力には、引き続き、新規制基準適合性審査にしっかりと対応するとともに、津波対
策等の工事を進めるなど、安全対策の徹底を求める。



提 供 日 2024/11/15

タイトル 「やさかなプロジェクト」産業フェア出展！

担　　当 経済産業部水産振興課　健康福祉部健康政策課 

連 絡 先 水産振興課　小塩、健康政策課　戸井口

TEL 054-221-2744､054-221-2404

「やさかなプロジェクト」産業フェア出展！

（要旨）
　静岡県ではキユーピー（株）、おさかな普及協議会（静岡県漁業協同組合連合会）と協力して、野菜と魚を組み合わせたメ
ニューによる健康増進を目的とした「やさかなプロジェクト*」を実施中です。プロジェクト推進に向けて、11月23日、24日、ツ
インメッセ静岡で行われる産業フェアに出展し「やさかなメニュー」のPRを行います。

（日時）
　11月23日(土)、24日(日)午前９時半から午後４時

（場所）
　ツインメッセ静岡　南館　しずまえ（水産業）ブース

（内容）
　・「やさかなメニュー」の試食提供
　　当プロジェクトが推奨する「やさかなメニュー」からブリ大根を提供。その他、マグロのサラダも提供します。

　　
　・ベジチェック®の実施
　　野菜摂取量を数値で見える化できる機器「ベジチェック®」による測定会を開催します。

　　 　　　　           

※プロジェクトの詳細、これまでの取組については、県水産振興課HPをご確認ください
（https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/suisan/suisangyo/1040454/1065054.html）

　　　 　 　　　

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/suisan/suisangyo/1040454/1065054.html


提 供 日 2024/11/15

タイトル 静岡県庁　仕事スタディツアー〔保健師及び職業訓練
指導員と行く現場見学] の参加申込開始！

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2275

静岡県庁　仕事スタディツアー
[保健師及び職業訓練指導員職員と
行く現場見学]　参加申込開始！

１ 概要
　　県の専門・技術職員の仕事に興味のある大学生及び大学院生等を対象に、実際に

働く現場を見ることで県の仕事の魅力ややりがいを伝える現場見学ツアーを実施します。

２ 対象
　県の専門・技術職員の仕事に興味のある大学生・大学院生等

３ 開催予定（1月後半）
対象職種 開催日程 　    申込期間

職業訓練指導員 令和７年１月18日（土）
令和６年11月15日(金)
～ 令和７年１月６日(月)15:00

保健師 令和７年1月31日（金）
令和６年11月15日(金)
～ 令和７年１月６日(月)15:00

４ 参加申込　
　　静岡県職員採用情報HPの「説明会情報」ページに詳細の案内があります。
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/session/1059134/index.html

５ 参加通知
　　実施日の１週間前までに、結果を通知します。
　

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/session/1059134/index.html


提 供 日 2024/11/15

タイトル 「県庁フェス～静岡県庁で働こう～」事前優先予約申
込の受付開始！

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2275

「県庁フェス～静岡県庁で働こう～」
事前優先予約申込の受付開始！

～リアルに県庁で働く県職員に話を聞いてみよう！～

１ 概要
　　県職員の仕事に興味のある大学生及び大学院生等を対象に、
    リアルに県庁で働く県職員に実際の働き方等の話を聞く座談イベントを開催する。

２ 対象者
　・学生等：静岡県職員の仕事に興味がある大学生・大学院生等（学年は問いません）
　・保護者：静岡県職員の仕事に興味がある学生等を持つ保護者
　
３　開催内容　※静岡県住みます芸人さこリッチさんがＭＣで登場！
〔　セミナー　〕　
    （１） 「私のキャリアステップ（静岡県人事委員会事務局長）」
　  （２） 「静岡県の人材育成及び研修制度（静岡県人事課）」
　＜保護者向け＞ 「県職員として働くこと（静岡県人事委員会事務局職員課長）」

〔 カフェ（座談）エリア 〕
   転居は？異動は？実際どうなの？リアルに働く県職員とカフェしながら、実際の働き方や、
   これまでどんな仕事をしてきたのか、ゆるく話を聞いてみよう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<対象職種> 
   行政、小中学校事務、土木、農業、水産、建築、農業土木、林業、機械、
   電気、工業化学、職業訓練指導員、薬剤師、保健師、獣医師、心理、児童福祉

４ 参加申込　
 ・申込先　
   令和６年度県庁フェス～静岡県庁で働こう！～【事前優先予約】
  ►https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=13879

 ・申込受付期間　
   令和６年11月11日（月）～ 12月10日（火）17時まで

 ・申込結果  
   優先予約内容については、12月18日(水)に通知します。



提 供 日 2024/11/15

タイトル 静岡県立大学において県議会議員と大学生との意見交
換会を開催【取材案内】

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先

TEL 054-221-2564

静岡県立大学において県議会議員と大学生との意見交換会を開催します。（取材案内）
　若者の政治への関心を高めるとともに、県議会を身近に感じてもらうため、県議会議員が静岡県立大学に出向き、「公共ガバナ
ンス論」の講義に出席し大学生と意見交換を行います。

(概要)

出席者等
日　時 会　場

大　学・テーマ等 議　員

11月22日(金)
10時40分～
12時00分

静岡県立大
学草薙キャ
ンパス
経営情報学
部棟１階　
4109教室

静岡県立大学経営情報学部
（担当：松岡講師）
「地域公共交通のガバナンス」
（「公共ガバナンス論」講義）
参加学生　６９人

鈴木　啓嗣議員（自改）
沢田　智文議員（ふ県）



提 供 日 2024/11/15

タイトル 秋の森づくり県民大作戦

担　　当 経済産業部 志太榛原農林事務所森林整備課

連 絡 先 森林環境班　増田

TEL 054-644-9243

　　森林とふれあい、森林の大切さや森づくりに対する理解を深め、県民参加の森づくり活動を進めるために、やまめ平（島田市笹間下1707）にて、親子
を対象とした森づくりイベントを開催します。当日は伐採見学・体験のほか、スウェーデントーチづくり等のクラフト体験を実施します。

　　また、県では、森林との共生についての課題や今後の取り組みの方向性について県民へ意見を収集するための「森林県民円卓会議」を毎年開催して
います。今年度は、森林との共生を身近なものとして考えてもらうために、「木を使って、森を守ろう」をテーマに、当イベント参加者と意見交換会を行い
ます。

１　日時　令和６年11月24日（日）午前10時～12時30分（雨天時はクラフト制作のみ実施）
　　　　　　　※伐採体験及びクラフト体験は、午前10時15分ごろから正午まで予定。　　　　　　　
２　開催場所　やまめ平（島田市笹間下1707）
３　参加者　30人程度（18歳以下の子とその保護者）※定員に達しため参加受付は終了しました。
４　内　  容　※当日は、２班に分かれて入替制で実施します。
　・伐採見学・体験…参加者がロープを引っ張り、力を合わせて木を伐採します。
　・クラフト体験…スウェーデントーチづくり・木のたまご絵付け体験・松ぼっくりツリーづくり

　

５　主催・協力　静岡県志太榛原農林事務所、大井川地区林業研究協議会、島田市（協力）
６　取材について
　・取材を希望される方は、11月22日(金)午後３時までに下記担当あて御連絡ください。
　　　　担　　当：志太榛原農林事務所森林整備課　増田
　　　　電話番号：054-644-9243　　E-mail：AFO-shidahai-shinrin@pref.shizuoka.lg.jp
　・なお、やまめ平は、携帯電話等の電波が繋がりにくいため、当日のお問い合わせは、下記までお願いします。（イベントに従事しているため、お問合せ

は午前10時までにお願いします。）
　　　担　　当：やまめ平　清水氏　　　電話番号：080-9113-4228

mailto:AFO-shidahai-shinrin@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/15

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（11/8～11/14）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第566報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（11/8～11/14）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の88頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、17,050頭（死亡385頭、捕獲16,665頭）の検査を実施し、608頭の陽性（死亡170頭、捕獲438頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2024/11/15

タイトル 「静岡県美しく豊かな海保全基金」マックスバリュ東
海（株）からの寄附金贈呈式の開催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985

「静岡県美しく豊かな海保全基金」
マックスバリュ東海株式会社からの寄附金贈呈式の開催

　県は、「静岡県美しく豊かな海保全基金」を活用し、海洋環境の保全と水産資源の回復に資する取組を行っています。この度、

マックスバリュ東海株式会社から、同基金へ寄附の申し出があり、11月23日（土）に静岡市清水区の三保内浜海岸で実施する「し

ずおかの海体験教室～海岸清掃活動/地引網体験会」内において、寄附金贈呈式を開催します。

１　贈呈式

(1) 日　  　時　令和６年11月23日（土）　午前９時10分から

(2) 会　  　場　ビーチホテル ゴーシーズ１階(静岡市清水区三保2728-4)

(3) 寄附金額　82,392円

(4) 出 席 者　マックスバリュ東海（株）営業本部第三事業部長　木村　達也　氏

　　　　　　　　 静岡県経済産業部新産業集積課長　粂田　秀樹

２　マックスバリュ東海株式会社の概要

項目 内容
代表者 代表取締役社長　作道　政昭 
所在地 静岡県浜松市中央区篠ケ瀬町1295番地1

従業員数 12,680名（令和６年８月31日時点）
事業内容 食料品を中心としたスーパーマーケット運営

海に関する取組

駿河湾に面する11市町ゆかりの企業と「静岡県が誇る駿河湾を未来に繋げるた
め」という共通の想いのもと、駿河湾デザイン商品を開発。同湾の認知度向上に
向けたキャンペーン活動や、売上の一部を「駿河湾を守るための活動」に役立
てていただくという地域循環型の取組を実施。

３　静岡県美しく豊かな海保全基金の概要

項目 内容

対象事業
県の区域に属する海面及び汽水湖の環境保全に関する知識の普及及び活動
の促進その他環境の保全に資する事業に要する経費

取組内容

○民間団体への活動支援
静岡の海をフィールドとして、保全活動等に取り組む団体への助成

○実践活動の強化
　「美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会」による、環境保全等の取組みや啓

発を実施
○研究開発
　サクラエビ、キンメダイ等の水産資源の回復や海洋マイクロプラスチック問題

の解決に資する調査・研究開発を実施。

基金額 ４年間（令和４～７年度）で２億円（予定）
県拠出1.5億円、寄附金0.5億円

設置日 令和４年３月29日

４　当日連絡先

　 静岡県経済産業部産業革新局新産業集積課（担当：宿島）
　　090-3332-6759



提 供 日 2024/11/15

タイトル 看護学生等向け修学資金の新規貸与者を４次募集しま
す！

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 看護師確保班

TEL 054-221-2407

看護学生等向け修学資金の新規貸与者を

４次募集します！

看護学校・大学（県内県外は問いません）に在学し、卒業後に県内の返還免除対象病院等で、活躍したいと考えている方に、修学

資金の貸与を行います。

１　募集期限　　 令和 ６ 年12 月 ６ 日( 金) まで

２　応募資格　　看護師養成所・大学（大学院を除く）に在籍している者

３　貸与金額　　（１）国公立の養成所及び大学　月額32,000円（年額384,000円）

　　　　　　　　（２）私立の養成所及び大学　　月額36,000円（年額432,000円）

　　　　　　　　（３）国公立の准看護師養成所　月額15,000円（年額180,000円）

　　　　　　　　（４）私立の准看護師養成所　　月額21,000円（年額252,000円）

４　返還免除　  卒業後に３つの要件を全て満たすことで、貸与を受けた資金が

　　　　　　　　全額返還免除となります。

　　　　　　　　（１）看護学校の最終学年で受験する国家試験等に合格すること

　　　　　　　　（２）卒業後ただちに、県内の200床未満の病院等の返還免除対象

　　　　　　　　　　　施設で勤務を開始すること

　　　　　　　　（３）返還免除対象施設に、看護職員として５年間継続して勤務

　　　　　　　　　　　すること

５　応募方法　　貸与者募集のしおり（県ホームページ参照）記載の申請書類を

　　　　　　　　下記にご提出ください。

　　　　　　　　 （ １ ） 県内 の 看護学校 に 在学 する 場合 ： 学校 ごとお 申込 み

　　　　　　　　 （ ２ ） 県外 の 看護学校 に 在学 する 場合 ： 個人 でお 申込 み

　　　　　　　　※申請には「ふじのくに電子申請サービス」での事前エントリー

                  が必要です。

　　　　　　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/iryo/iryojinzai/1003051/1024132.html

６　問い合わせ　健康福祉部医療局地域医療課

　　　　　　　　電　話　054－221－2407

　　　　　　　　メール　chiikiiryou@pref.shizuoka.lg.jp

　　　　　　　　Ｈ　Ｐ　検索キーワード「静岡県看護職員修学資金」

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/iryo/iryojinzai/1003051/1024132.html
mailto:chiikiiryou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/15

タイトル ＳＢＩＲＴＳ普及促進セミナーｉｎ静岡開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2435

（要旨）
アルコール依存症は治療の難しい進行性の慢性疾患とされ、特に医療機関受診後の長期的な回復支援体制の整備が求められま

す。この病気への効果的な対策として、依存症の早期発見から介入、専門医療での治療を経て自助グループに連結することで一連
の治療の流れを確立することが大切と考えます。
　このため、医師や相談支援、保健指導に関わる支援関係者を対象に、ＳＢＩＲＴＳ(エスバーツ)を普及し支援体制の構築を図る
ことを目的にセミナーを開催します。

（概要）
１　日　時：令和６年12月15日（日）13：15～16：15

２　場　所：静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ９階　910会議室
            （静岡市駿河区東静岡２－３－１）
　　        ※オンラインリモート併用

３　参加者：医師、医療・相談支援機関、行政関係者
　　　　　　会場定員：110名　リモート定員：90名
　　　　　　※要事前申込、参加無料

４　内容（予定）
　・基調講演「ＳＢＩＲＴＳの解説と普及促進について」
　　講師：医療法人成精会 刈谷病院　アディクション・センター長　菅沼直樹　氏　
　・ワークショップ「ＳＢＩＲＴＳの実践」　講師(医師)、患者、家族、断酒会員
　・「厚生労働省依存症対策について」
　・地域からの発表　依存症治療拠点機関　行政機関担当者 
　・シンポジウム「アルコール依存症の早期発見・早期対応、継続支援モデル事業とＳＢＩＲＴＳの展開」 

５　問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　 
　　公益社団法人静岡県断酒会　事務局　藤村　　　 
　　電話番号：054-296-1143　　　　 　
　　E-mail　：s.dansyu@ft.dws.ne.jp
              s.dansyu@gmail.com

６　当日連絡先　　事務局　：藤村和之
　　携帯電話：080-5117-2266

＜参考＞ＳＢＩＲＴＳ（エスバーツ）とは
　依存症の疑いのある方を早い段階で発見し専門医療機関や自助グループにつなげる取組

mailto:s.dansyu@ft.dws.ne.jp
mailto:s.dansyu@gmail.com


提 供 日 2024/11/15

タイトル 黄金ＫＡＩＤＯプロジェクト　第４弾スタート！

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 杉山裕郁

TEL 054-221-3734

令和６年度　黄金ＫＡＩＤＯプロジェクト　第４弾スタート！

　中央日本四県（新潟県、長野県、山梨県、静岡県）が一体となって、観光誘客に取り組む、観光プロジェクト「黄金ＫＡＩＤＯプロジェクト」の第４弾が11月

15日からスタートします。

黄金ＫＡＩＤＯの更なる知名度向上とペットとの船旅を一緒に楽しめる駿河湾フェリーの新たな魅力の発信を目的に、ＷＥＢ、ＳＮＳを活用した「黄金ＫＡＩＤ

Ｏ　駿河湾フェリー・

ベスト１、わんわんフォトコンテスト」を実施します。

１　わんわんフォトコンテストの概要

        黄金ＫＡＩＤＯの公式Instagramをフォローした後、愛犬のベスト１ショットを撮影し、「＃黄金ＫＡＩＤＯわんわん」をつけてInstagramから画像を投稿

すると、抽選でプレゼントが

     もらえる   キャンペーンを実施します。

項　目 内　容

時　期 令和６年11月15日（金）～　令和６年12月20日（金）

参加方法
ステップ１　Instagramで黄金KAIDOの公式SNSをフォローする。(japan_goldroad)
ステップ２　愛犬のベスト１ショットを撮影する。
ステップ３　「＃黄金KAIDOわんわん」をつけて、インスタで画像を投稿する。

豪華景品

金賞 １名様：ペットカメラ、金の賞状、駿河湾フェリーの特別室とペア乗船券
銀賞 １名様：ペット用マナーポーチ、駿河湾フェリーペア乗船券
銅賞 １名様：駿河湾フェリー詰め合わせ2,000円分、駿河湾フェリーペア乗船券
入選10名様：静岡県焼津産　金虎犬用おやつセット、駿河湾フェリー乗船券

２　協賛企業・団体の募集について

         黄金ＫＡＩＤＯプロジェクトでは、四県全域の宿泊施設や観光施設を対象に、同プロジェクトの協賛企業や団体の募集を行っています。　　  

    　協賛企業や団体には、黄金ＫＡＩＤＯの旅を楽しんでいる方に、割引や特典の付与、限定商品販売などの特別サービスを提供いただきます。

　　  参画いただいた企業・団体については、サービス内容を黄金ＫＡＩＤＯの公式サイトに掲載し、旅行者へ幅広く告知いたします。
　   参画にあたってのシステム利用料など、費用はすべて無料です。

（１）協賛企業・団体の申込先

      登録は、こちらから　→　https://gold-road.jp/affiliated　

３　「黄金ＫＡＩＤＯとは」

       中央日本四県（新潟県、長野県、山梨県、静岡県）では、金山で有名な佐渡（新潟）と土肥（静岡）を結ぶ陸路と海路を「黄金ＫＡＩＤＯ」とネーミング

し、

   令和５年から新たな観光促進キャンペーンを展開しています。

　＊四県全域を対象としたキャンペーンとなります。
　    公式ホームページは、こちら →  https://gold-road.jp 

https://gold-road.jp/affiliated
https://gold-road.jp


提 供 日 2024/11/15

タイトル 「逢初川土石流災害に係る行政対応庁内検証委員会」
の議事録等の公表

担　　当 経営管理部 総務課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-2968

令和５年度に開催した「逢初川土石流災害に係る行政対応庁内検証委員会」(以下「庁内検証委員会」という。）の全33回の会議
のうち、第12回から第18回までの
会議おける委員への配付資料及び議事録を公表します。

１　公表日時
　
　　令和６年11月15日（金）　15時

２　公表資料　　　

　・庁内検証委員会の会議（第12回から第18回まで）における委員への配付資料
　・議事録（第12回から第18回まで）

（各会議の概要）
回 期日 会議等の概要

12 令和５年
10月26日（木）

・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換➀
　（土砂災害防止法➀、森林法➀、都計法➀）

13 令和５年
11月２日（木）

・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換➁
　（土採取等規制条例➀、廃掃法➀）

14 令和５年
11月６日（月）

・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換➂
　（廃掃法➀（つづき）、砂防法➀）

15 令和５年
11月９日（木）

・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換➃
　（土砂災害防止法➁）

16 令和５年
11月14日（火）

・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換➄
　（森林法➁、都計法➁）

17 令和５年
11月20日（月）

・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換➅
　（都計法➁（つづき）、土採取等規制条例➁）

18
令和５年

11月29日（水）
・各法令に係る行政対応に関する考察等についての意見交換➆
　（廃掃法➁）

３　公表方法

　　県ホームページにおいて公表します。

　（公表先URL）
　　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/1057427/1058640/1066675/index.html

４　その他

　　第19回以降の会議における委員への配付資料及び議事録については、今後２回
　程度に分割し、年内に順次公表してまいります。
　（公表の都度、報道提供いたします。）

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/1057427/1058640/1066675/index.html


提 供 日 2024/11/15

タイトル 令和７年度 静岡県の要望・提案（令和６年11月）

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局知事戦略課

連 絡 先 知事戦略班

TEL 054-221-3769

１．要旨
　県では、県政の着実な推進のために必要となる国予算の確保、規制緩和、法整備等、国への要望事項を、毎年「静岡県の要望・提案」とし
て取りまとめています。
　この度取りまとめた11月版は、物価高騰対策や産業振興など、8 4 項目の要望・提案があります。
　今後、関係省庁等に対し要望活動を行ってまいります。

２．主な要望内容

分野 項目

物価高騰への対策強化 ・　エネルギー、原油・原材料の価格高騰等への対策強化
・　施設等における物価高騰の影響への対策

危機管理 ・　国土強靱化の推進
・　南海トラフ地震への対策の強化

医療・福祉
・　医師・看護職員の確保、介護人材の確保
・　少子化対策の推進
・　難聴児支援の充実

教育・人づくり ・　GIGAスクール構想推進に向けた支援の拡大

産業振興・デジタル

・　先端産業の創出と振興
・　地方版スタートアップ・エコシステムの確立に向けた仕組み
　　づくり
・　農林水産業の振興

基盤整備
・　道路整備の推進
・　鉄道の安全性と利便性の向上への支援

観光・文化 ・　多文化共生施策の着実な推進

地方創生の推進 ・　交通空白の解消に向けた支援

「静岡県の要望・提案」（全８4 項目）は、県ホームページに掲載しています。

h ttp s ://w w w .p re f .sh izuok a .j p /k e n se i/in troduction /sosh ik i/10 0 18 3 6 /10 4 0 9 7 8 /10 0 5 0 3 7 .h tm l

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1001836/1040978/1005037.html


提 供 日 2024/11/15

タイトル 三笠宮崇仁親王妃百合子殿下の薨去の報に接して（知
事謹話）

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局秘書課

連 絡 先 表彰班

TEL 054-221-2203

　三笠宮崇仁親王妃百合子殿下の薨去の報を深い悲しみをもって承りました。
　殿下には、崇仁親王殿下が財団法人中近東文化センター総裁や日本・トルコ協会の名誉総裁を務められた御縁により、平成１４
年に静岡県立美術館で開催された「大トルコ展」の開会式に殿下とともに御臨席賜るなど、静岡県との関わりも深く、県民の妃殿
下の御追慕の念もひとしお深いものと思います。
　聖路加国際病院で御療養中とお伺いし、心配しておりましたが、誠に残念なことであります。
　今、この深い悲しみの中で、静岡県民とともに、三笠宮崇仁親王妃百合子殿下の御霊の安からんことを願い、深く哀悼の心を捧
げます。

　令和６年１１月１５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県知事　鈴木　康友



提 供 日 2024/11/18

タイトル 浜松特別支援学校高等部２年第２回江之島クリーン作
戦を実施します

担　　当 教育委員会 浜松特別支援学校

連 絡 先 教諭　後藤愛子

TEL 053-427-1307

浜松特別支援学校高等部２年

第２回江之島クリーン作戦を実施します

   浜松特別支援学校高等部では、持続可能な社会を目指して、海の豊かさを守る活動をしています。高等部１年で学んだSDGｓの
課題解決に向けて、高等部２年生ができることとして中田島砂丘や海岸、遠州浜海浜公園（風車公園）の清掃を年間４回、計画し
ており、今年度２回目の清掃を実施します。

１　日時
　　11月27日(水)午前９:00～11:00　予備日12月18日（水）
　　※雨天の場合は予備日の同じ時刻に実施します。

２　場所
　　中田島砂丘及び周辺（浜松市中央区中田島町1313）
　　遠州浜海浜公園（風車公園　浜松市中央区1674）

３　内　容
　　中田島砂丘、中田島砂丘周辺、遠州浜海浜公園（風車公園）の清掃

４　参加者等
　　高等部２年生徒43人、教員14人　全57人

５　問い合せ先
静岡県立浜松特別支援学校
担当　高２学年主任　後藤
電話番号　053-427-1307(高等部直通)
メール    hamamatsu-sh@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:hamamatsu-sh@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/11/18

タイトル ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：静岡
商業高校）

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3152

　ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：静岡商業高校）

＜静岡商業高校の企画＞
　〇場所：静岡商業高校 グラウンド・体育館（住所：静岡市葵区田町7-90 電話：054-255-6241）
　〇日時：令和６年11月24日（日）10時00分〜16時00分
　〇内容：県内のプロスポーツチームの選手による競技指導や交流等を通じて地域活性化を図る

＜ドリーム・プロジェクトとは＞
（趣旨）
　変化の激しい予測困難な現代において、 生徒 が 望 む 企画 を 生徒 の 手 で 立案 ・ 運営する経験をとおして自主性、自己肯定感、協調性及びリーダーシッ
プを身に付け、個人や社会が望む未来を創造できる人材を育成します。
（対象）
　原則として静岡県立高校及び特別支援学校高等部に在籍する生徒
（業務内容）

・ 高校生 が 主体 となり 、 生徒自 らが 講演会 やワークショップ 等 を 企画 ・ 運営
・テーマ設定、内容の検討、講師選定及び調整、会場等の確保、広報や集客に関する業務

＜参考：ドリーム・プロジェクト2024　企画一覧（10校11企画）＞
番号 学校名 開催日 タイトル 内容 概要

1 御殿場南高校 ・9/8(日)
・10/26(土)
・11/9(土)

無限の可能性の追求～パフォーマンス
向上のために～

講座
講習

「走りの学校」を講師に招き、走る動作の実演及び講演を通じて
パフォーマンス向上のヒントを得る。

2 焼津中央高校 9/19(木) ピリオノイドで体験！？
〜生理の痛みを知ろう〜

講座
講習

生理痛の疑似体験を通して多くの人が生理の痛みを理解し、他
人の感じる痛みに寄り添える人を増やす。

3 沼津特別支援
学校愛鷹分校

10/26(土) 愛鷹BK　パワーup　大作戦！！ イベント 動画編集のインスタグラマーやユーチューバーによる学校紹介
や、ハンドメイド作家による製品開発の講義・実演。

4 伊豆中央高校 11/4（月・祝） 地域とのきずなを深めよう～伊豆中央高
校ハロウィンパーティー～

イベント 地元のお店と協力し、地域の小中学生や住民も参加できるハロ
ウィンイベントの開催を通じて地域活性化を図る。

5 静岡城北高校 11/10(日) ギャル式ブレストで静岡の未来を考える 講座
講習

ギャル式ブレストを通して、気軽に意見を出し合うスキル、自己
肯定感の上げ方やモチベーションの保ち方を学ぶ。

6 富士宮東高校 11/10(日) パレスチナを知ろう!!!　in 富士宮東高校 イベント パレスチナ出身の方との文化交流やトークイベントを開催する。
募金活動を行い、パレスチナへ寄付する。

7 ふじのくに国際
高校（定時制）

11/16(土) Way to Dream（生徒一人ひとりが夢を実
現できる高校）

イベント 地域や企業等と協力して「Way to Dream」を企画・運営し、生徒
が制作した学校紹介動画を上映し学校の魅力を伝える。

8 静岡商業高校 11/24(日) 静商と一緒に静岡のプロスポーツチーム
を応援しよう

イベント 県内のプロスポーツチームの選手による実演と競技指導を通
じ、スポーツの魅力の再発見や地域活性化に繋げる。

9 磐田南高校
（定時制）

11/30(土) 外国籍の定時制高校生から地域社会へ
の恩返し

講座
講習

バスケットボール元日本代表ヘッドコーチを講師として招き、地
域のバスケットボールの競技レベルを向上させる。

10 静岡商業高校 12/18(水) 動画クリエイターが今手掛けている制作
の話を聞こう！

講演会 生徒が作成した学校のキャラクターをクリエイターと共に3D、
Live2D化し、パネルディスカッション等を行う。

11 富岳館高校 12/24(火) 「こどもの視点教室」を体験しよう 講座
講習

(株)電通「こどもの視点ラボ」の「こどもの視点教室」を開催し、ラ
ボによる研究内容の講演やこどもの視点を体感する。



提 供 日 2024/11/18

タイトル 令和６年度静岡県教育委員会表彰　表彰式開催

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-3675

令和６年度静岡県教育委員会表彰　表彰式を開催します。

１　教育委員会表彰の概要
　　静岡県教育委員会表彰は、教育、学術、技芸、その他文化の振興に貢献し、その功績が顕著な方、学芸素行等が優秀で他の模
範とする生徒及び児童の皆さんを教育委員会が表彰するものです。

２　日　時
　　令和６年11月25日（月）午後１時から午後１時40分まで

３　場　所
　　県庁西館４階　第一会議室

４　受賞者
　　36件（個人27人、団体９組　受賞者一覧は別添のとおり）

【取材について】
　インフルエンザ等の感染拡大を防止するため、発熱がある場合など、
　体調が優れない方は取材をお断りする場合があります。

R6ichiran.pdfR6ichiran.pdf



提 供 日 2024/11/18

タイトル 県議会特別委員会の開催

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

県議会特別委員会を下記のとおり開催します。

記

人口減少社会課題対応特別委員会

１．日時　令和６年11月25日（月）午前10時30分から

２．場所　第２委員会室（県庁本館４階）

３．内容　(1)調査事項に関する参考人からの意見聴取と質疑応答

　　　　　　午前　流通経済大学

　　　　　　　　　　流通情報学部　教授　矢野裕児 氏（オンラインによる出席）

　　　　　　午後　リクルートワークス研究所

　　　　　　　　　　研究員/アナリスト　坂本貴志 氏

　　　　　(2)提言に向けた委員間討議

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を委員会開催日の前日午後５時までに議会事務局へ提出し
てください。



提 供 日 2024/11/18

タイトル 静岡県議会令和６年12月定例会に係る議会運営委員会
の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

下記のとおり議会運営委員会を開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　
■日　　時　令和６年11月25日(月)　午前10時30分から

■場　　所　議会運営委員会室（静岡県庁本館３階）

■協議事項　令和６年12月定例会について
    
－参考－
　
【議会運営委員会の概要】

・議会を円滑かつ効率的に運営することを目的として設置

・構成員：13人

議　　　長 　落　合　愼　悟（自民改革会議）

副　議　長 　鳥　澤　由　克（自民改革会議）

委　員　長 　鈴　木　澄　美（自民改革会議）

副 委 員 長
　木　内　　　満（自民改革会議）

  伴　　　　　卓（ふじのくに県民クラブ）

委　　　員

　中　田　次　城（自民改革会議）

　伊　丹　雅　治（自民改革会議）

　杉　山　盛　雄（自民改革会議）

　大　石　健　司（自民改革会議）

　杉　本　好　重（自民改革会議）

　佐　野　愛　子（ふじのくに県民クラブ）

　川　崎　和　子（ふじのくに県民クラブ）

　牧　野　正　史（公明党静岡県議団）



提 供 日 2024/11/18

タイトル 【当日取材のお願い】御前崎港セミナー開催

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 ポートマーケティング推進班

TEL 054-221-3779

「御前崎港セミナー」を開催します

　御前崎港を利用している又は利用を検討している荷主企業等を対象に、ビジネスの一助となる情報と交流の場を提供することを
目的として、「御前崎港セミナー」を浜松市内で開催します。
　今回のセミナーでは、御前崎港の紹介のほか、「米中2025問題と日本企業のグローバル投資戦略のあり方」をテーマに、静岡県
立大学グローバル地域センター柯 隆（か りゅう）特任教授よりご講演いただきます。
　
　

１ 開催日時
　　令和６年11月22日(金)　午後３時30分～午後７時

２ 会場
 　グランドホテル浜松（浜松市中央区東伊場1-3-1）

３ 参加者
　　御前崎港を利用、又は利用を検討中の荷主・企業　160名程度

４ 内容
（1）セミナー　　午後３時30分～　

次　第 備　考
主催者挨拶 御前崎港ポートセールス実行委員会副委員長（御前崎市長）
来賓挨拶 開催市市長（浜松市長）

県議会議長
国土交通省中部地方整備局副局長
浜松商工会議所会頭

来賓等紹介 国関係機関、県議会議員、船社等
御前崎港の紹介 御前崎港管理事務所長
インセンティブ制度 御前崎港振興会
講演 演題：「米中2025問題と日本企業のグローバル投資戦略のあ

り方」
講師：静岡県立大学グローバル地域センター
　　　　　特任教授　柯 隆 氏

（2）交流会　　午後５時40分～
　　　　　

　　挨拶（知事）

５　その他
　・取材を希望される際は、 前日 （11 月21 日( 木) ） までに 、 御前崎港 ポート
　　 セールス 実行委員会 （0548-63-2567 ） へご 連絡 ください。

６　主催・本件に関するお問い合わせ
　　御前崎港ポートセールス実行委員会事務局（御前崎港管理事務所内）
　　TEL：0548-63-2567（担当：原田、中島）（平日 午前９時～午後５時）



提 供 日 2024/11/18

タイトル 「しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト」
自動運転実証実験　令和６年度第２弾～袋井市～

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 イノベーション推進班　花村

TEL 054-221-2497

　今年度の「しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト」※の公道実証実験第２弾
を袋井市内で行います。今回は、県と袋井市が連携して実施し、県が駅南地区で
袋井市が駅北地区で実証実験を行います（下図を参照）。
 ・ 実験概要

　県事業では、地元住民が運転席に乗って自動運転の支援を行います。
　（過年度の県実験では、交通事業者が自動運転の操作を支援）
※しずおかShowCASEプロジェクトは、自動運転の実用化を目指して、自動運転技術の検証、
　交通サービスとしての活用可能性の検証などを目的に、公道で実施している自動運転の
　実証実験です。（令和元年度～）

 ・ 試乗方法 （ 運賃 ： 無料 ）
　LINEの専用予約サイト(別添チラシ）から申込が可能です。
　11月25日（月）10時から予約開始（試乗者には、アンケート調査を依頼予定）

 ・ 主 な 連携企業
　東急（株）　　　　　　　　　　　　　：自動運転サービスの開発および運営
　国立大学名古屋大学　　　　　　　　  ：自動運転システムの開発
  （株）タジマモーターコーポレーション：実験で運用する車両の開発

 ・ 報道関係者向 け 試乗会及 び 取材対応
　12月２日は、報道関係者向け試乗会及び現地での取材対応を行います。
 （12月２日の都合が合わない場合も期間中は担当者が現地にいるため対応が可能）



提 供 日 2024/11/18

タイトル 静岡茶リブランディング計画の策定に係る企画提案を
募集します

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興班

TEL 054-221-2674

静岡茶リブランディング計画の策定に係る企画提案を募集します

　静岡は⽇本⼀の茶産地であり、⻑い歴史と高品質で知られていますが、特に海外ではブランドとしての認知は低いため、静岡茶を世界に通⽤するブ
ランドとして再構築することが必要です。
　そこで、外部有識者や意欲のある若⼿茶業関係者等をメンバーとするプロジェクトを新たに⽴ち上げるとともに、静岡茶の未来を切り拓いていく「静岡
茶リブランディング計画」を策定する企画提案を募集します。

１　内容
（１）業務の概要
　・プロジェクトチームの⽴ち上げ、プロジェクトチームの運営（会議等の開催）
　・静岡茶リブランディング戦略（基本コンセプト）の策定
　・静岡茶リブランディング計画の策定
　・世界に通じる静岡茶のロゴマーク案の作成、成果報告会の開催
（２）運営方法　委託（公募型企画提案により委託事業者を選定）
（３）契約⾦額の上限　5,630千円（税込み）
（４）実施期間　令和６年12⽉上旬（契約⽇）から令和７年３⽉26⽇まで

２　企画提案のスケジュール
　・募集期間　11⽉15⽇（⾦）〜11⽉25⽇（⽉）正午
　・参加申込書、企画提案書等の提出期限　11⽉25⽇（⽉）正午まで
　・プレゼンテーション　11⽉27⽇（水）午後
　
３　応募書類の交付
　(1)交付期間︓令和６年11⽉15⽇(⾦)から令和６年11⽉22⽇(⾦)まで
　(2)交付方法︓静岡県お茶振興課ホームページからダウンロード又は「４」の問合せ先で⼊⼿
　　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/chanomiyako/1040633/1067489.html 

４　問合せ先
　〒420-8601　静岡市葵区追⼿町９番６号
　静岡県経済産業部農業局お茶振興課お茶振興班
　TEL︓054(221)2674　FAX︓054(221)2299
　E-mail︓ocha-shinko@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/chanomiyako/1040633/1067489.html


提 供 日 2024/11/18

タイトル 重要病害虫「アリモドキゾウムシ緊急防除」の解除に
向け、「静岡県浜松市アリモドキゾウムシ防除対策協
議会」を開催します

担　　当 経済産業部 農業局食と農の振興課

連 絡 先 農産環境班

TEL 054-221-2749

　サツマイモを加害し、国の重要病害虫に指定されている「アリモドキゾウムシ」が、令和４年10月に浜松市の一部地域で確認さ
れて以降、国と県、市、ＪＡ、生産者、地域住民が一体となり、根絶に向けた緊急防除の取組を行ってきた。
　直近１年間の捕獲がなく、令和６年11月下旬に緊急防除が解除される見通しとなったことを受け、関係機関で構成する「静岡県
浜松市アリモドキゾウムシ防除対策協議会」を開催し、緊急防除解除後の対応などについて協議する。

１　日　時　　令和６年11月20日（水）午後３時から３時30分まで
　　　　　　　（会議後ぶら下がり取材対応可）

２　場　所　　静岡県浜松総合庁舎703・704会議室
　　　　　　　（浜松市中区中央一丁目12－１）
３　内　容　
（１）アリモドキゾウムシ対策検討会議（令和６年11月12日開催　主催：農水省）の開催結果報告
（２）緊急防除解除後の対応について

４　参集範囲　静岡県浜松市アリモドキゾウムシ防除対策協議会
　　　　　　　（ＪＡとぴあ浜松、ＪＡ静岡経済連、浜松市、県）
　　　　　　　オブザーバー：静岡県植物防疫協会、国

５　参考（これまでの経緯）
　・令和４年10月　　　重要病害虫「アリモドキゾウムシ」確認
　・令和４年12月　　　「静岡県浜松市アリモドキゾウムシ防除対策協議会」設置
　・令和５年３月　　　緊急防除が開始
　・令和５月11月　　　捕獲確認（１年間の緊急防除継続）
　・令和６年11月７日　現地調査（令和５年11月以降、捕獲なし）
　・令和６年11月12日　アリモドキゾウムシ対策検討会議
　　　　　　　　　　　（緊急防除の解除方針決定、農水省ホームページで公表）

〈アリモドキゾウムシとは〉　添付資料参照
　東南アジア、北米、中南米、オーストラリア、アフリカ等（日本では沖縄県、奄美群島、トカラ列島、小笠原諸島）に分布するサツマイモに重大
な損害を与える害虫。本州では静岡県浜松市で令和４年10月に初発生。



提 供 日 2024/11/18

タイトル ＱＣサークル秋桜大会県知事賞受賞者が知事を表敬訪
問します！

担　　当 経済産業部 商工業局商工振興課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-2511

     ＱＣサークル秋桜大会県知事賞受賞者が　　　
知事を表敬訪問します！

　令和６年10月25日（金）に開催された「令和６年度ＱＣサークル静岡地区秋桜大会」の県知事賞受賞者が知事を表敬訪問し、そ
の取組内容について報告します。

１　日　時：令和６年11月26日（火）　10時00分から10時20分まで

２　場　所：知事室（県庁東館５階）

３　来訪者：県知事賞受賞者及びＱＣサークル静岡地区事務局（計９名）

４　受賞者及びテーマ

 【製造部門】
　（会　社　名）トヨタ自動車株式会社東富士研究所
　（サークル名）e→モビ　サークル
　（テ ー マ名）家の電気は車から　大電力化に向けた評価コイル作製方法の確立

 【事務・販売・サービス（含む医療・福祉）部門】
　（会　社　名）総合病院　聖隷浜松病院　
　（サークル名）貼り替えない化現象　サークル
　（テ ー マ名）検体バーコードラベル貼り直し件数の低減　　

　※本年度は製造部門８件、事務・販売・サービス（含む医療・福祉）部門２件の
　  中から、審査により各１サークルが選定された。

 ＜参考＞
・ＱＣサークル活動(Quality Control サークル)は、第一線の職場で働く人々が
　継続的に製品・サービス・仕事などの質の管理、改善を行う小グループ活動。

・ＱＣサークル登録数は、全国で62,938サークル。静岡県では3,292サークルと
　全国で２番目に多い。（令和６年１月現在）

・「ＱＣサークル静岡地区秋桜大会」は、ＱＣサークル静岡地区が年３回開催
　する大会の中で、最高峰の位置付けとして、県の後援により優れた取組に対
　して県知事賞を授与している。



提 供 日 2024/11/18

タイトル 労働者協同組合法・協同労働セミナー参加者募集中！

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班

TEL 054-221-2817

労働者協同組合法・協同労働セミナー　参加者募集中！

令和４年10月１日に「労働者協同組合法」が施行されてから２年が経過し、全国では100法人以上、静岡県内においては３法人

が設立されています。

県では、労働者協同組合法に基づき、持続可能で活力ある地域社会の実現に資する取組を一層促進するため、「労働者協同組

合」の内容やその取組事例を紹介するセミナーを開催します。

また、セミナー後には、個別相談も実施します。

どなたでも参加できますので、お気軽にお申し込みください。

労働者協同組合…組合員が出資し、それぞれの意見を反映して組合の事業が行われ、

　　　　　　　　　　組合員自らが事業に従事すること（協同労働）を基本原理とする組織

１．　概　要

日時 令和６年11月29日（金）　14：00～16：00

開催方法 オンライン（Zoom）

定員 70名

参加費 無料

主催 静岡県 経済産業部 就業支援局 労働雇用政策課

後援 藤枝市、磐田市

２．　プログラム
１　労働者協同組合法について

　　　○厚生労働省　雇用環境・均等局　勤労者生活課　労働者協同組合業務室

２　取組事例の紹介

　　　○労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団東海事業本部

　　　○労働者協同組合法人ほっと会

　　　○労働者協同組合いわたツナガル居場所ネットワーク

３　個別相談（希望者のみ）

３．　詳細ＨＰ及び申込方法
　１　詳細HP

URL：https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003248/1026416.html
　２　申込方法
　　Web又はFAX　詳細はHPをご確認ください。

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shuroshien/rodoseisaku/1003248/1026416.html


提 供 日 2024/11/18

タイトル 中小企業向けテレワーク導入促進セミナー 参加者募集
中！

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班　渡邉・川島

TEL 054‐221‐2334､2338

中小企業向けテレワーク 導入促進セミ ナー 参加者募集中！

本セミナーでは、育児・介護休業法の改正ポイントに触れながら、柔軟な働き方のひとつであるテレワーク導入のメリ ットなどをお伝えしま

す。

テレワークは、デジタル化による生産性向上を目指すだけでなく、様々な事情や特性を持つ人のワーク・ライフ・バランスを実現すること

で、より多くの働き手を確保できる可能性を秘めています。本セミナーを通じ、テレワークが多様な人材の採用と定着につながることを一緒

に学びましょう ！

１ ． 概　 要
 働き方が変わる！テレワーク 努力義務化へ～育児・ 介護休業法改正の対策と 先進事例～

開催日時 令和６年11月28日（木）　13：30～15：00（Zoomウェビナー）
基調講演
講　　師

株式会社テレワークマネジメント　代表取締役　田澤　由利　氏

事例発表
企業情報

・株式会社タウンズ（伊豆の国市）
体外診断用医薬品開発・製造業

・シェイプウィン株式会社（東京都）
広報PR・デジタルマーケティング支援

・株式会社アドテクニカ（静岡市）
クラウドサービス・WEB マーケティング

２ ． スケジュ ール
13：30～14：10　第１部　テレワーク導入に関する基調講演

14：10～15：00　第２部　先進企業の事例紹介

３ ． 詳細及び申込
株式会社るるキャ リ ア（ 事業受託者）
・ＵＲＬ：h ttp s ://lu lu ca re e r.com /se m in a r
・ｍａｉｌ：in f o@ lu lu ca re e r.com
・電話番号：0 5 4 -2 0 7 -8 0 0 1

〔 お問い合わせ〕

・静岡県経済産業部　労働雇用政策課　

電　話  054-221-2334　　　メール  roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp

https://lulucareer.com/seminar
mailto:info@lulucareer.com
mailto:roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/18

タイトル ５商品を「頂（しずおか食セレクション）」に新規認
定！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

１　要　旨
静岡県では、 多彩で高品質な静岡県の農林水産物の中から、全国や海外に誇りうる価値や特長等を備えた商品を、県独自の認定
基準に基づいて厳選の上「頂(いただき／しずおか食セレクション）」として認定しています。
このたび、今年度の認定商品を決定しました。認定式を令和７年２月12日（水）に、グランディエールブケトーカイにて開催しま
す。

２　概　要（各商品の特長等は別紙を参照）

３　認定式（予定）
・日　時　令和７年２月12日（水）午後３時30分～午後４時50分
・場　所　グランディエールブケトーカイ４階「シンフォニー」
　　　　　（静岡県静岡市葵区紺屋町17-1 葵タワー）

R6itadakilist.pdfR6itadakilist.pdf



提 供 日 2024/11/18

タイトル 【訂正】令和５年度「障害者差別解消相談窓口」の相
談状況

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 障害者政策班

TEL 054-221-3599

令和５年度「障害者差別解消相談窓口」の相談状況について

※１ 相談件数に誤りがありましたので訂正します。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい（11月18日14時訂正）  

     

（要旨）
令和5年度に、県及び市町、県専門相談窓口が対応した「障害を理由とする差別に関する相談件数」は、前年度より10件少ない41件であっ
た。

1 相談件数
令和5年度の相談件数は41件で、前年度と比較して10件減少した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）
　　

障害を理由とする差別に関する相談年度
県専門

相談窓口
県 市町 計

その他 合計

H28 20 56 76 27 103
H29 21 27 42 90 112 202
H30 31 22 21 74 110 184
R元 12 11 24 47 102 149
R2 21 8 15 44 84 128
R3 18 6 13 37 85 122
R4 7 2 42 51 90 141
R5 8 0 33 41 74　　73 115　　114

R5-R4 1 ▲2 ▲9 ▲10  ▲16　▲17  ▲26　▲27
　　　

※その他は、障害福祉サービスや日常の困りごとに関する相談など
※平成28年４月の障害者差別解消法施行にあわせて、県及び市町に障害を理由とする差別に関する相談窓口を設置。
※平成29年４月に施行した「静岡県障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例」に基づき、同年６月から、一般社団法人静岡県社
会福祉士会に運営を委託し、より専門性の高い専任の相談員を配置した「県専門相談窓口」を開設。

 
２　　分野
　　「交通機関の利用」に関する相談が最も多く、次いで「商品販売・サービス提供」に関するものが多かった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

分野 不当な差別的取扱い 合理的配慮の不提供 計
福祉サービス 0 1 1
医療 1 3 4
商品販売・サービス提供 4 6 10
労働及び雇用 1 0 1
教育 2 0 2
建築物の利用 1 0 1
交通機関の利用 9 2 11
行政 4 1 5
その他 3 3 6

計 25 16 41

※「不当な差別的取り扱い」とは…障害を理由として、サービスの提供や入店などを拒否すること
※「合理的配慮の不提供」とは…過重な負担を伴わない範囲で、障害のある人の求めに応じて、案内表示等の物理的環境への配慮や会議
等での意思疎通の配慮などの「合理的配慮」を提供しないこと

３　相談者
　　　本人及び家族からの相談が全体の約９.5割を占めた。

相談者 件数 比率
本人 32 78.1％
家族 7 17.1％
福祉団体・事業所 0 0％
企業 0 0％
行政 1 2.4％
その他 1 2.4％

計 41 100％

４　受付方法
　　　電話やメールによる相談が全体の約7.5割を占めた。



受付方法 件数 比率
電話、メール 31 75.6％
来庁 8 19.5％
その他 2 4.9％

計 41 100％

５　相談への対応
事実確認や対象事業者等との調整、相談者への助言など、窓口職員が解決に向けた働きかけを行っているほか、相談後に改めて市民や対
象事業者等に対してチラシを配布するなど、啓発活動も実施している。
　　　

相談への対応内容 件数 比率
事実確認、対象事業者等との調整 16 39％
相談者への助言 2 4.9％
担当部署、窓口等紹介 6 14.7％
差別解消法等趣旨説明、資料提供 1 2.4％
傾聴のみ 14 34.1％
その他（支援機関と情報共有等） 2 4.9％

計 41 100％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜参考＞相談窓口について

○県専門相談窓口（静岡県総合社会福祉会館４階）

　・相談日時：火・水・金　10：00～16：00

　・電話番号：054-252-9800

　・FAX番号：054-252-0016

　・E-MAIL：soudan-csw@yr.tnc.ne.jp

○県及び各市町の障害者差別解消に関する相談窓口一覧は、県ホームページに掲載

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shogaifukushi/kyoseishakai/1002995/1023617.html

mailto:soudan-csw@yr.tnc.ne.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shogaifukushi/kyoseishakai/1002995/1023617.html


提 供 日 2024/11/18

タイトル 静岡県こどもの居場所応援基金への寄附金目録贈呈式
（特定非営利活動法人ＣｏＣｏＬｏ）

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

静岡県こども の居場所応援基金への寄附金目録贈呈式
（特定非営利活動法人ＣｏＣｏＬｏ）

　
　県では、こども食堂や学習支援などのこどもの居場所づくりに取り組む団体等の運営を支援するため、個人や企業の皆様からの寄附
金を募集しています。
　このたび、特定非営利活動法人ＣｏＣｏＬｏから寄附の申出があり、贈呈式を行います。
　同法人副理事長から、副知事に目録をお渡しいただいた後、副知事から感謝状をお渡しします。

１　寄附者
　　特定非営利活動法人ＣｏＣｏＬｏ

２　寄附金額
　　2,842,137円

３　寄附金目録贈呈式

(1)日時
　　 令和６年１１月2 2 日( 金) 　午後１時2 5 分から（予定所要時間：20分）

(2)場所
      静岡県庁東館５階　森副知事室

(3)出席者
   　特定非営利活動法人ＣｏＣｏＬｏ副理事長　 吉國　眞一様
　　 株式会社ウエストエネルギーソリューション営業本部執行役員副部長　　岡田　良樹様
　   静岡県副知事　 森 貴志

(4)内容
　　 寄附金目録贈呈式、写真撮影、歓談

◆寄附金の使いみち
　いただいた寄附金は、県費と合わせて、社会福祉法人静岡県社会福祉協議会を通じ、県内のこどもの居場所づくりに取り組む団体等
に対して助成金として贈呈します。

◆こども の居場所づく り を応援するための寄附を随時募集しています
・個人の方は、ふるさと納税を利用した寄附となります。
・法人の場合は、法人税の算出にて、寄附額の全額を損金に算入することができます。なお、本社が県外に所在し、寄附額が10万円以上
の場合は、企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）の優遇措置が受けられます。



提 供 日 2024/11/18

タイトル 令和６年度介護技術コンテストを開催します！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2314

専門職である介護職が日頃磨いた技術を競う！
『令和６年度介護技術コンテスト』を開催します！！

１　概要
　　介護職員が日頃の業務で身につけた介護技術を競うことにより、介護技術の向上を図るとともに、県民へ介護職の専門性及び
魅力を発信することを目的とし
　て、令和６年度静岡県介護技術コンテストを開催します！
　　
　　会場では将来の介護福祉士を目指す介護福祉士養成施設から学生19名が運営に参加して大会を盛り上げます！

２　開催日時・場所
　　日時：令和６年11月23日（土）午前10時から午後４時まで
　　　　（開場：午前９時30分）
　　場所：静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」10階
　　　　（静岡市駿河区東静岡２-３-１ ）
３ 内　容　

時間割 内　容 詳　細

10：00～10：08 開会式 健康福祉部長から開会挨拶
介護福祉士会会長から挨拶

10：08～10：20  競技説明　

10：20～14：20 競　技
テーマ１：看取り期のケア「食事支援」部門
テーマ２：看取り期のケア「体位変換支援」部門
※12：00～13：00　昼休憩

14：30～15：15 イベント
福祉レクリエーション講義・実技（おみくじ、
じゃんけんゲーム、体操）
（静岡県レクリエーション協会協力）

表彰式
福祉長寿局長から知事賞（最優秀賞）
県介護福祉士会から県介護福祉士会会長賞15：20～16：00

閉　会 記念撮影
　　※その他会場内でニュースポーツ（モルック、スカットボール）の
　　　体験コーナー等も設けています

４ 問合せ先
　 県介護保険課介護人材班（TEL054-221-2084）　

５ 留意事項
　 取材を希望される場合には、事前に県介護保険課介護人材班まで
　 御連絡ください。



提 供 日 2024/11/18

タイトル 【取材案内】文化財クローズアップ　特別見学会・講
演会を開催 ～「しずおか遺産」日本平と草薙の文化財
をさぐる～

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-2554

【取材案内】文化財クローズアップ　特別見学会・講演会を開催
～「しずおか遺産」日本平と草薙の文化財をさぐる～

　
　県では、毎年「ふじのくに文化財オータムフェア」のメイン事業「文化財クローズアップ」として、県内の文化財に注目した特
別見学会と講演会を開催しています。
　今年は、「しずおか遺産」に認定した日本平とその周辺地域である草薙の文化財をテーマに開催します。
　ぜひ、取材をお願いします。

１　開催日　令和６年11月24日（日）

２　概要

特別見学会 講演会
時間 　10:00～12:00 　14:00～16:30

会場 【集合】静岡県立美術館第２駐車場
　（静岡市駿河区谷田43-１）

　静岡県立美術館講堂
　（静岡市駿河区谷田53-２）

参加 　予定人数約70名 　予定人数約80名

内容

　草薙地域の文化財を、専門家の解説を聞きながら巡り
ます（静岡大学考古学研究室の学生も登場）。
・草薙神社　・瓢箪塚古墳
・谷田古墳群
・古墳群出土品（県立中央図書館）

・「有度山と草薙神社の龍勢花火」
　松田香代子　静岡県民俗学会理事

・「昭和初期の日本平
　　―神社建設構想と日本新百景」
　西田かほる　静岡文化芸術大学教授

主催：しずおか遺産活用推進実行委員会(静岡県、静岡市)、静岡県文化財保存協会

３　ホームページへのアクセス
　ふじのくに文化財オータムフェア
　https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkazai/1054974.html

４　問合せ先　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課　054-221-2554

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkazai/1054974.html


提 供 日 2024/11/18

タイトル ふじのくに芸術祭2024合唱コンクールを開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

ふじのくに芸術祭2024合唱コンクールを開催します！

ふじのくに芸術祭は県内最大の総合芸術祭で、コンクールや展覧会など、様々なイベントを一年を通して県内各地で楽しむことができます。
その芸術祭イベントの一つとして、合唱コンクールを下記により開催します。
鑑賞は入場無料、事前申込不要です。県内26のアマチュア合唱団による、年齢、声種様々な合唱をお楽しみください。

１　開催日時
　　令和６年11月24日（日）　開場10：10、開演10：30

２　会場
　　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
　　中ホール・大地（静岡市駿河区東静岡2-3-1）

３　入場料
　　無料で鑑賞できます。直接会場へお越しください。

４　出演（※コンクール部門のみ審査を行います）
【オープン参加部門】３団体
【ジュニア部門】２団体
【アンサンブル部門】４団体
【コンクール部門】16団体
【招待演奏】１団体（2023芸術祭賞受賞団体）

５　その他
 　 (1) 成績発表は、当日、閉会式にて行います。
　　　　（「ふじのくに芸術祭2024」ホームページにも掲載予定）

 (2) 入賞団体は、令和７年２月16日（日）「ふじのくに芸術祭春の祭典」で表彰予定です。

６　問い合わせ先
　  静岡県合唱連盟　担当：真栄田
　  TEL：070-5448-9215
　　（昨年の様子）



提 供 日 2024/11/18

タイトル NECプラットフォームズレッドファルコンズが
中学生に直接指導を行います。

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班　田平

TEL 054-221-3177

　
　県では、子どもたちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
　今回は、NECプラットフォームズレッドファルコンズの選手やコーチが、ソフトボール競技に取り組む県内中学生約100名を対象
にクリニックを開催します。

１　日　時　　令和６年11月23日（土)　９時30分から15時15分

２　会　場　　吉田町立吉田中学校　グラウンド（榛原郡吉田町住吉230）

３　参加者　　静岡県内中学校ソフトボール部員及び指導者　約100名

４　講　師　　ＮＥＣプラットフォームズレッドファルコンズ選手及びコーチ

５　日　程　　開講式 　            　 9:30～ 9:40
              クリニック（午前の部）  9:40～12:00
　　　　　　　昼食・休憩　　　　　　 12:00～13:00
　　　　　　　クリニック（午後の部） 13:00～15:00
　　　　　　　閉講式・写真撮影等 　　15:00～15:15

６　その他　・取材希望の方は、11月22日(金)16時までに、別添「取材申込書」にてお申し込みください。中止の際には御連絡い
たします。
　　　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。

７　問い合わせ先
　　　　　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（田平）
　　　　　　　電　話　　　054-221-3177　　 FAX　054-221-2980

leaflet.pdfleaflet.pdf



提 供 日 2024/11/18

タイトル 【広告主募集】自動車税（種別割）封筒の有料広告を
募集

担　　当 経営管理部 税務課

連 絡 先 企画管理班

TEL 054-221-3602

　静岡県では自動車税（種別割）の封筒裏面への有料広告を募集しています。広告入り封筒は、令和７年４月末頃に自動車の所有
者等へ約97万通発送予定です。自動車所有者等にターゲットを絞ったPR広告として大変効果的です。
  広告掲載を御希望される場合は、下記の県ホームページに掲載の募集要項等を御確認の上、お申込みください。

１　ポイント
（１）広告効果
　　・静岡県の通知書だから一度で県内全域にPRできる！
　　・自動車税だから自動車の所有者等へ確実に届く！
　　　（ターゲットをしっかり絞れる）
　　・封筒１通に広告１枠だから広告が認識されやすい！
　　　（他の広告に埋もれない）
　　・税金の封筒だから、手元にとどまりやすい！
　　　※　過去の活用例：中古車買取、自動車保険、カードローンなど

（２）広告費用
　　・１通あたり約2.0円（過去５年間平均）
　　　※　計算のもととなる契約金額は各年度の応募状況等により変動

２　申込み後の流れ
（12月～１月末）
　　申込書・広告素案の提出→見積書の提出→広告主決定、契約、原稿確認

（４月末）
　　広告入り封筒の発送

３　申込方法と申込期限
（１）申込方法
　　　静岡県税務課ホームページから申請書をダウンロードのうえ広告素案を添付して提出

（２）申込期限
　　　令和６年12月16日（月）午後５時必着（メール提出可）

４　ホームページ
　　案内チラシ、募集要項、封筒レイアウトイメージ、関連規定、過去の活用（契約）・実績等を掲載しています
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/zei/topics/1011860.html
　　※　検索サイトで「静岡県　封筒広告　自動車税」で検索

　　

５　問合せ先
　　静岡県税務課　054-221-3602（企画管理班）

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/zei/topics/1011860.html


提 供 日 2024/11/18

タイトル 令和６年度第２回静岡県水難事故防止対策協議会の開
催

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 静岡県水難事故防止対策協議会事務局

TEL 054-221-2269

今年の水難事故の状況を振り返り、
構成機関の活動について報告・情報共有を行います。

　令和６年度第２回静岡県水難事故防止対策協議会を開催します。
　今回の協議会では、今年の水難事故の状況や、構成機関の取組等の報告・情報共有を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 記

１ 日 時　　　令和６年11月25日（月）　午後１時30分～

２ 場 所　　　静岡県庁別館５階　危機管理センター（西）

３ 構成機関　静岡県、静岡県警察本部、静岡県消防長会、
　　　　　　　　　 清水海上保安部、下田海上保安部、御前崎海上保安署、
　　　　　　　　　 静岡地方気象台、静岡県赤十字水上安全奉仕団、
　　　　　　　　　 静岡県ライフセービング協会　等
　　　　　　　　　
４ 議 題　　  （１）夏期における気象状況
　　　　　　　　　（２）夏期における水難・海難事故発生状況
　　　　　　　　　（３）今年度の活動実績
　　　　　　　　　（４）御浜海水浴場外で発生した事故について
　　　　　　　　　（５）その他
　　　　　　　　　

５ 表 彰（感謝状の贈呈）
     議事に先立ち水難事故防止の普及啓発に関して顕著な功績があった
　 １名、２団体を表彰します。

　（１）個人

     受賞者：伊藤　俊輔（いとう　しゅんすけ）

     　 功績：警察の警備艇船長として勤務し、清水港を中心とした海上パトロール、関係機関との合同訓練や広報活動を
積極的に行い、
　　　　　　　 海上における水難事故防止に努めている。
　　　　　　　 また、港内立入り禁止場所に侵入する不法侵入被疑者を検挙するなど、その功績は顕著である。

　（２）団体

     受賞者：富士山清水港クルーズ株式会社

     　 功績：長年にわたり、海の安全運動の期間中、清水港内遊覧中において、ライフジャケットの常時着用等に係る船
内放送を精力的に実施した。
 　　　　　　　また、「海の安全運動実施中」の横断幕を設置して同運動の効率的な周知活動等を展開した。

　　受賞者：一般社団法人　ふじさん駿河湾フェリー

     　 功績：長年にわたり、海の安全運動の期間中、カーフェリー「富士」において、ライフジャケットの常時着用等に係る
船内放送を精力的に実施した。
 　　　　　　　また、「海の安全運動実施中」の横断幕を設置して同運動の効率的な周知活動等を展開した。
　　　　　　　　
　
６ 参 考（１月から９月までの事故発生状況）
・ 事故発生件数は38件、事故者総数は39人
　（前年同期間との比較で発生件数14件減、事故者数18人減）
・ 死亡者は13人、負傷者は５人

　（前年同期間との比較で死亡者２人減、負傷者は８人減）

　【発生件数等】（１月～９月）
内訳年次 発生件数 事故者総数(人)

死亡者 行方不明者 負傷者 無事救出
令和６年

※ 38 39 13 1 5 20

令和５年 52 57 15 0 13 29
※令和６年の数値は速報値



提 供 日 2024/11/18

タイトル 全国知事会議の開催

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局知事戦略課

連 絡 先 知事戦略班

TEL 054-221-3769

（要旨）
　全国知事会議が次のとおり開催されますのでお知らせします。
　本県からは鈴木知事が出席予定です。

（会議概要）
１　日時、場所
（１）日時：令和６年11月25日（月）13:00～14:45
（２）会場：都道府県会館３階　特別会議室
　　　　　　　※取材会場モニタールーム『知事会会議室』（都道府県会館３階）

２　次第案
（１）開会
（２）会長挨拶
（３）議題
　　・地方創生、子ども・子育てに係る提言等 ７議題程度

３　取材申込について
　・別添の全国知事会議取材要領を御確認ください。
　・都道府県会館での取材を希望される方は、以下のURLから
　　11 月22 日 （ 金 ） 正午 までに全国知事会へお申し込みください。
　・申込先
　　　https://forms.office.com/r/nEPsw4Cdn2
　　　　※上記URLにアクセスできない場合は、別紙２に記載の上、
　　　　　次のメールアドレスへ送付（cho3adm@nga.gr.jp）

４　会議資料について
　・会議資料は11月22日（金）に全国知事会ＨＰへ掲載される予定です。
　　※  当日 、 資料配付 は 行 いませんので 、 予 めご 了承 ください

５　配信について
　　当日は以下の URL にて中継配信をします。
　　
　　　全国知事会議：https://youtube.com/live/Z-jeTXazF00?feature=share
 　　　記者会見 ：https://youtube.com/live/0MD0CZptW-U?feature=share

６　問い合わせ先
　　全国知事会　総務部　　　高柳、近重 TEL　03-5212-9127
　　　　　　　　調査第三部　岡村、川田 TEL　03-5212-9134

https://forms.office.com/r/nEPsw4Cdn2
mailto:cho3adm@nga.gr.jp
https://youtube.com/live/Z-jeTXazF00?feature=share
https://youtube.com/live/0MD0CZptW-U?feature=share


提 供 日 2024/11/19

タイトル 県議会の会派所属議員の異動

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

ふじのくに県民クラブから11月17日執行の県議会議員補欠選挙で当選した菅沼泰久議員（湖西市選出）が入会した旨の所属議員異

動届（11月18日付）が議長宛て提出され、各会派の構成は次のとおりとなりましたので、お知らせします。

会　　派　　名 所属議員数

　　自民改革会議 ４１人　

　　ふじのくに県民クラブ １７人　

　　公明党静岡県議団 ５人　

　　無所属　 　　　　５人　

合　　　　　計 　　　　 ６８人



提 供 日 2024/11/19

タイトル 静岡市清水区日の出地区のマイクログリッド運用に係
る協定書を締結しました

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課,交通基盤部

港湾局港湾企画課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

静岡市清水区日の出地区のマイクログリッド運用に係る協定書を締結しました！！

※ 本件については、鈴与商事、電源開発、静岡市、静岡県が同日付で記者発表しています。

１　要旨
　　鈴与商事株式会社は、静岡市清水区日の出地区における清水港管理局が所有す
　る県有施設等にPPA方式で設置したソーラーパネルによるクリーンエネルギーと、
　蓄電池及びエネルギーマネジメントシステムを組み合わせた地域マイクログリッ
　ド（以下「ＭＧ」）の構築を進めています。
　　ＭＧの運用にあたり事業者、静岡市、県で構成するコンソーシアムを組織し、
　各構成員の役割分担を明確にするため、11月11日に基本協定を締結しました。

２　事業の概要
　・平常時は太陽光発電設備と蓄電池をエネルギーマネジメントシステムで最適運
　　用することで、再エネを最大限有効活用
　・停電時は系統から切り離し、地域ＭＧ内に電力を供給
　・港湾周辺のカーボンニュートラルポート形成促進とともに、地域の防災力向上
　　に寄与
　

３　基本協定の内容
項目 内容

協定名称 地域マイクログリッドの運用に係るコンソーシアム基本協定書
目的 大規模停電が発生した場合等に備え、本ＭＧの運用に係るコンソーシアムを組織し、本業務の遂行のため

に必要な事項を定める。
電力供給範囲 静岡市清水区日の出エリアの一部

代表者 鈴与商事(株)
参加団体 鈴与商事(株)、静岡県、静岡市、中部電力パワーグリッド(株)、電源開発(株)、鈴与電力(株)
主な役割 ＜平常時＞

・鈴与商事：太陽光により発電、電力供給
・電源開発：ＭＧ内の需給モニタリング
・鈴与電力：ＭＧ内需要家への電力供給
＜非常時＞　系統から切り離し、ＭＧ内で電力需給
・鈴与商事：太陽光により発電、ＭＧ内への電力供給
・静岡県、静岡市：ＭＧ運用を支援（地元住民への説明対応等）
・中部電力パワーグリッド：系統からの切離し及び再接続



提 供 日 2024/11/19

タイトル 「静岡県農業女性マルシェ in 静岡県庁」の開催

担　　当 経済産業部 農業局農業ビジネス課

連 絡 先 担い手育成・支援班

TEL 054-221-2629

「静岡県農業女性マルシェ in 静岡県庁」の開催について

　静岡県では、農業漁業分野における⼥性の活躍を推進しています。このたび、県内⼥性農業者の情報発信ならびに、開発加工品等の販路拡大
を目指し、マルシェを開催します。
　野菜・みかん・お茶・お菓⼦・多⾁植物・苔・しらすなど⽣産者等が販売いたしますので⼀般県⺠の方の来場もお待ちしております。

１　⽇　時　　令和６年1１⽉22⽇（⾦）
　　　　　　　　10時から15時まで

２　会　場　　静岡県庁本館１階職員組合展⽰場（静岡市葵区追⼿町９番６号）

３　出品者等
　　県内で農業に従事する⼥性農業者8名
　　

No 出店者 提供品目
1 ⽯神製茶 緑茶　和紅茶　フルーツ和紅茶　焼き菓⼦
2 ⻄村農園 ほうじ和紅茶、和紅茶 等の試飲販売
3 カネ⻑水産 シラス・佃煮
4 カウベル 牛乳まんじゅう・ミルクキャラメル
5 柑味処上朝倉農園 中⽣みかん（南柑20号）、野菜
６ Happy Farm ⽶、卵、藁（ウサギ、小動物⽤）野菜
７ 株式会社モスファーム 苔
８ やまはる園芸 多⾁植物・柿

４　問い合わせ先
　　静岡県経済産業部農業局農業ビジネス課
 　 TEL︓054-221-2629、E-mail︓nougyoubiz@pref.shizuoka.lg.jp
　　URL︓https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1040081/1066520.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/nogyoshinkou/1040081/1066520.html


提 供 日 2024/11/19

タイトル 令和６年11月23日(土・祝)に薬学部進学セミナーを開
催します。～静岡県立大学薬学部見学コースの開催～

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事課

TEL 054-221-2412

令和６年11月23日(土・祝)に薬学部進学セミナーを開催します。
～静岡県立大学薬学部見学コースの開催～

　県では、県内の高校生を対象に、将来の地域医療を担う薬剤師を目指す人材育成をするほか、生徒御自身の進路選択の一助としていた
だくため、県内の高校生とその保護者を対象に今年度より薬学部進学セミナーを開催します。
　本セミナーは２回予定しており、第１回目の「静岡県立大学薬学部見学コース」では、県立大学教授等の講師による講話や県立大学薬学部
の施設見学（模擬薬局）を行います。
　なお、第２回目は、「病院薬剤部・薬局コース」と題して、静岡県内の病院及び薬局の見学を12月14日(土)に開催します。
　
　　
１　開催日時
　　　令和６年11月23日(土・祝)午後１時から午後４時30分まで
　　
２　開催場所
　　　静岡県立大学草薙キャンパス（静岡市駿河区谷田52-1） 集合・解散

３　参加人数
　　　60名（高校生：38名、保護者：22名）
　　
４　内容
　　　・静岡県立大学、静岡県薬剤師会、静岡県病院薬剤師会及び進学予備校の講師に
　  　　よる薬学部への進学、大学生活、薬剤師の仕事に関する講話
　　　・静岡県立大学薬学部の施設見学（模擬薬局） など
　　
５　スケジュール
　　　13:00～13:10　オープニング（開会挨拶・日程注意事項説明） 
　　　13:10～13:40　「薬局薬剤師の仕事」に関すること （公益社団法人静岡県薬剤師会） 
　　　13:40～14:10　「病院薬剤師の仕事」に関すること（静岡県病院薬剤師会） 
　　　14:20～14:50　「薬学生の生活」に関すること（静岡県立大学薬学部） 
　　　14:50～15:20　「最近の薬学部の傾向」に関すること（進学予備校）  
　　　15:30～16:20　静岡県立大学薬学部(模擬薬局)の見学 
　　　16:20～16:30　アンケート
　　　16:30　　　　 　 閉会

６　その他
　　　・薬事課ホームページ
　　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/yakuji/1066829.html
　　　・第２回目の「病院薬剤部・薬局コース」は、別途記者提供します。

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/yakuji/1066829.html


提 供 日 2024/11/19

タイトル 【取材依頼】介護離職防止セミナーを開催します。

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班　澤田

TEL 054-221-3250

県内企業・団体経営者、管理者を対象に、介護離職防止セミナーを開催します！

（要旨）
　社会の高齢化が進むと同時に、企業・団体従業員の中には、家族が認知症等になり、働きながら介護をせざるを得ない「ビジネ
スケアラー」となる方が近年増加傾向にあります。
　一方、令和６年５月に改正育児休業法が公布されるなど、従業員の介護離職防止に関しては、各企業・団体の取り組みが求めら
れています。
　こうした現状を踏まえ、県内企業・団体経営者、管理者を対象に、介護離職防止セミナーを開催いたします。

１　主  催
　　静岡県、しずおか健康長寿財団

２　日　時
　　令和６年11月22日（金）　午後１時30分から午後４時00分まで
　　　　　　　　
　　　
　　　
３　場　所
　　浜松市福祉交流センター
　　（浜松市中央区成子町140-8）

４　対象者
　　県内企業・団体の経営者、管理者

５　講座内容（講師）
　　(1)介護離職防止に関連する法令について（静岡労働局）
　　(2)介護離職防止対策について（（一社）日本顧問介護士協会）
　　(3)企業の取り組み事例報告　（杏林堂薬局株式会社、木内建設株式会社、株式会社ＴＯＫＡＩホールディングス）

６　その他
　　取材時は事前に福祉長寿政策課（054-221-3250）までご連絡ください。

７　セミナー開催時の様子（過去開催日）

　  (1)静岡労働局による関係法令解説 

　　  
　
  　(2)（一社）日本顧問介護士協会による講義 



                               
   
    (3)企業の取組事例報告

　　　



提 供 日 2024/11/19

タイトル 静岡県盛土等対策会議（第１回）を開催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局盛土対策課

連 絡 先 くらし・環境部　環境局盛土対策課

TEL 054-221-3302

　 静岡県盛土等対策会議 （ 第 １ 回 ） を 開催 します 。

盛土等に関する事案について協議し解決を図るため、
静岡県盛土等対策会議（令和６年度第１回）を下記のとおり開催します。

１　日　時　令和６年11月22日(金）午後３時から午後３時20分（予定）

２　会　場　県庁別館９階第１特別会議室

３　議　題　
　　・盛土規制法による規制の開始に伴う関係規程の整備について
　　・静岡市葵区杉尾・日向地内における不適切盛土の行政代執行について

　　　　　４　出席者　森副知事（座長）、危機管理部長、経営管理部長、
　　　　　　　　　　　くらし・環境部長、くらし・環境部理事（水資源担当）、
　　　　　　　　　　　経済産業部長、農林水産担当部長、
　　　　　　　　　　　交通基盤部長及び県警察本部生活安全部長

５　備　考　報道関係者におかれては、以下の内容を御承知おきください。
　　　　　・会議は公開で行います。
　　　　　・会議終了後に各担当部局にて取材をお受けします。
　　　　　・「静岡市葵区日向地内における不適切盛土の行政代執行」につい

　ては、 同日15 時30 分から県政記者室（東館４階)にて記者レクで
　お受けします。



提 供 日 2024/11/19

タイトル 毎日のくらしにエシカルを１つプラスしませんか？～
プラス・エシカルマルシェを開催します！～

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2175

毎日のくらしにエシカルを１つプラスしませんか？
～プラス・エシカルマルシェを開催します！～

　県では、エシカル消費（※）について知っていただき、実践のきっかけとしていただくため、県内の事業者が集まり、エシカル
な商品の販売やワークショップを行う「プラス・エシカルマルシェ」を開催します。
私たち一人ひとりの小さな選択（商品の購入）が、地球温暖化や貧困など、社会が抱える様々な課題の解決や持続可能な地域づ

くりに貢献し、未来の人々の幸せにつながります。
毎日のくらしに、普段の買い物に、エシカルを１つプラスしてみませんか？

※エシカル消費…人や社会、環境に配慮した消費行動（例：フェアトレード商品、授産品、地場産品、オーガニック製品、環境認
証ラベルのついた商品等の購入）

１　日時　令和６年11月30日（土）・12月１日（日）午前10時から午後５時まで

２　場所　イオンモール浜松市野　１階　シンフォニーコート
　　　　　（浜松市中央区天王町字諏訪1981-3）
３　内容
 （１）販売事業者

事業者名 取扱商品等（予定）
mi-suke アップサイクル雑貨・アクセサリー等
生活クラブ生活協同組合　静岡 環境や健康に配慮した調味料、お菓子等
LOLOSITOA フェアトレード食品、環境に配慮して作られた雑貨等
善光園 有機栽培・自然栽培のお茶
遠州綿紬　ぬくもり工房 遠州綿紬を使用した雑貨等
zakka+fairtrade　晴天 フェアトレード雑貨・食品等
静岡文化芸術大学「りとるあーす」 カスカラティー、フェアトレードタオル
Naturest 自然栽培の野菜や果物を活用した焼き菓子等
浜松メープルシュガー工房（11/30のみ） オーガニックメープルシュガー等
ひかり農園（11/30のみ） 有機栽培の野菜
Chouette ami（12/1のみ） 静岡県産の野菜・果物を使用した「腸食バー」等
菓子巧房　ほほえみ（12/1のみ） 廃棄レモン、地元素材を使用したレモンケーキ等
友愛のさと　わごむ（12/1のみ） 障害のある方が制作した雑貨等

 （２）ワークショップ
事業者名 実施内容（予定）

mi-suke 手回しミシンでエコバッグ作り
遠州綿紬　ぬくもり工房 遠州綿紬のはぎれを使った干支飾り作り
静岡文化芸術大学「りとるあーす」 フェアトレード紙のポストカード作り
Naturest 農薬・肥料を使わずに育てた野菜からの種取り
　
４　主催者　静岡県

５　その他　
　取材をしていただける場合は、11月22日（金）までに県民生活課（担当：髙橋）まで御連絡ください。期日を過ぎて取材を希望
される場合は別途御相談ください。
　詳しくは、県ホームページを御覧ください。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shohiseikatsu/shohiseikatsuinfo/1066282.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shohiseikatsu/shohiseikatsuinfo/1066282.html


提 供 日 2024/11/19

タイトル 静岡県特別職報酬等審議会答申及び意見に対する知事
コメント

担　　当 経営管理部 人事課

連 絡 先 給与班

TEL 054-221-2946

　11月19日、静岡県特別職報酬等審議会から特別職職員の報酬等の額について答申及び意見がなされました。
　この答申及び意見に対する知事コメントは以下のとおりです。

【知事コメント】
　特別職職員の報酬等については、原則として知事の４年の任期のうち、早い段階で１度、特別職報酬等審議会を開催し、改定の
必要性について審議いただいております。

　今回の審議会においては、特別職職員の報酬・給料の水準に加えて、一任期中の総支給額の観点から、期末手当、退職手当の水
準についても御審議をお願いしたところです。

　審議会においては、国や他県の状況などを踏まえて議論していただき、給料・報酬については、現行の額を引き上げ、期末手当
については、従来の審議会の議論に基づき、国家公務員の特別職に合わせて改定し、退職手当については、現行の支給率を据え置
くことが適当であるとの答申をいただきました。

　私としては、 本日提出 された 答申 を 尊重 し 、 今後 、 本県 の 特別職職員 の 報酬等 の 額 を 改定 するための 条例 の 改正 を 提案 してまい
 りたいと考えております。



提 供 日 2024/11/19

タイトル 浜岡原子力発電所周辺環境安全連絡会専門部会の開催

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先

TEL 054-221-2078

－浜岡原子力発電所周辺環境安全連絡会専門部会を開催します－

県、５市２町
※
及び中部電力株式会社で締結する「浜岡原子力発電所の周辺市町の安全確保等に関する協定」に基づき、５市２町の地域に

おける環境の安全を確認するため専門部会を開催する。
（※島田市、磐田市、焼津市、藤枝市、袋井市、吉田町、森町）

１　日　　時　令和６年11月22日（金）14時00分から15時00分まで

２　場　　所　島田市役所４階　第２委員会室
　　　　　　　　　（島田市中央町１－１）

３　出席予定者
・静岡県：環境放射線監視センター所長、原子力安全対策課長
・５市２町：危機管理部門課長
・中部電力（株）：静岡支店長代理
　　　　　　　　　　浜岡原子力発電所放射線管理課長

４　議　　事
　 (1)　浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果の報告について 
   (2)　５市２町の地域における環境放射能調査結果の確認について
　 (3)　浜岡原子力発電所周辺環境安全連絡会専門部会の開催方法の変更案について

５　報　　告
浜岡原子力発電所の現況について

６　備　　考　当日の会議は、報道機関に公開いたします。事前の申込は不要ですが、取材準備に関して、13時45分までに機材等の準備を
お願いします。

７　問合せ先　事務局：島田市危機管理課危機管理担当
担当：大池、杉山
電話：0547-36-7320



提 供 日 2024/11/19

タイトル 統計功労者と統計グラフコンクール入賞者を表彰～令
和６年度県統計功労者表彰式～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2242

統計功労者と統計グラフコンクール入賞者を表彰
～令和６年度県統計功労者表彰式～

１　要旨
　　統計の発展に長年御尽力いただいた統計功労者（統計調査員及び調査対象事業所）を表彰する県統計功労者表彰式を行いま
す。
　　あわせて、第72回県統計グラフコンクールにおいて、優秀な成績を収めた児童生徒を表彰するとともに、優秀作品を展示しま
す。
　（注）コンクールの各奨励賞も表彰・展示します。

２　表彰式の概要
　（１）日　時　令和６年11月28日（木）　午後１時30分から３時30分（予定）
　（２）会　場　しずぎんホール　ユーフォニア（アゴラ静岡ビル８階）
　　　　　　　　住所：静岡市葵区追手町１番13号
　（３）主　催　静岡県、静岡県統計協会
　（４）受賞者　・統計功労表彰
　　　　　　　　　　統計調査員　127名
　　　　　　　　　　調査対象事業所　19事業所
　　　　　　　　・統計グラフコンクール（特別賞、奨励賞）
　　　　　　　　　　小学生　25名、中学生　12名　高校生以上　２名
　　　　　　　　　　優秀校　６校
　（５）参加者　約200名
　　　　　　　　・統計功労表彰受賞の統計調査員・事業所及び関係者
　　　　　　　　・統計グラフコンクール入賞者及び関係者

３　式次第
　（１）主催者挨拶
　（２）祝辞、来賓紹介
　（３）表彰　・統計功労者表彰
　　　　　　　・令和６年叙勲・褒章受章者の紹介
　　　　　　　・統計グラフコンクール表彰

４　主な来賓　・総務省統計局統計調査部長
　　　　　　　・静岡県議会議長

５　統計グラフコンクール優秀作品展
　　　会場ロビーに優秀作品を38点展示



提 供 日 2024/11/20

タイトル 住民監査請求の受理

担　　当 監査委員事務局 監査課

連 絡 先 監査班

TEL 054-221-2927

訴訟委任契約等に係る支出に関する住民監査請求を令和６年10月17日に受け付け、11月18日に監査委員協議会を開催し、要件審査を

行った結果、これを受理して、監査を実施することを決定した。

１　請求人　

浜松市中央区雄踏町宇布見5211-1　星野　光央（ほしの　みつお）

２　監査対象機関　

　　静岡県経営管理部法務課
    静岡県経営管理部資産経営課
　　静岡県出納局集中化推進課

３　請求の要旨

だれが。（県の執行機関又は職員）：
静岡県経営管理部財務局資産経営課及び法務課

※顧問弁護士の選定には、法務課も関わっている。また、法務課は訴訟が提起された場合には、全ての文書を受け取っており、この度
の問題ある文書に気づくことは、十分にできた。法務課も文書の検証をしなければならない立場に違いない。

いつ、どのような財務会計行為を行ったのか。：
令和６年２月16日
金　407,000円
訴訟委任契約に基づく報酬額を支出した。
その前提として、顧問契約が存在する。顧問契約は、年間1,430,000円である。令和６年４月、令和５年10月に半金ずつ支払われてい

る。
　

その行為は、どのような理由で違法又は不当なのか。：
原告が、口頭弁論という裁判長も立ち会う場で、謝罪し、訂正し、文書まで提出した内容について、それをそのまま、訂正前のものを持

ち出して、文書を作成し、裁判において提出した。その行為が、とても専門職業家として期待される業務には及ばず、契約の不履行であ
り、違法及び不当である。現時点（令和６年10月17日）においても、この文書が訂正された事実は存在しない。

また、顧問契約も、正当な手続きや適正な評価の上で、顧問契約が結ばれたのか、疑念を抱かざるを得ない。支出が違法及び不当で
ある。

算定された報酬額そのものについては、違法ではないと考えている。

その行為により、どのような損害が県に生じているのか。：
支払った金が、最小の経費で最大の効果を発揮していない。訂正が必要ならば、正されなければならない等、弁護士ができないとす

れば、裁判も不利になる。無駄よりもひどい金の支出となった。静岡県にとっての損害である。
裁判長の心証を害し、裁判が不利に進行させ、静岡県に損害を与えた

どのような措置を請求するのか。：
静岡県の顧問弁護士や案件ごとの弁護士との契約を見直すこと。
顧問弁護士の選定方法を見直すこと。
契約した弁護士が、適法に、適切に業務を遂行しているか、審査、評価、検証する仕組みを作ること。
弁護士が多数存在する中で、有能な弁護士が、静岡県の顧問弁護士に成りたがらないとするなら、その理由は何なのか、その原因を

特定し、解決することは、静岡県にのみ課せられた使命であり、その使命を果たすこと。
上記において、前例踏襲を排すること。

４　今後の予定

地方自治法の規定に従い、令和６年12月16日(月)までに監査結果を出す。（住民監査請求を受け付けた日の翌日から起算して60日以

内）



提 供 日 2024/11/20

タイトル 静岡がんセンターへの寄贈品の贈呈式について～生命
保険協会静岡県協会から車椅子等が寄贈されます～

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

静岡がんセンターへの寄贈品の贈呈式について
～生命保険協会静岡県協会から車椅子等が寄贈されます～

　地域に根ざした社会貢献活動の一環として生命保険協会静岡県協会が取り組む「愛の募金」活動により、車椅子８台及び車椅子
の付属品が静岡がんセンターに寄贈されます。
　この寄贈に際し、下記のとおり寄贈品の贈呈式を執り行います。
　なお、同協会からは、2002年のセンター開院以来2２年にわたり、毎年車椅子などの寄贈をいただいております。

　１　日　時　　2024年11月27日（水）　14時00分から

　２　場　所　　静岡県立静岡がんセンター研究所　1階　ホワイエ

　３　寄贈品　　車椅子　５台　　リクライニング車椅子　３台
　　　　　　　　酸素ボンベ架台　３個　　転倒防止金具　７個　　

 車輪ソフトバンド　２本　駐車ブレーキ10本

　４　出席予定者
　　　　(1)　一般社団法人　生命保険協会静岡県協会
　　　　　　　　沼津地区会長　　　　田島　裕士　様（第一生命沼津支社長）
　　　　　　　　事務局長　　　　　　徳山　秀秋　様
　　　　(2)　静岡県立静岡がんセンター
　　　　　　　　病院長　　　　　　　小野　裕之
　　　　　　　　副院長　　　　　　　水主　いづみ

　５　生命保険協会静岡県協会加盟団体について（沼津地区会員：６社）
　　　第一生命沼津支社、明治安田生命沼津支社、住友生命沼津支社、

日本生命沼津支社、アフラック生命沼津支社、かんぽ生命三島支店（順不同）

※本リリースに関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。
静岡県立静岡がんセンター　マネジメントセンター　

医療広報担当　  TEL 055(989)5222



提 供 日 2024/11/20

タイトル 「高校生による給食コンテスト（中部地域）」の審査
会を開催します

担　　当 経済産業部 中部農林事務所地域振興課

連 絡 先 地域振興班　疋田真左人

TEL 054-286-9281

　令和６年度の「高校生による給食コンテスト」（中部地域）の応募作品について審査会を開催します。
　このコンテストは、高校生が地域の食材を使って小学生向けの給食メニューを考案することで、地場産品への理解を深めること
を目的に、平成２７年度から実施しています。
　今回は、静岡市内の高校１０校から２５５作品の応募がありました。
　優秀な作品は、静岡市内の特別支援学校で給食として提供する予定です。

１　日　時　　令和６年１１月２８日（木）午後２時～４時
　　
２　会　場　　静岡県静岡総合庁舎　本館７階第３会議室
　　　　　　　（静岡市駿河区有明町２－２０）

３　審査員　　静岡県立特別支援学校栄養士等
　　　　　　　（静岡視覚、静岡聴覚、清水、中央、静岡北）
　　　　　　　ふじのくに食の都づくり仕事人　山崎　伴子（鮨処やましち）
　　　　　　　静岡市農業政策課、水産振興課、学校給食課の職員
　　　　　　　静岡市農業協同組合、清水農業協同組合の職員
　　　　　　　静岡県中部農林事務所長

４　審　査　　
　（１）　審査方法　応募書類（レシピ、作品の写真等）による書面審査

　（２）　作品規定　静岡を代表する食材を１品以上使用し、主菜１品と副菜２品
　　　　　　　　　　以上のメニューを作ること
　　　　　※今年のテーマ食材は、「なす」、「ねぎ」、「お茶」、「まぐろ」

　（３）　審査基準　・学校給食で提供できるメニューとなっているか
　　　　　　　　　　・高校生らしい工夫・アイデアが盛り込まれているか　等

　（４）　表　　彰　最優秀賞１点、優秀賞２点　このほかに審査員奨励賞を授与

５　問い合わせ　静岡県中部農林事務所　地域振興課　疋田　真左人・吉坂　忍　
　　　　　　　　メールアドレス　AFO-chubu-chiiki@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:AFO-chubu-chiiki@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/20

タイトル 富士市立東小学校５年生が「お米の食べ比べ」を実施
します！

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村計画課

連 絡 先 農村計画班

TEL 0545-65-2201

【美しく品格のある邑】【美農里プロジェクト】

富士市立東小学校５年生が「お米の食べ比べ」を実施します！

１　要旨
　富士市立東小学校５年生(９名)が、農業に対する理解を深めるための活動として、10月に自ら
収穫したお米（きぬむすめ）と、その他の品種のお米を実際に炊いて「食べ比べ」を行います。
同時に、「はるやま21」役員の髙橋氏から“お米の品種”について学びます！

２　概要

日　時 令和６年11月27日(水)午前９時10分～12時05分　

場　所 富士市立東小学校内（別紙参照）

主催者 はるやま２１・富士市立東小学校

連絡先：0545-34-0274（富士市立東小学校５年担任 近藤）

３　取材について
　取材を希望される方は現地に直接お越しください。

■「ふじのくに美農里プロジェクト」とは？
　静岡県における多面的機能支払交付金制度に基づいた活動の愛称です。静岡県で
は平成19年度からプロジェクトに取り組み、地域の農業を守り、美しい景観や、多
様な生態系をはぐくむ農地や農業用施設を保全し、未来につなぐ地域ぐるみの活動
を支援しています。令和６年10月末時点で250の組織が活動しています。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産
でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「ふじの
くに美しく品格のある邑（むら）」として登録し、情報発信や知事顕彰を行ってい
ます。現時点で155の地域が認定されています。

■はるやま２１
　平成21年に「ふじのくに美農里プロジェクト」の活動組織として設立された当団体は、農地の
保全活動のほか、子どもたちの農業や農村環境への関心を高めるため、地元の小学校と田植えや
稲刈りなどの農業体験を行っています。また、景観形成活動としてスイセンなどの植栽も行って
います。
　当団体が活動する地域一帯は、令和３年度に「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されて
います。



提 供 日 2024/11/20

タイトル ＡＯＩプロジェクト「オープンイノベーション型事業
化促進事業費補助金（SDGs貢献型）」の追加採択

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課先端農業推進室

連 絡 先 先端農業推進室

TEL 055-955-9111

オープンイノベーション型事業化促進事業費補助金
（SDGs貢献型）の追加採択
  
（要旨） 
　静岡県が取り組む「ＡＯＩプロジェクト」において、民間事業者が行う事業化への取組を公募し、審査の結果、１件を追加で採
択しました（令和６年度：計３件）。 
　本事業を通じて、農業関連分野におけるＳＤＧｓへの貢献に向け、科学技術を活用した環境負荷低減と生産性・収益性の向上を
両立する事業化を支援していきます。 
  
○採択事業の概要 

コンソーシアム代表機関 事業計画の内容 

株式会社３MEN:御前崎市

・産業廃棄物を活用したイチゴ向けのバイオ
スティミュラントを開発する。
・廃棄物を削減するとともに、イチゴの収量
増を狙う。

【参考１】
オープンイノベーション型事業化促進事業（SDGs貢献型）の概要 

項　目 内　　　容

補助対象事業
科学技術を活用した環境負荷軽減と生産性・収益性向上を両立させる革新的
な農業生産技術、作業機器等の開発を通じ、農業関連分野におけるSDGs（環
境負荷軽減）への貢献に向けた事業化を進める取組

補助対象者
民間事業者等二者以上で構成された「コンソーシアム」
※民間事業者等のうち半数以上は、静岡県内に事務所又は事業所を有する者
※代表機関は県内民間事業者

補助率 事業の実施に要する経費の２分の１以内
補助期間 ３年以内（事業化目標５年以内）
限度額 1,000万円／年　※3,000万円／３年

【参考２】
・ＡＯＩプロジェクト
　先端的な科学技術の活用による革新的な栽培技術開発を進め、農業の飛躍的な生産性向上を図るとともに、産学官金の参画を得
て、農業を軸とした関連産業のビジネス展開を促進するプロジェクト
・オープンイノベーション
　複数の主体による協働のもと、技術やアイデア、サービス、その他事業化のための資源を組み合わせ、革新的で新しい価値を創
出するイノベーション手法と定義



提 供 日 2024/11/20

タイトル 四県物産展として初の県外開催！「中部横断道四県味
巡り（松本井上アイシティ21）」が開催されます。

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

　四県物産展として初の県外開催！　
「中部横断道四県味巡り（松本井上アイシティ21）」が開催されます。

（要　旨）
令和６年11月27日（水）から12月２日（月）までの６日間、長野県の松本井上アイシティ21において、静岡、山梨、長野、新
潟の四県の特産品を販売する「中部横断道四県味巡り」が開催されます。
令和４年より静岡市内で開催している「バイ・山の洲」物産展に続き、四県が連携する物産展としては、初の県外、長野県で
の開催となります。
11月30日（土）には各県のマスコットキャラクターが集合し、四県の観光や食の魅力をPRします。

１　物産展の概要

開催日時  令和６年11月27日（水）～12月２日（月）
 午前10時から午後７時まで（最終日は午後５時まで）

開催場所  松本井上アイシティ21　１階モール中央特設会場
（長野県東筑摩郡山形村7977）

主 催 等  主催：井上百貨店（株式会社井上）　
 協力：静岡県、長野県、山梨県、新潟県

内　　容

 ・静岡、山梨、長野、新潟の四県の特産品販売
 ・抽選会の実施（賞品：静岡県内観光施設等への招待券）
 ・四県の観光、食のPRコーナーの設置
 ・四県のマスコットキャラクターによるPR　（11月30日のみ）

出 展 者  18事業者※（静岡県：14、山梨県：２、長野県：１、新潟県：１）
　※日替りの出展事業者を含む

（参考）井上百貨店　会社概要
名　称 　株式会社井上
所在地 　長野県松本市深志2丁目3番地1号
代表者 　井上　裕
設立年 　昭和25年２月
資本金 　5,000万円

従業員数 　200名

その他 　令和３年から５年まで、松本井上アイシティ21にて、静岡県産水産物の新たな販
路拡大を目指した県主催の「静岡おさかなマルシェ」を開催



提 供 日 2024/11/20

タイトル 令和６年度マリンオープンイノベーションプロジェク
ト成果発表会の開催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985

【取材依頼】

令和６年度　マリンオープンイノベーションプロジェクト成果発表会の開催
　マリンオープンイノベーション（ＭａＯＩ）プロジェクトの成果発表会を下記日程で開催します。
　ＭａＯＩプロジェクトの研究成果や事業化支援実績の発表に併せて、基調講演「駿河湾の理解とその先　ー深化、進化、親
化ー」を実施します。

区分 内容

日時 令和６年11月22日（金）14時00分から17時00分まで

会場 グランシップ11階　会議ホール風
（静岡市駿河区東静岡二丁目３番１号）
※オンラインによるライブ配信も実施します

内容 １　基調講演
 「駿河湾の理解とその先　－深化、進化、親化－」
  早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構　規範科学総合研究所
　上級研究員・研究院教授　高橋桂子　氏

２　地方大学・地域産業創生交付金事業採択について（静岡市ＢＸ推進課）

３　ＢＬＵＥ ＥＣＯＮＯＭＹ　ＥＸＰＯ開催報告（ＭａＯＩ機構）

４　事業化成果及び研究成果の発表（ＭａＯＩ機構）

５　ポスター発表、意見交換会　※会場参加者のみ
　アンヴァール株式会社、小倉屋株式会社、ケイ・アイ化成株式会社、
　東京科学大学、ドリームファクトリー、株式会社FullDepth、
　焼津水産化学工業株式会社　（五十音順）

主催 静岡県、一般財団法人マリンオープンイノベーション機構

詳細 https://maoi-i.jp/news/4632

（問合せ先）
◇静岡県経済産業部産業革新局新産業集積課
　電話：054-221-2985
　Email:trc@pref.shizuoka.lg.jp
◇一般財団法人マリンオープンイノベーション機構
　電話：054-340-1800
　Email:info@maoi-i.jp

https://maoi-i.jp/news/4632
mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:info@maoi-i.jp


提 供 日 2024/11/20

タイトル 創立５０周年記念行事の開催（県立看護専門学校）

担　　当 健康福祉部 看護専門学校総務課

連 絡 先 看護専門学校総務課

TEL 055-971-2135

静岡県立看護専門学校『創立50周年記念行事』を開催します

本校は、県民の保健・医療・福祉の担い手として活躍できる質の高い看護師及び助産師を育成しています。今年、創立50周年を迎えることか
ら、記念行事を行います。

１　日　時　　令和６年11月28日（木）　午後１時30分から午後４時30分まで

２　場　所　　静岡県立看護専門学校講堂（駿東郡清水町長沢212-1）

３　内　容
○ 記念式典（午後１時30分～午後２時10分）

内容 開式、式辞、設置者挨拶、来賓祝辞・紹介、校歌斉唱、閉式

参加者 在校生、来賓・招待者、学校職員　計240名程度（予定）

来賓・招待者
県議会議員、清水町長、県看護協会長、県助産師会長、
実習施設病院長・看護部長、後援会長等

○ 記念講演及びパネルディスカッション（午後２時15分～午後４時30分）

参加者 在校生、来賓・招待者、学校職員、近隣住民等　計240名程度（予定）

記念講演

講師：
南寿堂医院　院長　岩田　祥吾　氏（駿東郡小山町）
テーマ：
「未来につなぎ、実り、輝く～可能性と縁を自分で拓く～」

パネル
ディスカッション

パネリスト：
南寿堂医院　院長　岩田　祥吾　氏
伊豆保健医療センター　総合診療科科長　清水　啓介　氏
富士いきいき病院　参事（元看護部長）　 松井　千賀子　氏
介護老人保健施設梅名の里　副施設長　柿島　里香　氏

進行：
ヴォイスセラピー実践研究家(元SBSアナウンサー)  上藤 美紀代 氏

(参考）学校概要
昭和49年の開講以来、これまでに約4,000人の卒業生を地域に輩出。平成31年４月には県東部地域初となる助産師養成課程の助産学科

を開設。併せて、校名を「静岡県立看護専門学校」（旧：静岡県立東部看護専門学校）に改称し、県内唯一の県立看護専門学校として県民の
保健・医療・福祉の担い手として活躍できる質の高い看護師及び助産師の育成に取り組んでいる。
<看護１学科>３年課程、看護師になるために必要なことを基礎から学ぶ
<看護２学科>２年課程、准看護師から看護師へのキャリアアップを目指す県唯一の課程
<助産学科>１年課程、看護師学校卒業者が助産師になるために必要なことを学ぶ



提 供 日 2024/11/20

タイトル 災害時動物愛護ボランティアリーダー育成事業の開催

担　　当 健康福祉部 御殿場健康福祉センター衛生薬務課

連 絡 先 衛生薬務課　伊東・田中

TEL 0550-82-1223

災害時はまず、ペットと“同行避難”を!!
～ペットとの同行避難を知る～

１　趣　旨　
     県では、「災害時における愛玩動物対策行動指針」に基づき、平成27年度から「静岡県災害時動物愛護ボランティアリーダー育成事業」
を実施しています。 
     今年度は、御殿場市永原区の協力を得て、避難所等における被災動物の保護管理が円滑に行われるために、ボランティアリーダーの育
成講座を開催します。
　
２　実施主体　　

静岡県御殿場保健所
　　協力　御殿場市永原区、御殿場市環境課、御殿場市危機管理課

（一社）静岡県動物保護協会御殿場支部
　　　　
３  対象施設・日程等
（１)　日時
　　　令和６年11月24日（日）

同行避難訓練　　永原区の方　　　  ８：30～10：45のうち約１時間程度（防災訓練と兼ねています。）　　
　 永原区以外の方　11：00～12：00　　

育成講座(座学)　すべての方　　     13：00～15：00　　
（２)　場所
　　　御殿場市立南中学校 （御殿場市萩原1327番地）
　　　
（３)　報道機関の方へのお願い
　　駐車場の確保のため、取材される際には事前に連絡をお願いします。

　　悪天候等による中止の判断に迷う場合は、下記にお問い合わせください。
　御殿場市危機管理課　危機管理補佐監　杉本　090-3532-9835

https://www.city.gotemba.lg.jp/anzen/a-p-info/a-p-info-01/3018.html　

参加者募集告知　　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介 など

1124bousai.pdf1124bousai.pdf

https://www.city.gotemba.lg.jp/anzen/a-p-info/a-p-info-01/3018.html


提 供 日 2024/11/20

タイトル 【取材依頼】７競技１部門で優勝！ねんりんピックは
ばたけ鳥取2024県選手団成績報告会の開催

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2442

ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４
成績報告会を実施します！

１　概要
　　ねんりんピックはばたけ鳥取2024に静岡県選手団として参加し、優秀な成績を収めた選手が、
　森副知事を訪ね、成果の報告、副知事との懇談を行います。

（１）日　時　令和６年11月21日（木）13時15分から14時まで（予定）
（２）場　所　県庁本館４階　議会特別会議室
（３）参加者　優勝、準優勝、３位受賞者

２　ねんりんピックはばたけ鳥取2024静岡県選手団の成績
（１）競技等
　　　28競技中、優勝７競技を含む16競技(23種目)で入賞

順　位 種　目 氏名・チーム名
マラソン（10km男子70歳未満の部） 吉村友孝
ローイング（高齢者の部（女子）） 沼東ボート部OGクルー
水泳（50m平泳ぎ 60～64歳 男子） 油井靖和
ボウリング（団体戦（2人チーム戦）） 静岡Ａ（藤村由美子、森岡博彦）
サッカー（Ｂブロック） 藤枝フットボールクラブ
囲碁（個人戦／恋山形ブロック） 井上邦彦

優　勝

将棋（個人戦／二十世紀梨 組） 仁藤正三
水泳（25m平泳ぎ 60～64歳 男子） 油井靖和

準優勝
俳句（当日句） 間島あきら
マラソン（3km男子70歳以上の部） 北澤正孝
マラソン（10km女子70歳以上の部） 村松美恵子
弓道（団体戦） 静岡県 弓道
ダンススポーツ（個人戦／チャチャチャ） 杉山 典克、杉山 美子

３位

俳句（当日句） 間島あきら

入　賞
卓球、マラソン、剣道、太極拳、ダンススポーツ、
バウンスボール、囲碁、健康マージャン、ｅスポーツ

（２）美術展結果
　　　美術展は12作品中１作品が入賞（最高賞の厚生労働大臣賞）

賞 氏　名 部門 作品名
厚生労働大臣賞 松川勝昭 日本画 暮色原田駅

３　ねんりんピックはばたけ鳥取2024の概要
（１）会　　期　令和６年10月19日（土）～22日（火）
（２）開催競技　29競技及び６部門
（３）主　　催　厚生労働省、鳥取県、（一財）長寿社会開発センター
　　　共　　催　スポーツ庁

４　選手団成績に関する問合先
　　公益財団法人しずおか健康長寿財団　電話 054-253-4221

※ねんりんピックとは、60歳以上を中心とするスポーツと文化の祭典です。



提 供 日 2024/11/20

タイトル ふじのくに芸術祭2024美術部門「写真展」・障害者文
化芸術部門「文化芸術展」を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

ふじのくに芸術祭2024

美術部門「美術展」・障害者文化芸術部門「文化芸術展」を開催します！

ふじのくに芸術祭2024（第64回静岡県芸術祭）の美術部門「写真展」と今年度から新設の障害者文化芸術部門「文化芸術展」を開催します。

写真展では会期の初日に開会式を実施します。

１　展覧会のご案内

　　会　期　令和６年11月27日（水）～12月１日（日）

　　時　間　午前10時～午後５時30分（入場は午後５時まで）

　　　　　　※最終日の12月１日（日）は午後３時30分まで

　　会　場　静岡県立美術館　県民ギャラリー(静岡市駿河区谷田53-2)

　　　　　　　　     美術部門写真展：県民ギャラリーＢ

　　　　　　　    障害者文化芸術部門文化芸術展：県民ギャラリーＡ

　　　　　　　　　　内　容　ふじのくに芸術祭は県内最大の総合芸術祭で、コンクールや展覧会など、

　　　　　　　　　　　　　　　様々なイベントを１年を通して県内各地で楽しむことができます。

　　　　　　　　　　　　　　　写真展では、 県民 から 公募 した 作品 のうち 、 入賞作品 ほか 約55 点 の 作品 を 展示 します 。

　　　　　　　　　　　　　　　文化芸術展では、地域の皆様から御応募いただいた全ての作品の展示や、

　　　　　　　　　　　　　　　県内の魅力的な活動団体を紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　  両展覧会ともに、どなたでも無料で入場いただけます。

２　写真展開会式のご案内

　　日　時　令和６年11月27日（水）午前10時から10時30分

　　会　場　静岡県立美術館　県民ギャラリー前ロビー

　　内　容　写真展入賞者による挨拶・作品紹介 等

３　問合せ先

　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化政策課

　　TEL：054-221-3109　FAX：054-221-2827　メール：arts@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/20

タイトル ～静岡県環境影響評価審査会の開催～「（仮称）浜松
湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響評価方法書」を
審議します（２回目）

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 環境影響評価班

TEL 054-221-2255

静岡県環境影響評価審査会の開催

「（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響評価方法書」を審議します(２回目)

静岡県環境影響評価審査会において、「（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響評価方法書」の内容等について審議します。

（２回目の審議）

１　日　時

　　令和６年11月28日（木）午後１時30分から午後４時まで（予定）

２　会　場

　　県庁別館８階第１会議室Ｃ・Ｄ（静岡市葵区追手町９番６号）

３　内　容

・「（仮称）浜松湖西豊橋道路（静岡県区間）環境影響評価方法書」についての審議

・答申の形成

４　出席者　　

・静岡県環境影響評価審査会委員

・静岡県、浜松市（都市計画決定権者）

・国土交通省中部地方整備局浜松河川国道事務所（事業予定者）等

　　

５　傍聴の受付

・傍聴の受付は、 当日会場 において 先着順で行います。

（午後１時15分から受付開始、定員：10名）

６　取材の受付

　　・取材を希望する場合は、当日会場で受付をお願いします。（事前申込不要）



提 供 日 2024/11/20

タイトル 大学生等を対象とした狩猟免許試験の予備講習会を開
催

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 鳥獣捕獲管理班　佐原

TEL 054-221-3332

　　　
　　　　大学生等を対象とした狩猟免許試験の予備講習会を開催

若い世代の狩猟免許取得を促進し、ニホンジカの捕獲の担い手を確保するため、県内の大学生等を対象に、狩猟免許試験の予備講習会
を開催します。

　１　日　時 令和６年11月24日（日）午前10時から午後３時まで

２　会　場　　静岡県男女共同参画センター「あざれあ」地下１階　多目的実習室
　　　　　　　　（静岡市葵区馬渕１丁目17-１）

３　対象者　　県内の大学生等

４　参加者数　20人（予定）

５　内　容   （１）静岡県のニホンジカの生息・被害状況、管理捕獲等について
　　　　　 　  （２）狩猟のこと及び狩猟免許試験の概要について
                 (３）知識試験の解説と例題
                 (４）技能試験の解説と実施事例
　
６　取材について
　　取材を希望される方は、11月22日（金）までに自然保護課に御連絡願います。



発 表 日 2024/11/20

タイトル 令和６年度静岡県地域防災訓練の実施

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

１　目　的
    本県では、昭和58年度から、毎年「地域防災の日」を中心とした地震防災強化月間において、「地域の特性に応じた防災体制
の確立」と「県民の防災意識の高揚による減災の実現」を目的に、自主防災組織を主体とした地域防災訓練を実施している。

　　静岡県地震・津波対策アクションプログラム2023では、「想定犠牲者の９割減災」と「被災後生活の質的向上」を目指した新
たな取組を始めており、自助、共助の再確認と改善に取り組むことで、地域防災力の更なる向上を図る。

２　統一実施日
    令和６年12月１日（日）「地域防災の日」（12月の第１日曜日）
    自治体により任意の日を設定する場合がある。

３　訓練想定
　　各地域の特性に応じ、地震・津波・火山噴火災害のほか、風水害による被害等
  のリスクを踏まえた想定のもと訓練を実施する。

４　訓練実施項目及び配慮事項
    訓練実施項目については、別添の「令和６年度静岡県地域防災訓練実施要領」
  別紙第１「訓練項目例」を参考として実施するものとする。
    なお、実施に当たっては、感染症防止に留意し、地域特性を踏まえ実施するも
  のとする。

＜重点項目　概要＞・・・令和６年度地震防災強化月間実施方針より

自
助

○「わたしの避難計画」の作成及び点検
　・ハザードマップで自分のいる場所の災害リスクを確認

（総合防災アプリ「静岡県防災」の活用）
○緊急防災情報の確認

（「南海トラフ地震臨時情報」、「特別警報」、「高齢者等避難」、
「避難指示」、「緊急安全確保」）

○避難訓練など自主防災活動への参加
・避難場所、避難経路、避難所要時間の確認
（総合防災アプリ「静岡県防災」の活用）

○身の回りの防災対策の確認
・家具類の固定
・家庭内の７日分の生活物資の備蓄

　　（ローリングストックによる食料品保管、風呂等での生活用水確保を含
む）

　・携帯トイレの備蓄

共
助

○避難所運営訓練の実施
　・自主防災組織の運営体制の確認
　・女性の視点を取り入れた避難所環境や運営方法の確認
　・避難行動要支援者の所在の把握と支援方法の確認
　・上記確認事項を踏まえた避難所運営訓練の実施
○避難訓練の継続的な実施
・避難所要時間や避難経路の検証
・若年世代の地域防災活動への参加

　

　＜能登半島地震を踏まえて追記する重点項目＞

自
助

・住宅の耐震化の確認
・火災防止対策の確認（感震ブレーカー、住宅用火災警報器などの備え）
・電気・ガス・水道・電話・交通機関等の被害の発生を想定した備えの確認

共
助

・自主防災組織における情報伝達方法の確認
・感染症対策や衛生環境改善（簡易トイレ・マンホールトイレ等）を踏まえた  
避難所運営訓練の実施
・孤立が予想される地域における対応（住民が主体となったヘリポート開設訓
練、通信手段の確認、給水訓練や炊出し訓練など）

５　実施主体・協力機関等
    実施主体   自主防災組織、地域内の事業所、消防団等
    協力機関等　 県、市町、静岡県警察、消防本部、自衛隊、海上保安庁等

６　訓練中止の決定
    荒天等の場合は、住民の安全確保を最優先として、市町ごとの状況判断に基づ
  き対応することとする。



提 供 日 2024/11/20

タイトル Jアラートの全国一斉情報伝達試験（第３回）の結果

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施しました

１　要旨
　　本日(11月20日)、全国瞬時警報システム（Jアラート）の今年度３回目の全国一斉情報伝達試験を実施しました。
　　試験では、県及び県内全35市町が試験情報を受信し、市町は防災行政無線等により住民へ情報伝達を実施しました。
　　
２　実施日時
　　令和６年11月20日(水)午前11時00分

３　結果
　　以下のとおり受信確認及び住民への情報伝達を行った。
　(1)　県及び市町における受信確認
　　　 県及び県内35市町は、内閣官房からJアラート端末へ配信された試験情報を正常に受信したことを確認した。
　　　 
　(2)　住民への情報伝達

県内35市町は、試験情報をJアラートと連動する防災行政無線の屋外スピーカー等で情報伝達を実施したところ、伊豆市及
び川根本町において一部不具合が生じた。

そのほかにも、下表の情報伝達手段を用いて住民へ伝達を行った。

　○伊豆市
（ア）不具合の事象

防災行政無線による音声が発信されなかった。
（イ）対応

現在、原因について調査中

○川根本町
（ア）不具合の事象

無線（IP告知システム）による音声が発信されなかった。
（イ）対応

現在、原因について調査中

情報伝達手段 実施機関
同報系防災行政無線又は

そのほかの無線
(屋外スピーカー、戸別受信機等)

県内全35市町

FM放送を活用した同報系システム
（屋内受信機）

静岡市、熱海市、伊東市

ケーブルテレビ網を活用した
情報伝達システム

（屋内受信機）
伊東市

登録制メール配信

沼津市、三島市、伊東市、富士市、磐田市、
焼津市、掛川市、御殿場市、袋井市、
下田市、湖西市、御前崎市、伊豆の国市、
南伊豆町、函南町、小山町

SNS（LINE)
三島市、伊東市、富士市、磐田市、焼津市、
湖西市、御前崎市、伊豆の国市、函南町、
清水町、吉田町

SNS（Facebook） 伊東市、湖西市
SNS（X（旧Twitter）） 伊東市、湖西市、御前崎市

テレビ・プッシュシステムによる情報伝達 伊東市
防災アプリの活用 沼津市、伊東市、富士市、御前崎市

館内放送 三島市、牧之原市、南伊豆町、函南町
ホームページ 伊東市、掛川市、下田市、湖西市、御前崎市、南伊豆町、松崎町
防災ラジオ 函南町、吉田町



提 供 日 2024/11/20

タイトル １１月２９日にＪＲ静岡駅で啓発活動を行います！

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 政策班

TEL 054-221-3731

11月29日にJR静岡駅で啓発活動を行います！
 　　　　　～12月1日は地域防災の日です～
地域防災の日を前に…

大規模災害に備えて「わたしの避難計画」を作成して避難の点検
水や食料と合わせてトイレも備蓄、家庭での備蓄を点検

１.要　　　旨
　令和６年11月１日から12月１日は、地震防災強化月間です。この月間の中で、12月１日（日）は地域防災の日であり、地域の防

災訓練等を一斉に行う日です。地域防災の日を前に、防災に関する気運を高めるため、JR静岡駅コンコース（在来線開札口前）

にて、啓発活動（啓発グッズの配布）を実施します。水や食料等と合わせて備蓄が必要な『携帯トイレ』を啓発グッズとして配

布し、 家庭 での 備蓄 の 必要性と県が普及を進めている 「 わたしの 避難計画 」 の 作成について 啓発します。

２.啓 発 内 容

日　　時 　令和６年11月29日（金）　午前８時から８時30分まで
　※啓発グッズが無くなり次第終了

場　　所 　JR静岡駅コンコース（在来線開札前）

内　　容 　駅利用者等に啓発グッズ（携帯トイレ）を配布

中 止 等 　大雨警報・洪水警報等の異常気象発生時

そ の 他 　「ふじっぴー」が啓発に参加予定

（昨年度の様子）

３.取組の詳細
　地震防災強化月間や家庭の備蓄、「わたしの避難計画」の詳細については、県ホームページにて掲載しております。

■令和６年度地震防災強化月間
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/1066650.html
■備蓄について
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/bosaijoho/1030019.html
■一人ひとりの避難計画「わたしの避難計画」
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/1040812/1029856.html

４.そ  の  他
　取材の際は、JR東海静岡広報室にて、事前にお手続してください。

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/1066650.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/bosaijoho/1030019.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/1040812/1029856.html


提 供 日 2024/11/20

タイトル 静岡県推計人口　前月比1,510人の減少

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2024/11/21

タイトル 静岡県公立学校第三者調査委員会の開催

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

「静岡県公立学校第三者調査委員会」を開催します。
　
県教育委員会では、ハラスメントや体罰など、教職員の児童生徒に対する不適切な言動等への対策として、外部有識者で構成する
常設の第三者調査委員会を開催します。

【令和６年度　第２回委員会の概要】

１　日時
　　令和６年11月22日（金）14:00～16:00

２　会場
　　静岡県庁西館８階教育委員会議室

３　協議内容
　(1) 所掌事項の説明等
　(2) 児童生徒、保護者、教職員等から県教育委員会に通報があった事案の確認
　　　【令和６年度前期（令和６年４月１日から令和６年９月30日）】
　(3) (2)のうち、児童生徒に係る事案の説明
　(4) (3)に係る検証及び指導、助言

４　その他
　　会議では、調査中の事案等を取り扱うため、非公開で行います。
　　14時開会後、冒頭挨拶（県教育委員会教育監）、所掌事項の説明等まで取材可能です。

５　問い合わせ先
　　静岡県教育委員会教育総務課
　　担当　小谷　
　　電話　054-221-3580



提 供 日 2024/11/21

タイトル 若者選挙パートナーが静岡女子高等学校で選挙出前授
業を実施します！

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　大羽、中澤

TEL 054-221-2050

若者選挙パートナーが静岡女子高等学校で選挙出前授業を実施します！

１　概要
　　静岡県選挙管理委員会では、若者選挙パートナー（注）と連携し、若者に主権
  者としての自覚と投票への関心を持ってもらうための啓発活動に日頃から取り組
  んでいます。
　　この度、若者が選挙への理解を深め投票への意識を高めることを目的に、若者
  選挙パートナーが静岡女子高等学校で「選挙出前授業」を実施します。
  （注）若者選挙パートナーとは
　　　　平成28年度から、静岡県選挙管理委員会と静岡県明るい選挙推進協議会が、若者の投票
　　　参加に関心が高く行動意欲のある静岡県内の20歳前後の若者を「若者選挙パートナー」に
　　　任命しております。参加者による企画・交流会「Voteカレッジ」を通じて、選挙時の街頭
　　　啓発などの各種選挙啓発事業の企画・運営に取り組んでいます。
　　　

２　内容
　　静岡女子高等学校で、高校３年生に向けて若者選挙パートナーによる選挙制度
　の説明と、生徒による模擬投票を実施します。
　
　　　　
（１）日　時
　　令和６年11月26日（火）
　　令和６年12月10日（火）
　　午後２時20分～午後３時10分　※両日とも同じ時間です
（２）会　場
　　静岡女子高等学校（静岡市駿河区八幡3丁目6-1）
（３）受講者
　　静岡女子高等学校３年生 10人
（４）説明者
　　若者選挙パートナー（予定：大学生４人、高校生１人）
（５）当日内容
　　令和６年11月26日
　　　・選挙制度に関する説明（若者選挙パートナー）
　　　・グループワーク
　　　　衆議院議員総選挙で投票に行った感想等を若者選挙パートナーから生徒へ
　　　　伝えたうえ、政治や選挙に対するイメージをグループごとに話し合います。
　　令和６年12月10日
　　　・模擬投票
　　　　「歴史上の人物２名から、校長先生にするならどっち？」をテーマに模擬
　　　　投票を行います。
　　　・グループディスカッション
　　　　「若者が政治や選挙に興味を持つには？」をテーマに生徒と若者選挙パー
　　　　トナーがグループに分かれて意見交換を行います。
　　　※模擬投票では、投票に係る機材の貸与・当日の運営について、静岡市駿河
　　　　区選挙管理委員会に協力をいただきます

３　問い合わせ先
　＜当日の取材について＞
　　静岡女子高等学校　担当：望月教諭
　　電話：054-285-2274　メール：taro_mochizuki＠shizuoka-joshi.ac.jp
　＜若者選挙パートナーについて＞
　　静岡県選挙管理委員会　　担当：大羽、中澤
　　電話：054-221-2050　メール：senkan@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:senkan@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/21

タイトル 明るい選挙啓発ポスターコンクールの県審査結果

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　中澤

TEL 054-221-2058

明るい選挙啓発ポスターコンクールの県審査結果

　このたび、明るい選挙を推進するため、県内の児童・生徒を対象に作品を募集した「明る
い選挙啓発ポスターコンクール」（＊）の第２次審査（県審査会）を開催し、市町選挙管理委
員会を通じ応募のあった作品を審査しました。

　この結果、入選作品70点を決定するとともに、入選作品のうち、小学生の部門から10点、
中学生の部門から５点、高校生の部門から５点を優秀作品として第３次審査（中央審査会）
に提出することとなりました。

＊　明るい選挙啓発ポスターコンクール
　・主催　公益財団法人明るい選挙推進協会、都道府県選挙管理委員会連合会
　　　　　  都道府県選挙管理委員会、市区町村選挙管理委員会

　　　　　　　　　・概要　子どもの頃から選挙に関心や親しみをもってもらうとともに、子どもの取組を通じて親の選挙
　　　　　　　　　　　　　　への関心を高め、また、広く有権者に明るい選挙を周知するため、小学生・中学生・高校
　　　　　　　　　　　　　　生を対象に明るい選挙をテーマとして行われるポスターコンクールで、今年度で第76回目
　　　　　　　　　　　　　　となる。

 ・応募   第１次審査　　　　　　　　　 市区町村選挙管理委員会が実施
　　　　　 第２次審査（県審査会）　　 都道府県選挙管理委員会が実施
　　　　　 第３次審査（中央審査会）　主催者が実施（※）
　　　　　　　※審査員：文部科学省・総務省・公益財団法人明るい選挙推進協会・都道府県選挙管
　　　　　　　　 理委員会連合会の各代表

１　県審査会の結果
応募学校数

（校）
市町選挙管理委
員会への応募作
品数

Ａ

Ａのうち第２次審査
(県審査)応募作品
数

入選作品数

Ｂ

Ｂのうち第３次審査
(中央審査会)提出
数

小学生 150 1,311 124 30 10 
中学生 88 487 　     101 30 5 
高校生 12 182 23 10 5 
合　計 250 1,980 248 70 20 

　
２　審査員
　　県教育委員会、県警察本部、県広聴広報課、県明るい選挙推進協議会、県選挙管理
　　委員会の各代表者等

３　展示会
　　　　　第３次審査（中央審査）への提出作品及び第２次審査（県審査）の入選作品計70点 (小
　　　　　学生の部　30点、中学生の部　30点、高校生の部　10点）については、今後、県庁
　　　　　別館21階展望ロビーにて展示をする予定です。詳細については後日、お知らせいたし
　　　　　ます。

４　作品の活用　
　　入選作品は令和７年度の選挙啓発に活用していく予定です。



提 供 日 2024/11/21

タイトル 本県の特産品「生しいたけ」の品評会・即売会が開催
されます

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興班

TEL 054-221-2667

本県の特産品「生しいたけ」の品評会・即売会が開催されます

「生しいたけ」の栽培技術の研鑽と消費拡大を図るため、第35回静岡県生しいたけ品評会が開催されます。
なお、出品された「生しいたけ」は、静岡市内のスーパーで即売されます。

１　日時及び会場
・開催日：令和６年11月28日（木）

時間 場所 住所

品評会 正午から
15時まで

日本椎茸農業協同組合連合会
 乾しいたけ流通センター

藤枝市岡部町岡部1451-1

即売会
15時30分から
17時頃まで

静鉄ストア田町店 静岡市葵区田町7-67-1

２　主催等
　・主催：静岡県椎茸産業振興協議会（会長：菊地 豊（伊豆市長））
　・後援：静岡県

３　出品銘柄（部門）
　　露地栽培、ハウス栽培、菌床栽培の３部門（県下から計100点以上が出品予定）

４　表彰
　・部門ごと優等、１等、２等、３等、奨励賞を選考

特に優秀な出品物に、農林水産大臣賞、林野庁長官賞、静岡県知事賞を交付
　・表彰式は令和７年６月開催の静岡県しいたけ生産者大会（静岡市）で実施

５　問合せ先
　・静岡県椎茸産業振興協議会（伊豆市修善寺4279-5） 電話：0558-72-1135
　・当日連絡先：日本椎茸農業協同組合連合会 乾しいたけ流通センター 電話：054-667-3121

　　　　　
　　　　　　　　昨年度の品評会の様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昨年度の即売会の様子



提 供 日 2024/11/21

タイトル ChaOIプロジェクト推進事業「静岡茶海外戦略展開支援
事業」による海外展示会出展事業者の募集

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興班

TEL 054-221-3297

１　要旨
　県では静岡茶の輸出拡大を図るため、ＣｈａＯＩプロジェクト推進事業費により「静岡茶海外戦略展開支援事業」を実施してお
ります。今年度、本事業を活用し、公益社団法人静岡県茶業会議所を代表者とし、株式会社静岡銀行、静岡県経済農業協同組合連
合会で組織する「静岡茶の輸出額100億円計画コンソーシアム」が、ドイツと米国で開催される展示会に出展することとなりまし
た。
　この度、この海外展示会へ出展する茶業関係者の募集を行いますのでお知らせします。

２　募集概要
（１）申込方法
　コンソーシアム構成員である株式会社静岡銀行のホームページにて事業参加者を募集するため、詳細は下記URLにアクセスし、
御確認ください。
　https://www.shizuokabank.co.jp/news/index.html（静岡銀行のニュースリリースのページ）

（２）出展する展示会及び募集概要

展示会名 BIOFACH（ビオファ）2025 World Tea Expo 2025

開催都市 ドイツ・ニュルンベルク 米国・ラスベガス

開催期間 2025年２月11日～14日 2025年３月24日～26日

募集事業者数 ３社程度 10社程度

事業者の要件

(1)出展商品が有機の日本茶で
　あること
(2)EU基準（2022年10月改正）を
　満たす有機JAS（加工、小分け
　まで）を有していること。
(3)輸出需要に対応可能な供給体
　制を有すること

(1)FDA（米国食品医薬品局）に
　食品関連施設登録がされた工
　場で製造されていること。
(2)米国食品強化法（FSMA）に　
　準拠した生産管理体制を保持
　していること
(3)輸出需要に対応可能な供給　
　体制を有すること

１ブース60万円程度 １ブース45万円程度

参加費用
・費用は為替レートにより変動します。
・出展料及びブース装飾に掛かる経費の50％が補助されます。
　（上記の出展料は補助を加味した実負担額の目安です）
・旅費、サンプル代、通訳代などは出展者の負担となります。

募集締切 令和６年11月27日（水）午後５時

展示会ウェブサイト https://www.biofach.de/en https://www.worldteaexpo.com/

※コンソーシアム構成員による審査会を経て出展事業者を決定します。

３　問い合わせ先

 出展事業者の募集に
 関すること

担　当：「静岡茶の輸出額100億円計画コンソーシアム」事務局
　　　　（(株)静岡銀行国際営業統括グループ（中村、工藤）
メール：nakamura.tosuke@jp.shizugin.com又は
　　　　kudo.sho@jp.shizugin.com
電　話：054-345-9192

 ChaOI事業に関する
 こと

担　当：静岡県経済産業部農業局お茶振興課（平川）
メール：ocha-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
電　話：054-221-3297

https://www.shizuokabank.co.jp/news/index.html
https://www.biofach.de/enhttps://www.worldteaexpo.com/
mailto:nakamura.tosuke@jp.shizugin.com
mailto:kudo.sho@jp.shizugin.com
mailto:ocha-shinko@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/21

タイトル 採択結果発表!
「ＣｈａＯＩ補助金を活用した静岡茶海外戦略展開支
援事業」

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興班

TEL 054-221-2684

（趣旨）
　県では、生産者や茶商、観光業者、大学・研究機関などの異業種連携による茶業のオープンイノベーション「ＣｈａＯＩプロジェクト」に取り組
んでいます。
　このたび、静岡茶海外戦略展開支援事業（９月補正予算新規創設）の公募において１件の応募があり、審査の結果、採択しました。
　本事業を通じて、ＣｈａＯＩフォーラム会員によるオープンイノベーションを促進し、本県茶業の振興につなげていきます。

なお、本事業は、静岡茶の輸出促進のため、茶業関係団体及び産業支援機関等で組織するコンソーシアムが行う、海外での大規模販路開
拓の取組を支援する事業であり、令和７年２月から３月にコンソーシアムが海外展示会に出展を行う予定です。

□採択した事業計画　１件
事業実施主体名 代表者名 所在地 事業内容

静岡茶の輸出額
100億円計画

公益社団法人 
静岡県茶業会議
所

静岡市 海外大型展示会への出展支援による輸出拡大



提 供 日 2024/11/21

タイトル 県が支援して県内企業が開発した電気自動車が運行中
です

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

県が支援して県内企業が開発した電気自動車が運行中です

静岡県では、県内企業の先進的な研究成果や国の機関が保有する高度な技術シーズを活かした革新的な技術、新商品開発による
高付加価値のものづくりを支援しています。
 この度、株式会社タジマモーターコーポレーションが、県の「先端企業育成プロジェクト推進事業費補助金」を受けて開発した
バッテリーEVコミューターが長崎県島原市のコミュニティバスに採用され、11月１日から「EVたしろ号」として実証運行を開始し
ました。同社が販売した最初の車両であり、今後、全国の自治体に広がっていくことを期待しています。

１　開発の概要

企　業 株式会社タジマモーターコーポレーション（袋井市）

補助金 令和４年・令和５年先端企業育成プロジェクト推進事業費補助金

テーマ 公共交通空白地域の旅客用10-15人乗りバッテリーEVコミューター・キット
カーの実用化

特　長 ・市場に広く流通している既存車両をEVにコンバートするキットを開発
・通常の改造と比べて、低コストでEV化を実現
・ガソリン車をEVとして再利用することで、資源のリサイクルとカーボン
　ニュートラルに貢献
・中古の10人乗りハイエースをEV化し、公共交通空白地域の課題を解決

※先端企業育成プロジェクト推進事業費補助金
　県内企業が国立研究開発法人産業技術総合研究所と共同研究により、成長分野（次世代自動車、航空宇宙、医療・福祉機器、ロボット、環
境、新エネルギー、光関連技術）の新技術・新製品の実用化を目指す研究開発を支援する補助金。

出発式の様子
２　問い合わせ先

株式会社タジマモーターコーポレーション（担当：安田）

TEL：0538-86-5580



提 供 日 2024/11/21

タイトル スタートアップや県内企業の共創支援プログラム
「Shizuoka Innovation DRIVE 」の採択者による中間発
表会を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

スタートアップや県内企業の共創支援プログラム「Shizuoka Innovation DRIVE」の採択者による中間発表会を開催しま

す！

１　要　旨
県では、令和６年度新規事業として、県内で事業化検証を行うスタートアップや県内企業を支援する共創支援プログラム「Shizuoka 

Innovation DRIVE」を実施しています。
県内の社会課題解決に資するビジネスアイディアの事業化検証を支援する「インキュベート型」、自社の課題解決に意欲がある県内企業

とスタートアップをマッチングさせ支援する「アクセラレート型」、それぞれの採択者による中間発表会を実施します。
スタートアップ等との共創に関心のある県内企業や関係者の皆様はこの機会にぜひ御参加ください（要事前登録）。

２　概　要
区　分 内　容

開催日時  令和６年12月17日（火）13：30～17：00

場所
 
 有限責任監査法人トーマツ静岡事務所 （静岡市葵区紺屋町17－1 葵タワー17階)

対象
 ・県内企業（課題解決やイノベーション創出に興味のある経営者、新規事業開発担当者等）
 ・スタートアップ等との協業や共創に関心のある方

定員  80名（先着順・要事前登録）

参加費  無料

内容

 13:30 開会挨拶　

 13:35 アクセラレート型プログラム採択者による成果発表
　　　　（県内企業及びスタートアップの５チーム）

 14:30 インキュベート型プログラム採択者による成果発表
　　　　（スタートアップ等10者）

 16:00 名刺交換会・交流会
 
 ※採択者は添付チラシのとおり

参加申込先

 次のフォームからお申し込みください。
 https://forms.office.com/e/wDBt2E80LX

 

申込期限  12月16日（月）17:00まで

　
　　※当日会場での取材を希望される場合は12/16（月）正午までに上記担当あてに御連絡ください。
　　※イベントの内容は変更となる可能性があります。

https://forms.office.com/e/wDBt2E80LX


提 供 日 2024/11/21

タイトル 小鳩文化カレンダー（点字カレンダー）の寄贈式を開
催します 

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-3737

小鳩文化カレンダー（点字カレンダー）の寄贈式を開催します

公益財団法人日本テレビ小鳩文化事業団が作成した小鳩文化カレンダー（点字カ
レンダー）が県に寄贈されます。
　この寄贈に際し、下記のとおり寄贈式を執り行います。
　なお、同財団からは、１９８０年から毎年寄贈をいただいており、県を通じて県
内の関係団体等へ配布します。

　１　日　時　　２０２４年１１月２7日（水曜日）　午前１1時１５分から

　２　場　所　　静岡県庁西館３階　健康福祉部　部長室
　　　　　　　　　（静岡県静岡市葵区追手町９－６）

　３　寄贈品　　点字カレンダー　８００部
　　　　　　　　　（公益財団法人日本テレビ小鳩文化事業団作成）

　４　出席者（予定）
　　　（１）株式会社静岡第一テレビ
　　　　　　　経営企画局長　野尻　一将　様
　　　　　　　経営企画部　　守屋　吉謙　様
　　　（２）静岡県視覚障害者協会
　　　　　　　会長　　　　　　　　　　　　伊藤　定善　様
　　　（３）静岡県健康福祉部
　　　　　　　部長　　　　　　　　　　　　青山　秀徳



提 供 日 2024/11/21

タイトル 「ふじさんっこ応援大賞」表彰式及び活動発表・交流
会を開催します

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 子育て支援班

TEL 054-221-3546

１　要旨
　社会全体で子どもと子育て家庭を応援する気運の醸成を図るため、地域の実情に応じた特徴的な子育て支援活動や、他団体の参
考となる先駆的な活動に取り組んでいる子育て支援団体を「ふじさんっこ応援大賞」として表彰するとともに、受賞団体による活
動発表・交流会を開催します。なお、本賞は平成29年度から実施し、今回で８回目となります。

２　表彰式の概要
　（１）日　時　令和６年１１月２７日（水）
　　　　　　　　午後１時３０分から２時まで
　（２）場　所　静岡県庁東館５階　特別会議室（静岡市葵区追手町９－６）
　（３）内　容　表彰状授与、森副知事と出席者による歓談
　（４）出席者
　　　ア　ふじさんっこ応援大賞受賞団体

区　分 団体名 所在市町 出席者　（敬称略）

大賞 龍津寺　土曜子ども寺子屋 静岡市
代表　勝野　秀敏
ボランティア　片瀬　千秋　　　　            
　  ほか

優秀賞 とみつか未来塾 浜松市 塾長　森光　隆明
副塾長　清野　玉緒

審査員特別賞
インクルーシブスポーツ
クラブ 島田市 代表　細田　翔生

　　　
　　　イ　県関係者
　　　　  森副知事ほか

　　　ウ　審査委員会
　　　　  永倉みゆき審査委員長（静岡県立大学短期大学部こども学科特任教授）

３　活動発表・交流会の概要
（１）日　時　令和６年１１月２７日（水）
　　　　　　　午後２時１５分から３時１５分まで
（２）場　所　静岡県庁東館５階　特別会議室（静岡市葵区追手町９－６）
（３）内　容　受賞団体の活動発表、団体同士の交流
（４）出席者　受賞団体、永倉みゆき審査委員長

４　問合せ先
　　静岡県健康福祉部こども未来局こども未来課　
　　電話番号：０５４－２２１－３５４６
　　（※取材にお越しいただく際には、１１月２５日（月）午後５時までに上記電
　　　　話番号に御連絡ください。）



提 供 日 2024/11/21

タイトル 結婚支援コンシェルジュが地元企業と協力して婚活イ
ベントを開催します！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先

TEL 054-221-2037

結婚支援コンシェルジュが地元企業と協力して婚活イベントを開催します！

県と県内の35市町が運営する公的な結婚支援拠点「ふじのくに出会いサポートセンター」で活動する結婚支援コンシェルジュが、地元企業
と協力して「ベルテックス静岡公式戦観戦×出会いイベント」を開催します。本イベントは、バスケットボール観戦を通じて、同じ趣味を持つ独
身の25～40歳の男女が交流を深めることを目的としています。

１　イベント概要

日　　時 2024年11月30日（土）14:30～19:30

場　　所 静岡市中央体育館

主　　催
静岡県ソフトウェア事業協同組合
（【協力】ベルテックス静岡・ふじのくに出会いサポートセンター）

参加費 500円（ベルテックス静岡「マフラータオル」プレゼント付き）

参加対象 静岡県在住・在勤または実家が静岡県にある25～40歳の独身男女

内　　容
試合観戦を楽しみながら、席替えや個別トークを通じて参加者同士の距離を縮
めます。

２　結婚支援コンシェルジュについて
　県では、結婚支援に関する知見や経験を持つ「結婚支援コンシェルジュ」を「ふじのくに出会いサポートセンター」に配置し、県内市町や企
業・団体からの婚活事業実施に関する相談支援や連携等を行っています。今回のイベントでは、コンシェルジュが企画・運営を担当し、参加
者の交流をサポートします。なお、本イベント当日は柏木が進行を担当します。

３　ふじのくに出会いサポートセンターについて
　静岡県と35市町が運営する公的な結婚支援拠点で、マッチングシステムや婚活イベント、結婚相談など多様なサービスを提供しています。
令和４年１月に開設以降、センターを通じて多くのカップルが誕生し、成婚実績も64件を突破しました。（令和６年10月末時点）



発 表 日 2024/11/21

タイトル 令和６年10月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課　　　　

富士山静岡空港株式会社

連 絡 先 空港振興課　小野、大澤

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港の令和６年10月の搭乗者数は

56,219人となり、４か月連続で前年同月を上回った。

１　富士山静岡空港の令和６年10月の搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 20,652 14,061 68.1
　新千歳線 16,284 10,204 62.7
　　うちANA 10,292 5,358 52.1
　　うちFDA 5,992 4,846 80.9
　丘珠線 4,368 3,857 88.3
出雲線 4,944 3,652 73.9
福岡線 20,624 14,080 68.3
熊本線 0 0 -
鹿児島線 5,040 3,606 71.5
沖縄線 10,292 7,090 68.9
チャーター便 672 423 62.9

国内線計 62,224 42,912 69.0
ソウル線 12,852 10,453 81.3
上海線 4,152 2,129 51.3
杭州線 1,615 725 44.9
楡林線 - - -
チャーター便 - - -

国際線計 18,619 13,307 71.5
合計 80,843 56,219 69.5

  ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和６年10月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 629 118 747

就航便数（便）　　　b 626 106 732

就 航 率（％）   (b/a) 99.5 89.8 98.0

３　富士山静岡空港の令和６年度(令和６年４月～10月)の累計搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 115,528 82,671 71.6
　新千歳線 80,632 55,506 68.8
　　うちANA 44,488 28,469 64.0
　　うちFDA 36,144 27,037 74.8
　丘珠線 34,896 27,165 77.8
出雲線 33,904 19,092 56.3
福岡線 122,284 80,109 65.5
熊本線 3,360 2,149 64.0
鹿児島線 34,412 22,976 66.8
沖縄線 44,488 30,812 69.3
チャーター便 3,612 2,650 73.4

国内線計 357,588 240,459 67.2
ソウル線 82,026 67,720 82.6
上海線 32,832 20,250 61.7
杭州線 8,817 4,965 56.3
楡林線 2,760 1,706 61.8
チャーター便 879 476 54.2

国際線計 127,314 95,117 74.7
合計 484,902 335,576 69.2

  ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

４　富士山静岡空港の令和６年度(令和６年４月～９月)の就航状況(累計)



区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 3,850 763 4,613

就航便数（便）　　　b 3,805 735 4,540

就 航 率（％）   (b/a) 98.8 96.3 98.4



提 供 日 2024/11/21

タイトル 未来を切り拓くDream授業同窓会を開催します。

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

　　未来を切り拓くDream授業同窓会を開催します。

　県内の中学１・２年生を対象に例年実施している「未来を切り拓くDream授業」の過去参加者を対象に「未来を切り拓くDream授
業同窓会」を開催します。
　過去参加者同士が現在の目標や生活の様子等について情報交換することで、参加年度を超えた縦のつながりを広げるとともに、それぞれ
の目標の実現に向けて相互に刺激し合う
機会を提供します。

≪概要≫
１　日時
　　令和６年11月23日（土・祝）　午前10時～12時

２　会場
　　静岡県庁別館20階第一会議室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　内容（日程）
時間 内容

10:00～10:10 講話（池上教育長）
10:10～10:40 参加者による近況報告
10:40～11:50 グループワーク

(班ごとにDream授業での経験を基に話し合う)
・テーマ「夢を叶えるために必要なこと」

　・班ごと発表
11:50～12:00 講評（池上教育長）・諸連絡・集合写真撮影

４　参加者
　　平成30年度から令和５年度の受講生及びユースリーダー　32人
　　（大学生３年生から中学生２年生）

●取材を希望される方は下記問い合わせ先まで電子メールで御連絡ください。

　 スポーツ・文化観光部総合教育局総合教育課　sougouEDU@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:sougouEDU@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/11/21

タイトル 第２７回富士山世界文化遺産協議会作業部会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3747

第２７回富士山世界文化遺産協議会作業部会の開催

　以下のとおり、「富士山世界文化遺産協議会」に向けた事前協議及び調整等
を行う作業部会を開催します。
　※作業部会：「富士山世界文化遺産協議会」の下部組織で、地元関係者等か

　ら構成される。

１　日　時　令和６年１１月２８日(木) 午後２時から

２　会　場　富士商工会議所４階　大会議室

　　　　　 （富士市瓜島町８２番地）

３　内　容(予定)

(１)報告

・今夏の富士山の状況について

・来訪者管理計画の見直しの進捗状況について

・富士山包括的保存管理計画の改定について

・今後の入山管理対策の方向性について

・「富士山登山鉄道構想」の進捗状況について

(２)議事

・令和５年度経過観察指標に係る年次報告書（案）について

４　委員の構成

国・県・市町関係者、住民代表者、資産所有者、関係団体

(静岡・山梨両県関係者)

５　会議の公開

　　本会議は公開で行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2024/11/21

タイトル 令和６年度第２回環境審議会水循環保全部会を開催し
ます

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2256

令和６年度第２回静岡県環境審議会
水循環保全部会を開催します

　令和６年度第２回静岡県環境審議会水循環保全部会を開催し、浜名湖圏域流域水循環計画の策定について審議を行います。

１　日　時　　令和６年11月25日(月)午後２時から４時まで

２　会　場　　県庁別館２階第一会議室Ｄ(委員は会場又はオンラインにて出席)

３　委　員　　　
氏　名 所属・役職等

浅見　佳世 常葉大学大学院環境防災研究科　教授

今泉　文寿 静岡大学学術院農学領域　教授

絹村　敏美 土地改良事業団体連合会　専務理事

○蔵治　光一郎 東京大学大学院農学生命科学研究科　教授

田中　博通 東海大学　名誉教授

谷　幸則 静岡県立大学食品栄養科学部　教授

藤川　格司 常葉大学　名誉教授

山川　陽祐 筑波大学生命環境系　助教

山本　早苗 常葉大学社会環境学部　教授

○：水循環保全部会長
４　議　事

　　　(1) 浜名湖圏域流域水循環計画の策定について

　　　　　・健全な水循環の維持又は回復に関する目標
　　　　　・目標を達成するために実施する施策
　　　　　・健全な水循環の状態や計画の進捗状況を表す指標

　　　(2) 今後の予定について

５　傍聴について
　　傍聴を希望される方は、当日の午後１時45分から午後２時までの間に会場へお越しください。

６　問合せ先
　　０５４－２２１－２２５６(くらし・環境部環境局水資源課 水資源班)

　　参加者募集告知　・　 催事等 の 当日取材　・　実施事業等の紹介　・　調査結果等の公表



提 供 日 2024/11/21

タイトル 富士川水系の河川水に係る調査結果（10月実施分）

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2258

富士川水系の河川水に係る調査を令和６年10月２日（水）に実施しました。その調査結果をお知らせします。

１　結果概要　

　　富士川本川２地点の河川水でアクリルアミドが検出されましたが、人や水生生物への影響を考慮した各種指標（３　指標等）を下回ってい

ました。

２　結果一覧・調査地点

　　調査日：令和６年10月２日（水）　天気：晴れ

注　“<”は定量下限値未満

３　指標等：別添参照

４　今後の調査計画
・引き続き、富士川水系の河川水に係る調査を実施します。
・調査の日程等につきましては、生活環境課ホームページにてお知らせしています。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/taikisuishitsu/1002637/1046471.html

betten.pdfbetten.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/taikisuishitsu/1002637/1046471.html


提 供 日 2024/11/21

タイトル 令和６年度「男女共同参画に関する県民意識調査」の
結果がまとまりました

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-3122

令和６年度「男女共同参画に関する県民意識調査」の結果がまとまりました

１　要旨
　男女共同参画に関する県民の意識及び男女の平等感などを把握し、今後の施策推進のための基礎的な資料とするため、県民意識調査を実施しまし
た。（前回：令和３年度）

２　概要（調査結果）

項目 回答結果（R3→R6)

Q4
男女の役割を固定的に考えるこ
とについて、反対・どちらかといえ
ば反対である。

全体:73.1%→69.8%
男性:66.9%→60.7%
女性:78.2%→79.0%

Q18
意思決定を行う管理部門や指導
的地位への女性登用が少ない理
由

(1) 社会的・文化的に、性別によって役割を固定
する考え方や意識が残っているから　
53.6%→51.4%
(2) 女性は継続して勤続することが困難であるか
ら　44.4％→43.2%

Q19 女性が職業を続けることがよいと
考える。

全体：51.1%→55.5%
男性：46.8%→52.0%
女性：54.1%→58.8%

Q19-3 継続して女性が働く上での障害

(1)長時間労働や残業　53.4%→48.6%
(2)育児休業・介護休業が取得しにくい環境にある
こと　46.7%→40.9%
(男女差の大きい項目)
(1)家族に反対されたり、協力が得られないこと
　男性：13.1%、女性：23.4%(10.3ポイント差)
(2)月経や更年期等の女性特有の健康課題
※R6新規調査項目
　男性：11.4%、女性：21.5%(10.1ポイント差)

Q27
性的マイノリティの方々の人権を
守る啓発や施策について、必要
だと思う。

全体：59.6%→58.5%
男性：52.3%→56.6%
女性：65.1%→60.2%

※分析結果
・Q4：固定的な性別役割分担意識に反対する人は、全体では前回調査より低くなったものの高い割合となっている。一方で、男女間の差が大きい。
・Q18：「指導的地位への女性登用が少ない理由」では、固定的な性別役割分担意識が根強く残っていることを表す回答の割合が高い。
・Q19、Q19-3：女性が継続して職業を持つ方が良いと考える割合は増加しているが、「長時間労働や残業」や「育児や介護に関する環境整備の不足」

が、継続して女性が働く上での障害となっている。
男女間で差が見られる項目は、「家族に反対されたり、協力が得られないこと」、「月経や更年期等の女性特有の健康課題」となっており、女性

の方が男性より選択した割合が高い。
・Q27：性的マイノリティの方々の人権を守る啓発や施策について、必要だと思う人の割合は、約６割となっている。

＜参考＞ 
　１　調査対象及び方法：県内在住の満18歳以上の県民、郵送配布・郵送回収、Web（インターネット）回収併用によるアンケート調査
　２　回収結果：有効回答数：732件（標本数2,000件、回収率36.6％）

　    　※詳細は、県男女共同参画課ホームページに掲載
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/danjokyodo/1040611/1067344 .html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/danjokyodo/1040611/1067344.html


提 供 日 2024/11/21

タイトル 令和６年度静岡県指揮官会議の開催

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

～令和６年度静岡県指揮官会議を開催します～

　知事と、災害時等に自治体を支援する各機関の指揮官が、平素からの連携強化を目的に一堂に会し、災害時の対応等について意見交換
する「静岡県指揮官会議」を開催します。

１　開催日時　令和６年11月27日（水）15:00から17:00まで

２　会場　クーポール会館７階Ａ（静岡市葵区紺屋町２－２）

３　出席者（予定）　
○静岡県：知事、副知事、危機管理監、危機管理部長、各地域局長ほか
○自衛隊：陸上自衛隊　富士学校長、各駐屯地司令ほか
　　　　　　海上自衛隊　横須賀地方総監

　　　　　　　航空自衛隊　航空教育集団司令官、各基地司令ほか
○その他：静岡県消防長会会長、静岡県警察本部警備部長、海上保安部長ほか

４　会議の概要
・静岡県の災害対応（静岡県）
・各機関の災害派遣活動等について（自衛隊、警察）

５　取材についてのお願い
取材は、15:00から会議冒頭の撮影（知事あいさつ他20分程度）及び会議

終了後の17:10頃からの知事と自衛隊指揮官への囲み取材（15分程度）とし
ます。

（出席予定：知事、陸自富士学校長、海自横須賀地方総監、空自航空教育集団司令官）

＜問合せ＞
静岡県危機管理部危機対策課　津島、吉田

　　　電話　０５４－２２１－３５９４　ＦＡＸ　０５４－２２１－３２５２



提 供 日 2024/11/21

タイトル 富士山火山防災対策協議会防災訓練

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-3694

１　要　旨
　　火山現象により想定される影響等を理解し、避難指示発令に至るまでの対応を検証
　するため、平時から噴火後までの基本的な火山状況の進展を一例とした訓練を富士山
　火山防災対策協議会として神奈川県・山梨県・静岡県の３県合同で実施します。

２　日　時
　　令和６年11月26日（火）　８時30分から12時00分まで

３　場　所
　　静岡県庁別館５階危機管理センター

４　訓練項目
　（１）火山現象に伴う警報等の確認
　（２）噴火前、噴火後の情報伝達、共有体制の確認
　（３）各種システムの操作・活用方法の習熟

５　実施主体
　　富士山火山防災対策協議会

６　参加予定機関（オンライン接続）
　　神奈川県・山梨県・静岡県・関係市町・内閣府・東京管区気象台・国土交通省
　中部地方整備局

＜問合せ＞
　　静岡県危機管理部危機情報課
　　電話　０５４－２２１－３６９４　ＦＡＸ　０５４－２２１－３２５２


